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原
典
研
究

イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
8

訳
・
註
：
中
村
妙
子

柳
谷
あ
ゆ
み

橋
爪
烈

註
：
佐
藤
健
太
郎

五
十
嵐
大
介

凡　
　

例

１

本
稿
は
、『
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
連
載
中
の
以
下
の
訳
稿
の
続
編
で

あ
る
。

柳
谷
あ
ゆ
み
・
阿
久
津
正
幸
・
中
町
信
孝
・
橋
爪
烈
・
原
山
隆
広
・
𠮷
村
武
典
・
高
野

太
輔
・
佐
藤
健
太
郎
・
五
十
嵐
大
介
・
湯
川
武
・
茂
木
明
石
・
中
村
妙
子
訳
註
﹁
イ
ブ

ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
１
―
７
﹂『
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
―
七
、

二
〇
〇
九
―
二
〇
一
五
年
、
四
五
―
五
八
、三
五
―
五
六
、四
七
―
七
二
、六
五
―

九
八
、七
七
―
一
〇
二
、三
一
―
四
九
、四
〇
―
五
六
頁
（
以
下
、﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル

ド
ゥ
ー
ン
自
伝
﹂
と
略
記
）

２

翻
訳
の
底
本
は
、
以
下
の
イ
ブ
ン
・
タ
ー
ウ
ィ
ー
ト
に
よ
る
校
訂
版
を
用
い
た
。

Ibn K
haldūn, al-Ta‘rīf bi-Ibn K

haldūn w
a riḥlat-hu gharban w

a sharqan, ed. 
M

uḥam
m

ad ibn Tāw
īt al-Ṭanjī, C

airo: M
aṭba‘at Lajnat al-Tālīf w

a al-Tarjam
a w

a 
al-N

ashr, 1951

（
以
下
、al-Ta‘rīf

と
略
記
）

ま
た
、
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
以
下
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
を
適
宜
参
照
し
た
。

Ibn K
haldûn, Le Livre des exem

ples. T.1 Autobiographie, M
uqaddim

a, tr. 
A

bdesselam
 C

heddadi, Paris: G
allim

ard, 2002

（
以
下
、Autobiographie

と
略
記
）

３

イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
『
歴
史
序
説
』
お
よ
び
彼
の
史
書
『
省
察
す
べ
き
実
例
の

書
』
は
、
彼
の
自
伝
を
読
み
解
く
う
え
で
参
考
に
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
主
に
使
用
し
た

の
は
、
以
下
の
校
訂
版
お
よ
び
日
本
語
訳
で
あ
る
。

Ibn K
haldūn, Tārīkh Ibn K

haldūn al-m
usam

m
ā bi-K

itāb al-‘Ibar, 7vols., B
eirut, 

1971

（
ブ
ー
ラ
ー
ク
版
の
リ
プ
リ
ン
ト
。
以
下
、al-‘Ibar

と
略
記
）

Prolégom
ènes d’Ebn K

haldoun: texte arabe publié d’après les m
anuscrits de la 

Bibliothèque im
périale, ed. M

. Q
uatrem

ère, Paris, 1858

（
以
下
、Prolégom

ènes

と
略
記
）

イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
著
、
森
本
公
誠
訳
『
歴
史
序
説
』
全
四
巻
、
東
京
：
岩
波
書

店
（
岩
波
文
庫
）、
二
〇
〇
一
年
（
以
下
、『
歴
史
序
説
』
と
略
記
）

４

訳
文
と
原
文
の
対
照
が
し
や
す
い
よ
う
、
訳
文
中
に//p.002//

な
ど
と
し
て
校
訂
版
の

ペ
ー
ジ
の
切
れ
目
を
示
し
た
。

５

年
代
は
、
訳
文
で
は
ア
ラ
ビ
ア
語
原
文
の
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
表
記
を
西
暦
に
換
算
し
た
上
で
、

ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
／
西
暦
の
形
式
で
記
し
た
。
一
方
、
註
で
は
必
要
な
場
合
を
除
い
て
西
暦
の

み
記
し
た
。
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
を
西
暦
に
換
算
す
る
際
、
年
代
を
決
定
し
が
た
い
場
合
に
は

﹁
六
八
五
／
一
二
八
六
―
七
﹂
と
し
た
。

６

訳
文
中
の
括
弧
の
う
ち
、［　

］
は
訳
者
に
よ
る
語
句
の
補
足
、（　

）
は
簡
単
な
語
彙
の

説
明
や
言
い
換
え
で
あ
る
。
ま
た
、『　

』
は
書
名
を
示
す
。【　

】
は
訳
註
者
が
付
け
加

え
た
小
見
出
し
で
あ
る
。
詩
や
長
文
に
わ
た
る
引
用
は
、
一
段
下
げ
て
記
し
た
。

７

ア
ラ
ビ
ア
語
の
カ
ナ
表
記
は
大
塚
和
夫
他
編
『
岩
波
イ
ス
ラ
ー
ム
辞
典
』
東
京
：
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
二
年
の
方
式
に
拠
っ
た
。
ま
た
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
引
用
は
カ
イ
ロ
版
の
章
節

番
号
に
従
い
、
日
本
語
訳
は
原
則
と
し
て
井
筒
俊
彦
訳
『
コ
ー
ラ
ン
』
全
三
巻
、
東
京
：

岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
を
用
い
た
。
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14世紀のマグリブとアンダルス

//p.216//

再
び
奥
マ
グ
リ
ブ
へ（

1
）

【
ビ
ス
ク
ラ
か
ら
フ
ェ
ズ
へ
の
移
住
】

　

以
前
に
詳
し
く
述
べ
た
よ
う
に
、
私
は
、
マ
グ
リ
ブ
の
王
、［
マ
リ
ー
ン
朝
］
ス
ル

タ
ー
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ（

2
）

に
協
力
し
て
行
動
し
て
い
た
。
私
は
当
時
ビ
ス

ク
ラ
に
滞
在
し
て
い
て
、
そ
の
支
配
者
ア
フ
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ユ
ー
ス
フ
・
イ
ブ
ン
・
ム

ズ
ニ
ー（

3
）

の
保
護
下
に
あ
っ
た
。
彼
は
リ
ヤ
ー
フ
族
の
手
綱
を
握
っ
て
い
る
人
物
で
、

ス
ル
タ
ー
ン
か
ら
リ
ヤ
ー
フ
族
へ
支
払
わ
れ
る
報
酬
の
多
く
は
イ
ブ
ン
・
ム
ズ
ニ
ー
が
負

担
し
て
お
り
、
ザ
ー
ブ
の
税
の
中
か
ら
ま
か
な
っ
て
い
た（

4
）
。
リ
ヤ
ー
フ
族
は
自
分
た

ち
の
こ
と
の
多
く
を
イ
ブ
ン
・
ム
ズ
ニ
ー
に
頼
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

私
と
イ
ブ
ン
・
ム
ズ
ニ
ー
は
、
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
を
従
え
る
こ
と
を

め
ぐ
っ
て
張
り
合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
イ
ブ
ン
・
ム
ズ
ニ
ー
は
心
の
内

に
怒
り
を
か
か
え
て
、
私
に
対
し
て
憶
測
や
疑
い
を
め
ぐ
ら
せ
て
は
そ
れ
を
自
分
で
正
し

い
と
信
じ
込
み
、
私
を
中
傷
す
る
者
た
ち
が
耳
に
入
れ
た
噂
や
作
り
話
を
真
に
受
け
て
、

彼
の
胸
は
煮
え
た
ぎ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
イ
ブ
ン
・
ム
ズ
ニ
ー
は
こ
の
件
に
つ
い

て
、
深
く
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
、
ス
ル
タ
ー
ン
の
側
近
で
助
言
者
で
も
あ
る
ワ
ナ
ズ

マ
ー
ル
・
イ
ブ
ン
・
ア
リ
ー
フ（

5
）

に
手
紙
を
書
き
送
り
、
ワ
ナ
ズ
マ
ー
ル
は
そ
の
内
容

を
ス
ル
タ
ー
ン
に
告
げ
た
。
ス
ル
タ
ー
ン
は
た
だ
ち
に
私
を
召
し
出
し
た
の
で
、［
七
］

七
四
年
の
高
貴
な
る
預
言
者
生
誕
祭
の
日
（
ラ
ビ
ー
ウ
・
ア
ウ
ワ
ル
月
一
二
日
）
／

一
三
七
二
年
九
月
一
一
日
、
私
は
妻
子
と
と
も
に
ビ
ス
ク
ラ
か
ら
ス
ル
タ
ー
ン
の
と
こ
ろ

に
む
か
っ
て
出
発
し
た
。

　

そ
の
時
す
で
に
ス
ル
タ
ー
ン
は
病
に
か
か
っ
て
い
た
。
私
が
中
央
マ
グ
リ
ブ
地
域
の
ミ

ル
ヤ
ー
ナ
に
到
着
し
て
ほ
ど
な
く
、
ス
ル
タ
ー
ン
が
逝
去
し（

6
）
、//p.217//

息
子
の
ア

ブ
ー
・
バ
ク
ル
・
サ
イ
ー
ド（

7
）

が
ワ
ズ
ィ
ー
ル
・
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
・
イ
ブ
ン
・
ガ
ー

ズ
ィ
ー（

8
）

の
後
見
を
得
て
そ
の
後
継
者
に
擁
立
さ
れ
、
フ
ェ
ズ
に
急
ぎ
進
む
べ
く
奥
マ

グ
リ
ブ
へ
む
け
て
出
発
し
た
と
い
う
知
ら
せ
が
届
い
た
。
そ
の
と
き
ミ
ル
ヤ
ー
ナ
に
は
、

ス
ル
タ
ー
ン
の
将
軍
で
マ
リ
ー
ン
家
の
子
飼
い
の
家
来
の
ア
リ
ー
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ッ
ス
ー

ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
ア
リ
ー
・
ヤ
ナ
ー
テ
ィ
ー
が
い
た
。
私
は
彼
と
と
も
に
ア
ッ

タ
ー
フ
族
の
も
と
へ
む
け
て
出
発
し
、
そ
の
ア
ミ
ー
ル
で
あ
る
ヤ
ア
ク
ー
ブ
・
イ
ブ
ン
・

ム
ー
サ
ー
家（

9
）

の
も
と
に
逗
留
し
た
。
こ
の
家
の
何
人
か
が
、
ス
ワ
イ
ド
族
の
ア
ミ
ー

ル
で
あ
る
ア
リ
ー
フ
家（
10
）

の
宿
営
地
に
到
る
ま
で
同
行
し
て
私
を
護
衛
し
て
く
れ
た
。
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数
日
後
ア
リ
ー
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ッ
ス
ー
ン
が
自
ら
の
軍
隊
を
と
も
な
っ
て
私
た
ち
に
追
い

つ
い
た
の
で
、
私
た
ち
は
揃
っ
て
マ
グ
リ
ブ
へ
む
け
て
出
発
し
、
砂
漠
の
道
を
進
ん
だ
。

　

一
方
、［
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
の
］
ア
ブ
ー
・
ハ
ン
ム
ー（
11
）
は
ス
ル
タ
ー
ン
の
死
後
、
砂
漠

の
中
に
あ
る
撤
退
先
の
テ
ィ
ー
グ
ー
ラ
ー
リ
ー
ン（
12
）

か
ら
、
す
で
に
ト
レ
ム
セ
ン
へ
と

戻
っ
て
お
り
、
ト
レ
ム
セ
ン
と
自
分
の
旧
領
の
す
べ
て
を
［
回
復
し
て
］
支
配
し
て
い

た
。
そ
こ
で
ア
ブ
ー
・
ハ
ン
ム
ー
は
、
マ
ア
キ
ル
族
に
属
す
る
ウ
バ
イ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
族
の

シ
ャ
イ
フ
で
あ
る
ヤ
グ
ム
ー
ル
家（
13
）
に
指
示
し
て
、//p.218//

彼
ら
の
土
地
の
境
界
に
あ

る
ザ
ー
川（
14
）

の
水
源
に
位
置
す
る
ラ
ア
ス
・
ア
ル
＝
ア
イ
ン
で
［
待
ち
伏
せ
て
］
私
た

ち
の
行
く
手
を
阻
む
よ
う
仕
向
け
た
。
ヤ
グ
ム
ー
ル
家
は
指
示
通
り
私
た
ち
の
前
に
立
ち

は
だ
か
っ
た
。
馬
に
乗
っ
て
ダ
ブ
ド
ゥ
ー
山（
15
）

に
逃
れ
る
こ
と
の
で
き
た
者
も
い
た
。

し
か
し
、
私
も
含
め
て
多
く
の
者
が
馬
を
奪
わ
れ
て
徒
と
な
り
、
持
ち
物
を
す
べ
て
略
奪

さ
れ
た
。
私
は
身
ぐ
る
み
は
が
さ
れ
た
ま
ま
日
に
曝
さ
れ
て
二
日
間
そ
の
砂
漠
を
さ
ま

よ
っ
た
が
、
や
っ
と
人
里
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
、
ダ
ブ
ド
ゥ
ー
山
に
い
た
仲
間
た

ち
と
合
流
し
た
。
そ
の
間
に
は
、
形
容
し
が
た
く
、
感
謝
し
き
れ
な
い
神
の
恩
寵
が
あ
っ

た
。

　

そ
の
後
私
た
ち
は
フ
ェ
ズ
へ
む
け
て
進
ん
だ
。
こ
の
年
（
七
七
四
年
）
の
ジ
ュ
マ
ー

ダ
ー
月
／
一
三
七
二
年
一
〇
月
―
一
二
月
に
フ
ェ
ズ
に
着
く
と
、
私
は
ワ
ズ
ィ
ー
ル
・
ア

ブ
ー
・
バ
ク
ル
と
そ
の
父
方
の
従
兄
弟
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ウ
ス
マ
ー
ン
［
・
イ

ブ
ン
・
カ
ー
ス
］（16
）
を
訪
れ
た
。
私
と
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ウ
ス
マ
ー
ン
と
の
間
に

は
親
し
く
友
好
的
な
古
い
つ
き
あ
い
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
フ
ェ
ズ
の
王
権
を
求
め
て
ア

ン
ダ
ル
ス
か
ら
海
を
渡
り
サ
フ
ィ
ー
ハ
山
に
拠
点
を
置
い
て
い
た
［
マ
リ
ー
ン
朝
］
ス
ル

タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
サ
ー
リ
ム
の
も
と
へ
、
と
も
に
赴
い
た
と
き
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
本
書
の
別
の
場
所
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る（
17
）
。
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
は
、

ワ
ズ
ィ
ー
ル
ら
し
い
親
切
さ
と
気
前
の
よ
さ
を
私
に
示
し
、
予
想
を
超
え
る
多
く
の
俸
給

と
イ
ク
タ
ー
で
厚
遇
し
て
く
れ
た
。
私
は
彼
ら
の
王
朝
の
中
で
し
か
る
べ
き
立
場
に
就
い

た
。
人
々
か
ら
は
愛
で
ら
れ
、
地
位
は
高
く
、
威
厳
は
広
く
知
れ
渡
り
、
ス
ル
タ
ー
ン
の

マ
ジ
ュ
リ
ス
で
は
褒
め
讃
え
ら
れ
た
。

【
マ
リ
ー
ン
朝
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
権
力
獲
得
】

　

そ
の
後
、
冬
が
終
わ
っ
た
頃
、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
・
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
・
イ
ブ
ン
・
ガ
ー

ズ
ィ
ー
と//p.219//

［
ナ
ス
ル
朝
］
ス
ル
タ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
フ
マ
ル
と
の
間
で
諍
い
が

起
こ
っ
た
。
そ
れ
は
イ
ブ
ン
・
ア
フ
マ
ル
が
イ
ブ
ン
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
を
マ
リ
ー
ン
朝
の
宮

廷
か
ら
遠
ざ
け
る
よ
う
要
求
し
た
か
ら
で
あ
っ
た（
18
）
。
ワ
ズ
ィ
ー
ル
は
こ
の
こ
と
を
拒
絶

し
た
た
め
二
人
の
間
の
雲
行
き
が
怪
し
く
な
っ
た
。
ワ
ズ
ィ
ー
ル
は
、
ア
ン
ダ
ル
ス
を
攻

め
る
た
め
に
ア
フ
マ
ル
家
の
親
族
の
何
人
か
を
用
意
し
始
め
た
。
一
方
、
イ
ブ
ン
・
ア
フ

マ
ル
の
方
で
も
、
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
リ
ー
の
子
孫
で
ア
ミ
ー
ル
の
ア
ブ
ド
ゥ
ッ

ラ
フ
マ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
イ
フ
ァ
ッ
ル
ー
サ
ン（
19
）
と
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
マ
ス
ウ
ー

ド
・
イ
ブ
ン
・
ラ
ッ
フ
ー
・
イ
ブ
ン
・
マ
ー
サ
ー
イ（
20
）
の
二
人
の
解
放
を
急
い
で
行
な
っ

た
。
こ
の
二
人
の
投
獄
は
、［
マ
リ
ー
ン
朝
］
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
の

時
代
に
、
ア
ン
ダ
ル
ス
で
ワ
ズ
ィ
ー
ル
職
に
あ
っ
た
イ
ブ
ン
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
が
ス
ル
タ
ー

ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
の
示
唆
を
受
け
て
行
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た（
21
）
。

　

今
、
イ
ブ
ン
・
ア
フ
マ
ル
は
二
人
を
解
放
し
、
マ
グ
リ
ブ
の
王
権
を
要
求
さ
せ
る
た
め

に
彼
ら
を
派
遣
し
て
艦
隊
に
乗
せ
、
ガ
ッ
サ
ー
サ（
22
）
の
海
岸
へ
渡
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
彼

ら
は
そ
こ
で
船
を
降
り
、
バ
ッ
ト
ゥ
ー
ヤ
諸
族
と
合
流
し
た
。
バ
ッ
ト
ゥ
ー
ヤ
諸
族
は
彼

ら
を
保
護
し
、
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
の
支
配
に
服
す
る
と
宣
言
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
イ
ブ
ン
・
ア
フ
マ
ル
は
ア
ン
ダ
ル
ス
の
軍
隊
を
率
い
て
グ
ラ
ナ
ダ
か
ら
出

発
し
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル（
23
）

を
包
囲
す
る
陣
を
敷
い
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
知
ら
せ

が
、
マ
リ
ー
ン
朝
の
国
事
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
ワ
ズ
ィ
ー
ル
・
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
・
イ

ブ
ン
・
ガ
ー
ズ
ィ
ー
の
も
と
に
届
い
た
。
ワ
ズ
ィ
ー
ル
は
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
に
置
い
て
い

る
守
備
兵
の
援
助
を
す
る
た
め
に
、
た
だ
ち
に
父
方
の
従
兄
弟
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ

ン
・
ウ
ス
マ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
カ
ー
ス
を
セ
ウ
タ
に
派
遣
し
た
。//p.220//

同
時
に
自
分
は

ア
ミ
ー
ル
の
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
と
戦
う
た
め
に
軍
隊
を
率
い
て
バ
ッ
ト
ゥ
ー
ヤ
諸

族
の
と
こ
ろ
へ
と
赴
い
た
。
し
か
し
そ
こ
で
ワ
ズ
ィ
ー
ル
は
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
が

す
で
に
タ
ー
ザ
ー
を
征
服
し
た
の
を
知
っ
た
の
で
、
彼
を
包
囲
し
、
そ
こ
に
滞
陣
し
た
。

　

か
つ
て
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
は
、
父
を
同
じ
く
す
る
兄
弟
、
す
な

わ
ち
［
ス
ル
タ
ー
ン
］
候
補
者
と
な
り
う
る
若
者
た
ち
を
集
め
て
タ
ン
ジ
ー
ル
に
幽
閉
し

て
い
た
。
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
カ
ー
ス
が
セ
ウ
タ
に
現
れ
た
と
き
、
彼
と
イ
ブ
ン
・

ア
フ
マ
ル
と
の
間
で
使
者
の
往
来
が
あ
り
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
互
い
に
相
手
の
し
た
こ
と

を
非
難
し
た
。
イ
ブ
ン
・
ア
フ
マ
ル
は
、
彼
ら
（
マ
リ
ー
ン
朝
の
人
々
）
が
、
王
位
に
ふ

さ
わ
し
い
人
物
を
さ
し
お
い
て
、
歯
も
生
え
揃
わ
ぬ
幼
児
で
あ
る
サ
イ
ー
ド
・
イ
ブ
ン
・

ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
を
擁
立
し
た
こ
と
を
激
し
く
非
難
し
た
。
ム
ハ
ン
マ
ド
は
イ
ブ

ン
・
ア
フ
マ
ル
の
言
い
分
を
認
め
、
自
分
の
主
張
を
取
り
下
げ
た
。
そ
こ
で
イ
ブ
ン
・
ア

フ
マ
ル
は
、
ム
ハ
ン
マ
ド
に
圧
力
を
か
け
て
、
タ
ン
ジ
ー
ル
に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
［
マ

リ
ー
ン
家
の
］
息
子
た
ち
の
中
の
一
人
に
忠
誠
を
誓
わ
せ
よ
う
と
し
た
。
一
方
、
こ
れ
に

先
立
っ
て
、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
・
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
も
ム
ハ
ン
マ
ド
に
対
し
て
同
様
に
、
も
し

事
態
が
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
ゆ
え
に
自
分
に
と
っ
て
面
倒
な
も
の
に 
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な
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
［
マ
リ
ー
ン
家
の
］
息
子
た
ち
の
う
ち
の
一
人
へ
の

忠バ

イ

ア

誠
の
誓
い
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
状
況
を
打
開
す
る
よ
う
に
と
、
指
示
を
し
て
い
た
。

　

ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
カ
ー
ス
は
か
つ
て
、
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
サ
ー
リ
ム
の

治
世
に
、
ス
ル
タ
ー
ン
か
ら
息
子
［
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
・
］
ア
フ
マ
ド（
24
）

の
ワ

ズ
ィ
ー
ル
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ム
ハ
ン
マ
ド
は
た
だ
ち
に
タ
ン
ジ
ー

ル
へ
と
急
ぎ
、［
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
・
］
ア
フ
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア

ビ
ー
・
サ
ー
リ
ム
を
幽
閉
先
か
ら
解
放
し
、
彼
に
忠バ

イ

ア

誠
の
誓
い
を
し
て
、
彼
を
伴
っ
て
セ

ウ
タ
に
向
け
て
出
発
し
た
。［
セ
ウ
タ
に
着
く
と
］
ム
ハ
ン
マ
ド
は
イ
ブ
ン
・
ア
フ
マ
ル

に
手
紙
を
書
き
、
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
・
ア
フ
マ
ド
の
擁
立
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
を
明
け
渡
す
こ
と
を
条
件
に
支
援
を
要
請
し
た
。
そ
こ
で
イ
ブ
ン
・
ア
フ

マ
ル
は
要
望
通
り
の
資
金
と
兵
を
ム
ハ
ン
マ
ド
に
提
供
し
、//p.221//

自
ら
は
ジ
ブ
ラ
ル

タ
ル
を
占
領
し
て
守
備
兵
を
置
い
た
。［
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
・
］
ア
フ
マ
ド
・
イ
ブ

ン
・
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ビ
ー
・
サ
ー
リ
ム
は
か
つ
て
、
と
も
に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
父
を
同

じ
く
す
る
兄
弟
た
ち
と
の
間
で
、
自
分
た
ち
の
中
で
王
権
を
手
に
し
た
者
が
残
り
の
者
を

ア
ン
ダ
ル
ス
へ
渡
ら
せ
る
こ
と
を
互
い
に
約
束
し
て
い
た
。
そ
こ
で
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー

ス
・
ア
フ
マ
ド
は
忠バ

イ

ア

誠
の
誓
い
を
受
け
る
と
、
こ
の
約
束
を
果
た
す
こ
と
に
し
て
彼
ら
を

み
な
［
ア
ン
ダ
ル
ス
へ
］
渡
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
ス
ル
タ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
フ

マ
ル
の
も
と
へ
到
着
す
る
と
、
イ
ブ
ン
・
ア
フ
マ
ル
は
彼
ら
を
歓
待
し
、
た
く
さ
ん
の
俸

給
を
与
え
た
。

　

こ
の
こ
と
す
べ
て
の
報
告
が
、
タ
ー
ザ
ー
で
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
を

包
囲
し
て
い
た
ワ
ズ
ィ
ー
ル
・
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
の
と
こ
ろ
に
届
く
と
、
彼
は
父
方
の
従

兄
弟
（
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
カ
ー
ス
）
の
行
動
を
聞
い
て
激
情
に
か
ら
れ
た
。
ワ

ズ
ィ
ー
ル
は
王
都
（
フ
ェ
ズ
）
に
む
け
て
戻
ろ
う
と
、
陣
を
引
き
払
い
、
軍
隊
を
郊
外
の

花
嫁
の
丘（
25
）

に
駐
留
さ
せ
た
。
そ
し
て
父
方
の
従
兄
弟
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ウ

ス
マ
ー
ン
［
・
イ
ブ
ン
・
カ
ー
ス
］
を
叱
責
し
た
。
す
る
と
ム
ハ
ン
マ
ド
は
ワ
ズ
ィ
ー
ル

の
指
示
に
従
っ
た
ま
で
だ
と
言
い
訳
を
し
た
の
で
、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
は
怒
り
、
ま
た
叱
責
し

た
。
こ
う
し
て
両
者
の
間
の
亀
裂
が
深
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ウ

ス
マ
ー
ン
［
・
イ
ブ
ン
・
カ
ー
ス
］
は
、
彼
が
擁
立
し
た
ス
ル
タ
ー
ン
（
ア
ブ
ー
・
ア
ッ

バ
ー
ス
・
ア
フ
マ
ド
）
と
ア
ン
ダ
ル
ス
か
ら
の
援
軍
と
と
も
に
出
発
し
、
つ
い
に
メ
ク
ネ

ス
を
の
ぞ
む
ザ
ル
フ
ー
ン
山（
26
）

に
到
着
し
た
。
彼
は
そ
こ
に
陣
を
張
り
、
そ
の
地
の

人
々
は
彼
を
受
け
入
れ
保
護
し
た
。
そ
こ
で
ワ
ズ
ィ
ー
ル
・
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
は
彼
ら
に

む
け
て
軍
隊
を
進
め
、［
ザ
ル
フ
ー
ン
］
山
に
登
っ
た
が
、
彼
ら
は
ワ
ズ
ィ
ー
ル
を
迎
え

撃
ち
、
打
ち
負
か
し
た
。
そ
の
結
果
、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
は
王
都
郊
外
の
自
陣
に
戻
っ
た
。

　

一
方
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
ス
ル
タ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
フ
マ
ル
は
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ

ブ
ン
・
ウ
ス
マ
ー
ン
［
・
イ
ブ
ン
・
カ
ー
ス
］
に
対
し
て
、
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ

フ
マ
ー
ン
に
助
力
と
支
援
を
求
め
、//p.222//

マ
グ
リ
ブ
の
地
域
の
う
ち
の
か
な
り
の
部

分
を
彼
と
分
け
あ
い
、
彼
に
そ
の
地
を
支
配
さ
せ
る
よ
う
に
と
助
言
し
て
い
た
。
そ
こ
で

ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ウ
ス
マ
ー
ン
は
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
と
連
絡

を
と
り
、
呼
び
か
け
て
支
援
を
求
め
た
。

　

他
方
、
マ
リ
ー
ン
朝
の
父
祖
の
代
か
ら
の
側
近
で
あ
る
ワ
ナ
ズ
マ
ー
ル
・
イ
ブ
ン
・
ア

リ
ー
フ
と
ワ
ズ
ィ
ー
ル
・
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
と
の
間
の
雲
行
き
は
す
で
に
怪
し
く
な
っ
て

い
た
。
ワ
ナ
ズ
マ
ー
ル
は
、
タ
ー
ザ
ー
を
包
囲
し
て
い
る
ワ
ズ
ィ
ー
ル
に
ア
ミ
ー
ル
・
ア

ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
と
和
平
を
結
ぶ
よ
う
に
要
求
し
た
が
、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
は
そ
れ
を
拒

否
し
、
ワ
ナ
ズ
マ
ー
ル
を
捕
え
る
決
心
を
し
た
。
彼
は
ワ
ナ
ズ
マ
ー
ル
が
ア
ミ
ー
ル
・
ア

ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
に
好
意
を
抱
き
、
意
を
通
じ
て
い
る
と
疑
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ワ

ナ
ズ
マ
ー
ル
の
目
た
ち
（
密
偵
）
の
一
人
が
こ
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
動
き
を
ひ
そ
か
に
彼
に

知
ら
せ
た
。
そ
こ
で
、
ワ
ナ
ズ
マ
ー
ル
は
そ
の
夜
の
う
ち
に
馬
を
走
ら
せ
、
マ
ア
キ
ル
族

に
属
す
る
ア
フ
ラ
ー
フ
諸
族（
27
）

に
合
流
し
た
。
ア
フ
ラ
ー
フ
諸
族
は
、
ア
ミ
ー
ル
・
ア

ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
に
与
し
て
い
た
。
彼
ら
の
と
こ
ろ
に
は
ワ
ル
タ
ー
ッ
ジ
ャ
ン
家
の

有
力
者
ア
リ
ー
・
イ
ブ
ン
・
ウ
マ
ル
・
ワ
イ
ア
ラ
ー
ニ
ー（
28
）

が
い
た
。
彼
は
以
前
ワ

ズ
ィ
ー
ル
・［
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
・
］
イ
ブ
ン
・
ガ
ー
ズ
ィ
ー
に
対
し
て
反
乱
を
起
こ
し

て
、
ス
ー
ス（
29
）

に
逃
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
砂
漠
を
通
っ
て
ア
フ
ラ
ー
フ
諸
族
の
と
こ

ろ
へ
や
っ
て
き
て
、
彼
ら
の
間
に
居
を
定
め
、
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
の

支
配
に
服
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ワ
ナ
ズ
マ
ー
ル
は
ワ
ズ
ィ
ー
ル
・
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
の
追
っ
手
か
ら
逃
れ
て
ア
フ
ラ
ー

フ
諸
族
の
と
こ
ろ
に
到
着
し
、
今
ま
で
通
り
に
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
を

支
持
す
る
よ
う
さ
ら
に
煽
り
た
て
た
。
し
ば
ら
く
し
て
ス
ル
タ
ー
ン
・［
ア
ブ
ー
・
ア
ッ

バ
ー
ス
・
］
ア
フ
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
サ
ー
リ
ム
と
そ
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
ム
ハ
ン

マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ウ
ス
マ
ー
ン
［
・
イ
ブ
ン
・
カ
ー
ス
］
に
つ
い
て
の
知
ら
せ
が
彼
ら
に

届
い
た
。
さ
ら
に
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
の
使
者
が
彼
ら
の
と
こ
ろ
に
到

着
し
て
召
集
を
か
け
た
。
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
は
タ
ー
ザ
ー
か
ら
出
て
、

彼
ら
と
合
流
し
、
彼
ら
の
部
族
の
間
に
宿
営
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
み
な
ス
ル
タ
ー
ン
・

ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
を
支
援
す
る
た
め
に
出
発
し
、
セ
フ
ル
ー（
30
）
に
到
達
し
た
。
そ
の

後//p.223//

各
々
の
方
角
か
ら
や
っ
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
［
の
勢
力
］
が
ナ
ジ
ャ
ー
川（
31
）
で

集
合
し
、
協
定
を
結
ん
で
翌
朝
に
は
戦
さ
の
支
度
を
整
え
た
。

　

ワ
ズ
ィ
ー
ル
・
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
は
彼
ら
と
戦
う
べ
く
出
撃
し
た
が
か
な
わ
ず
、
負
け
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て
逃
げ
戻
り
、
新
フ
ェ
ズ（
32
）

に
立
て
こ
も
っ
た
。
寄
せ
手
は
、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
を
包
囲
す

る
た
め
に
花
嫁
の
丘
に
陣
を
張
っ
た
。
こ
れ
は
、［
七
］
七
五
年
の
断
食
明
け
の
祭
の
期

間
（
一
三
七
四
年
三
月
）
で
あ
っ
た
。
三
个
月
間
の
包
囲
の
結
果
、
身
動
き
が
と
れ
な
く

な
っ
て
疲
弊
し
た
ワ
ズ
ィ
ー
ル
ら
は
、
つ
い
に
、
擁
立
さ
れ
た
幼
児
す
な
わ
ち
サ
イ
ー

ド
・
イ
ブ
ン
・
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
を
廃
位
す
る
こ
と
と
彼
の
父
方

の
従
兄
弟
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
所
に
出
て
忠バ

イ

ア

誠
の
誓
い
を
す
る
こ
と

を
条
件
と
す
る
和
平
を
受
け
入
れ
た
。
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
と
ア
ミ
ー

ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
は
、
す
で
に
ナ
ジ
ャ
ー
川
の
会
合
に
お
い
て
協
力
と
援
助

に
つ
い
て
の
協
定
を
結
ん
で
い
た
が
、
そ
の
条
件
は
、
全
マ
グ
リ
ブ
地
域
の
王
権
は
ス
ル

タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
に
属
し
、
ス
ィ
ジ
ル
マ
ー
サ（
33
）

と
ダ
ル
ア
川
流
域（
34
）

の
地
と
、
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ハ
サ
ン
の
兄
弟
で
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ

マ
ー
ン
の
祖
父
で
あ
る
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
リ
ー
の
も
の
で
あ
っ
た
土
地
は
ア

ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
に
属
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

//p.224//

ま
だ
包
囲
が
続
い
て
い
る
間
に
、
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
は
こ

の
協
定
に
関
し
て
考
え
を
変
え
、
さ
ら
に
マ
ラ
ケ
シ
ュ
と
そ
の
周
辺
を
も
要
求
し
た
。
ス

ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
側
の
人
々
は
勝
利
を
確
実
に
手
に
す
る
た
め
に
彼
の

要
求
を
大
目
に
見
て
、
こ
の
こ
と
に
合
意
し
た
。

　

ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
と
ワ
ズ
ィ
ー
ル
・
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
と
の
間
で

和
平
が
結
ば
れ
、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
は
新
フ
ェ
ズ
か
ら
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス

の
と
こ
ろ
へ
出
て
、
彼
が
擁
立
し
た
幼
児
の
ス
ル
タ
ー
ン
を
廃
し
た
。
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア

ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
は
［
七
］
七
六
年
年
初
／
一
三
七
四
年
六
月
一
二
日
に
王
都
に
入

り
、
一
方
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
は
マ
ラ
ケ
シ
ュ
へ
む
け
て
大
急
ぎ
で
出

発
し
た
。
こ
の
と
き
、
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
と
そ
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
ム

ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ウ
ス
マ
ー
ン
の
二
人
は
、
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン

［
と
の
協
定
］
に
関
し
て
考
え
を
翻
し
た
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
軍
隊
を
送
っ
て
彼
の
あ
と

を
追
わ
せ
た
。
軍
隊
は
バ
フ
ト
川（
35
）

で
彼
に
追
い
つ
き
、
日
中
の
ひ
と
と
き
彼
と
戦
っ

た
が
、
戦
意
を
無
く
し
、
彼
ら
の
軍
旗
を
掲
げ
つ
つ
引
き
返
し
た
。
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ

ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
は
そ
の
ま
ま
マ
ラ
ケ
シ
ュ
へ
向
け
て
進
ん
だ
。
彼
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の

マ
ス
ウ
ー
ド
・
イ
ブ
ン
・
マ
ー
サ
ー
イ
は
暇
を
願
い
出
て
ア
ン
ダ
ル
ス
へ
の
渡
航
許
可
を

求
め
、
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
ア
ミ
ー

ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
は
彼
を
送
り
出
す
と
、
自
ら
は
マ
ラ
ケ
シ
ュ
へ
向
か
い
、

そ
こ
を
支
配
し
た
。

【
マ
リ
ー
ン
朝
の
政
変
と
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
】

　

私
は
と
言
え
ば
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
［
七
］
七
四
年
／
一
三
七
二
年
に
ワ
ズ
ィ
ー
ル

の
も
と
に
到
着
し
て
以
来
、
王
朝
の
保
護
と
気
づ
か
い
を
受
け
て
フ
ェ
ズ
に
居
住
し
て
、

学
問
の
研
究
と
教
授
に
従
事
し
て
い
た
。
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
と
ア

ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
が
［
フ
ェ
ズ
に
］
や
っ
て
き
て
、
花
嫁
の
丘
に
軍
隊

を
駐
留
さ
せ
る
と
、
法
学
者
や
書
記
、
軍
人
な
ど
の
王
朝
の
人
々
は
彼
ら
の
方
へ
と
［
町

か
ら
］
出
た
。
人
々
は
み
な
、
二
人
の
ス
ル
タ
ー
ン
の
も
と
へ
馳
せ
参
じ
て
も
許
さ
れ
る

よ
う
な
状
況
で
、
何
の
非
難
も
受
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
私
も
み
な
と
一
緒
に

馳
せ
参
じ
た
の
で
あ
る
。
私
と
ワ
ズ
ィ
ー
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ウ
ス
マ
ー
ン

［
・
イ
ブ
ン
・
カ
ー
ス
］
と
の
関
係
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。//p.225//

ワ
ズ
ィ
ー
ル

は
、
私
に
昔
の
よ
し
み
を
大
事
に
す
る
と
い
う
姿
勢
を
示
し
、
ま
た
多
く
の
こ
と
を
約
束

し
て
く
れ
て
い
た
。
一
方
、
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
は
私
に
好
意
を
持

ち
、
自
分
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
し
よ
う
と
頻
繁
に
私
を
召
し
出
し
て
い
た
。
こ
の
た

め
、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
・
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ウ
ス
マ
ー
ン
は
息
が
詰
ま
る
思
い
が
し
た

の
で
、
自
分
の
ス
ル
タ
ー
ン
（
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
）
を
焚
き
付
け
て
私
を
捕
え
さ
せ

た
。
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
が
こ
の
こ
と
を
聞
き
つ
け
て
、
ほ
か
で
も
な

い
自
分
が
原
因
で
私
に
災
難
が
降
り
か
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
自
陣
を
引

き
払
う
と
誓
っ
て
、
自
分
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
の
マ
ス
ウ
ー
ド
・
イ
ブ
ン
・
マ
ー
サ
ー
イ
を
こ

の
た
め
に
派
遣
し
た
。
そ
の
結
果
、
私
は
翌
日
に
は
解
放
さ
れ
た
。

　

そ
の
三
日
後
、
両
者
（
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
と
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ

ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
）
は
別
れ
た
。
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
は
王
都
に
入

り
、
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
は
マ
ラ
ケ
シ
ュ
へ
む
け
て
出
発
し
た
。
そ
し

て
そ
の
頃
、
私
に
は
居
場
所
が
な
か
っ
た
の
で
、
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン

に
同
行
し
た
。

　

私
は
ア
ス
フ
ィ
ー
の
海
岸（
36
）

か
ら
ア
ン
ダ
ル
ス
へ
渡
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
私
は
ワ

ズ
ィ
ー
ル
・
マ
ス
ウ
ー
ド
・
イ
ブ
ン
・
マ
ー
サ
ー
イ
に
好
意
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
彼
に

同
行
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
あ
て
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
マ
ス
ウ
ー
ド
が
ア

ン
ダ
ル
ス
に
戻
っ
た
と
き
、
私
の
方
針
は
変
わ
っ
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
ア
ン
ダ
ル
ス
へ

渡
る
こ
と
に
つ
い
て
、
フ
ェ
ズ
の
支
配
者
で
あ
る
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス

へ
取
り
次
い
で
も
ら
う
た
め
に
、
ワ
ナ
ズ
マ
ー
ル
・
イ
ブ
ン
・
ア
リ
ー
フ
と
ゲ
ル
ス
ィ
ー

フ
地
方（
37
）

に
あ
る
彼
の
居
所
で
会
っ
た
。
私
た
ち
は
そ
こ
で
ス
ル
タ
ー
ン
の
召
し
出
し

人
と
出
会
い
、
彼
と
と
も
に
フ
ェ
ズ
へ
向
か
っ
た
。
ワ
ナ
ズ
マ
ー
ル
は
ス
ル
タ
ー
ン
に
私

の
渡
航
許
可
を
求
め
、
ス
ル
タ
ー
ン
は
許
可
を
下
し
た
が
、
そ
れ
は
、
ワ
ズ
ィ
ー
ル
・
ム
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ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ウ
ス
マ
ー
ン
［
・
イ
ブ
ン
・
カ
ー
ス
］
や
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
イ
ブ

ン
・
ダ
ー
ウ
ー
ド
・
イ
ブ
ン
・
ア
ア
ラ
ー
ブ（
38
）

や
王
朝
の
名
士
た
ち
な
ど
の
反
対
に

あ
っ
て
先
延
ば
し
さ
れ
た
あ
げ
く
、
や
っ
と
下
り
た
許
可
で
あ
っ
た
。

　
［
私
の
］
弟
ヤ
フ
ヤ
ー（
39
）

は
、［
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
］
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ハ
ン

ム
ー
が
ト
レ
ム
セ
ン
か
ら
去
っ
た
と
き
、
ア
ブ
ー
・
ハ
ン
ム
ー
の
も
と
を
離
れ
、//

p.226//
ズ
グ
バ
族
の
地
か
ら
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
の
と
こ
ろ
へ
と

戻
っ
た
。
そ
こ
で
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
と
次
い
で
擁
立
さ
れ
た
息
子
の
ム
ハ
ン
マ

ド
・
サ
イ
ー
ド
へ
仕
え
る
こ
と
で
身
を
落
ち
着
か
せ
た
。
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ

バ
ー
ス
が
新
フ
ェ
ズ
を
占
領
し
た
と
き
、
弟
は
ト
レ
ム
セ
ン
へ
赴
く
許
可
を
求
め
、
認
め

ら
れ
た
。
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ハ
ン
ム
ー
の
と
こ
ろ
に
到
着
す
る
と
ス
ル
タ
ー
ン
は

以
前
通
り
弟
を
枢
密
文
書
取
扱
役
に
戻
し
て
く
れ
た
。
私
に
［
ア
ン
ダ
ル
ス
渡
航
の
］
許

可
が
下
り
た
の
は
そ
の
あ
と
で
あ
る
。
私
は
ア
ン
ダ
ル
ス
へ
出
発
し
た
。
落
ち
着
き
と
静

け
さ
を
求
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
こ
れ
か
ら
述
べ
る
こ
と
が
起
こ
る
の
で
あ

る
。

再
び
ア
ン
ダ
ル
ス
に
渡
る
。
そ
の
後
ト
レ
ム
セ
ン
へ
と
向
か
い
、
ア
ラ

ブ
諸
族
と
合
流
し
て
、
ア
リ
ー
フ
家
の
も
と
に
逗
留
し
た
こ
と

　

前
述
の
通
り
、
フ
ェ
ズ
の
支
配
者
で
あ
る
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
が
私

に
対
し
て
冷
た
い
態
度
を
示
し
、
そ
し
て
私
は
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
に

同
行
し
て
［
フ
ェ
ズ
か
ら
］
立
ち
去
り
、
そ
れ
か
ら
、
落
ち
着
い
て
世
か
ら
身
を
引
い
て

外
部
と
の
接
触
を
断
ち
学
問
研
究
三
昧
の
生
活
を
す
る
た
め
に
、
ア
ン
ダ
ル
ス
に
出
発
す

る
に
際
し
て
、
渡
航
の
取
り
次
ぎ
を
求
め
て
彼
の
も
と
か
ら
ワ
ナ
ズ
マ
ー
ル
・
イ
ブ
ン
・

ア
リ
ー
フ
の
も
と
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
こ
と
（
ア
ン
ダ
ル
ス
へ
渡
る
こ
と
）

が
実
現
し
た
。
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
あ
と
で
、
願
い
が
叶
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は

［
七
］
七
六
年
ラ
ビ
ー
ウ
月
／
一
三
七
四
年
八
月
―
一
〇
月
に
ア
ン
ダ
ル
ス
に
渡
っ
た
。

ス
ル
タ
ー
ン
［
・
イ
ブ
ン
・
ア
フ
マ
ル
］
は
私
を
接
見
し
た
が
、
以
前
と
変
わ
ら
ず
、
親

切
で
気
前
よ
く
厚
く
遇
し
て
く
れ
た
。

　

私
は
、［
ア
ン
ダ
ル
ス
へ
到
着
し
た
際
に
］
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
で
ス
ル
タ
ー
ン
・
イ
ブ

ン
・
ア
フ
マ
ル
の
書
記
に
出
会
っ
て
い
た
。
彼
は
イ
ブ
ン
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
の
後
任
者
で
、

法
学
者
の
ア
ブ
ー
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
・
イ
ブ
ン
・
ザ
ム
ラ
ク（
40
）

と
い
い
、//p.227//

［
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
即
位
の
］
祝
辞
を
述
べ
る
た
め
に
フ
ェ
ズ
へ
赴

く
途
上
、
セ
ウ
タ
へ
向
け
て
船
団
で
渡
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
妻
子
の
グ
ラ

ナ
ダ
へ
の
渡
航
を
彼
に
委
ね
た
。
イ
ブ
ン
・
ザ
ム
ラ
ク
が
フ
ェ
ズ
に
着
き
、
王
朝
の
人
々

に
私
の
家
族
の
渡
航
に
つ
い
て
話
し
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
態
度
を
冷
た
く
し
た
。
と
い
う

の
も
、
私
が
ア
ン
ダ
ル
ス
で
落
ち
着
い
た
た
め
に
彼
ら
は
気
分
を
悪
く
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
彼
ら
は
、
私
が
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
と
親
交
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
彼
の
味
方
と
な
る
よ
う
に
、
私
が
ス
ル
タ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
フ
マ

ル
に
し
む
け
て
い
る
と
疑
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
、
私
の
家
族
に
対
し
て
私

に
合
流
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
ス
ル
タ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
フ
マ
ル
に
は
私
を
自
分
た
ち
の

と
こ
ろ
に
送
り
返
す
よ
う
要
求
す
る
手
紙
を
送
っ
た
。
し
か
し
彼
は
こ
の
こ
と
を
拒
否
し

た
の
で
、
人
々
は
、
私
を
ト
レ
ム
セ
ン
の
岸
に
渡
ら
せ
る
よ
う
に
求
め
た
。

　

マ
ス
ウ
ー
ド
・
イ
ブ
ン
・
マ
ー
サ
ー
イ
は
、
か
つ
て
彼
ら
（
マ
リ
ー
ン
朝
の
人
々
）
か

ら
許
可
を
得
て
ア
ン
ダ
ル
ス
へ
渡
っ
た
。
彼
ら
は
、
そ
こ
で
ス
ル
タ
ー
ン
［
・
イ
ブ
ン
・

ア
フ
マ
ル
］
に
次
の
こ
と
を
直
接
話
す
よ
う
彼
に
し
む
け
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
彼

ら
は
ス
ル
タ
ー
ン
に
、
私
が
イ
ブ
ン
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
の
救
出
に
動
い
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
新
フ
ェ
ズ
を
征
服
し
て
手
に
入
れ
る
と
す
ぐ
に

イ
ブ
ン
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
を
捕
え
て
い
た
。
イ
ブ
ン
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
は
牢
獄
か
ら
私
に
助
け

と
と
り
な
し
を
求
め
る
手
紙
を
よ
こ
し
た
の
で
、
私
は
彼
の
事
に
つ
い
て
王
朝
の
人
々
に

書
簡
を
出
し
た
。
私
は
な
か
で
も
ワ
ナ
ズ
マ
ー
ル
と
イ
ブ
ン
・
マ
ー
サ
ー
イ
に
頼
っ
た

が
、
こ
の
努
力
は
う
ま
く
い
か
ず
、
イ
ブ
ン
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
は
牢
獄
で
殺
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た（
41
）
。
さ
て
、
イ
ブ
ン
・
マ
ー
サ
ー
イ
が
ス
ル
タ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
フ
マ
ル
の

と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
て
―
―
人
々
が
彼
を
せ
き
た
て
て
い
た
の
だ
が
―
―
イ
ブ
ン
・
ハ

テ
ィ
ー
ブ
の
救
出
の
件
で
私
が
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
ス
ル
タ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
フ

マ
ル
は
こ
の
た
め
に
裏
切
ら
れ
た
気
持
ち
に
な
り
、［
ト
レ
ム
セ
ン
の
］
岸
へ
私
を
渡
航

さ
せ
る
と
い
う
人
々
の
要
望
に
応
じ
た
。

　

私
は
フ
ナ
イ
ン
で
船
か
ら
降
り
た
。
私
と
［
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
］
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア

ブ
ー
・
ハ
ン
ム
ー
と
の
間
の
空
気
は
暗
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
前
述
の
よ
う
に
、

か
つ
て
ザ
ー
ブ
で
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
が
彼
を
攻
撃
し
た
と
き
に
私
が
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た（
42
）
。
ス
ル
タ
ー
ン
は
私
に
フ
ナ
イ
ン
に
留
ま
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
の
後
、
ム

ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ア
リ
ー
フ（
43
）

が
ス
ル
タ
ー
ン
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
き
て
、
私
の

処
遇
に
関
し
て
彼
を
咎
め
た
。
そ
こ
で
ス
ル
タ
ー
ン
は
使
者
を
送
っ
て
私
を
ト
レ
ム
セ
ン

に
呼
び
寄
せ
た
。
私
が
ト
レ
ム
セ
ン
の
ウ
ッ
バ
ー
ド
に
落
ち
着
く
と
、
私
の
妻
子
が
フ
ェ

ズ
か
ら
合
流
し
、
と
も
に
住
ん
だ
。
そ
れ
は
、［
七
］
七
六
年
断
食
明
け
の
祭
／

一
三
七
五
年
三
月
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
私
は
学
問
を
教
え
始
め
た
。

　

こ
の
間
、
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ハ
ン
ム
ー
に
は
ダ
ー
ウ
ー
ド
族
に
つ
い
て
の
あ
る
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考
え
が
浮
か
び
、
彼
ら
と
親
交
を
結
ぶ
必
要
性
を
感
じ
た
。
そ
こ
で
ス
ル
タ
ー
ン
は
、
私

を
呼
び
、
こ
の
た
め
の
彼
ら
へ
の
使
節
を
私
に
任
じ
た
。//p.228//

私
は
ス
ル
タ
ー
ン
に

不
信
感
を
持
ち
、
引
退
と
隠
遁
の
道
を
選
ぼ
う
と
思
っ
た
の
で
、
心
の
中
で
は
断
り
た

か
っ
た
が
、
表
向
き
は
承
諾
し
た
。
私
は
ト
レ
ム
セ
ン
か
ら
出
発
し
て
、
バ
ト
ハ
ー
ま
で

や
っ
て
来
た
。
そ
こ
で
右
方
向
に
道
を
は
ず
れ
て
マ
ン
ダ
ー
ス（
44
）

へ
着
い
た
。
私
は
グ

ズ
ー
ル
山
の
南
側
の
方
向
に
い
る
ア
リ
ー
フ
家
の
諸
族
に
身
を
寄
せ
た
。
彼
ら
は
私
を
親

切
と
気
前
よ
さ
で
受
け
入
れ
た
。
私
は
彼
ら
の
と
こ
ろ
に
数
日
間
留
ま
っ
た
。
彼
ら
は
ト

レ
ム
セ
ン
か
ら
私
の
妻
子
を
呼
び
寄
せ
て
く
れ
、
ス
ル
タ
ー
ン
へ
の
奉
仕
が
実
行
で
き
な

い
こ
と
に
つ
い
て
私
に
か
わ
っ
て
ス
ル
タ
ー
ン
に
う
ま
く
言
い
訳
を
し
て
く
れ
た
。
そ
し

て
ト
ゥ
ー
ジ
ー
ン
族
の
土
地
に
あ
る
カ
ル
ア
・
イ
ブ
ン
・
サ
ラ
ー
マ（
45
）

に
家
族
と
と
も

に
私
を
住
ま
わ
せ
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
は
ス
ル
タ
ー
ン
が
イ
ク
タ
ー
と
し
て
彼

ら
に
与
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。//p.229//

　

私
は
雑
事
す
べ
て
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
そ
こ
で
四
年
間
過
ご
し
た
。
私
が
本
書
の
執
筆

に
入
っ
た
の
は
、
こ
こ
に
い
た
と
き
で
あ
る
。
私
は
、
隠
遁
生
活
の
中
で
私
が
導
か
れ
て

い
っ
た
あ
の
特
異
な
様
式
に
の
っ
と
っ
た
本
書
の
『
序
説
』
を
書
き
終
え
た（
46
）
。
そ
の

隠
遁
生
活
で
は
言
葉
と
観
念
の
奔
流
が
思
考
の
上
に
流
れ
込
み
、
つ
い
に
は
奔
流
の
中
の

精
髄
が
撹
拌
さ
れ
凝
固
し
て
、
そ
の
結
果
が
著
作
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う

に
、
チ
ュ
ニ
ス
に
戻
る
の
は
こ
の
あ
と
で
あ
っ
た
。

//p.230//

チ
ュ
ニ
ス
の
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
も
と
へ
の
帰
順

と
滞
在

【
チ
ュ
ニ
ス
へ
の
帰
還
】

　

さ
て
私
は
ア
リ
ー
フ
家
の
諸
族
の
も
と
カ
ル
ア
・
イ
ブ
ン
・
サ
ラ
ー
マ
に
到
着
し
、
そ

こ
で
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
・
イ
ブ
ン
・
ア
リ
ー
フ（
47
）
が
築
い
た
館
に
住
ん
だ
。
そ
れ
は
最
も

住
民
が
多
く
堅
固
な
館
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
私
は
か
の
地
で
長
く
暮
ら
し
た
。

私
は
マ
グ
リ
ブ
の
王
朝
（
マ
リ
ー
ン
朝
）
か
ら
も
ト
レ
ム
セ
ン
の
王
朝
（
ザ
イ
ヤ
ー
ン

朝
）
か
ら
も
心
が
離
れ
て
し
ま
い
本
書
の
執
筆
に
没
頭
し
て
い
た
。『
序
説
』
を
書
き
終

え
、
ア
ラ
ブ
と
ベ
ル
ベ
ル
と
ザ
ナ
ー
タ
の
諸
情
報
に
［
着
手
し
て
い
た
］
が（
48
）
、
自
分
の

記
憶
か
ら
大
方
を
口
述
し
、
推
敲
や
手
直
し
を
し
よ
う
と
望
ん
だ
と
き
に
、
私
は
大
き
な

町
に
し
か
な
い
書
物
や
資
料
類（
49
）
を
ぜ
ひ
読
み
た
く
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
私
は
病
を
患
っ

た
。
神
の
ご
厚
意
が
な
け
れ
ば
ま
さ
に
死
の
淵
に
立
っ
た
か
と
い
う
病
で
あ
る（
50
）
。
そ
う

し
た
こ
と
ご
と
が
あ
り
、
戻
っ
て
［
ハ
フ
ス
朝
］
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー

ス（
51
）

の
も
と
に
行
き
た
い
、
チ
ュ
ニ
ス
に
旅
立
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
私
に
わ
き
起

こ
っ
た
。
私
の
父
祖
た
ち
の
落
ち
着
き
先
、
住
ま
い
が
あ
り
、
彼
ら
の
遺
し
た
も
の
や
墓

の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
は
急
い
で
ス
ル
タ
ー
ン
に
、
彼
に
服
従
し
、
帰
還
し
た
い
と

の
書
簡
を
し
た
た
め
、
待
っ
た
。
す
る
と
ま
も
な
く
ス
ル
タ
ー
ン
の
書
簡
と
い
く
つ
も
の

約
束
が
来
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
私
に
安
全
を
保
障
し
、
来
訪
を
急
か
し
て
く
れ
た
。
そ

こ
で
私
は
急
い
で
旅
立
ち
、
リ
ヤ
ー
フ
族
の
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
ア
フ
ダ
ル
族（
52
）
と
と
も
に
ア

リ
ー
フ
家
の
も
と
を
発
っ
た
。
彼
ら
は
マ
ン
ダ
ー
ス
に
糧
食
を
求
め
る
途
上
、
そ
こ
（
カ

ル
ア
・
イ
ブ
ン
・
サ
ラ
ー
マ
）
に
い
た
の
で
あ
る
。
我
々
は
［
七
］
八
〇
年
ラ
ジ
ャ
ブ
月

／
一
三
七
八
年
一
〇
―
一
一
月
に
出
発
し
て
、
ザ
ー
ブ
の
周
縁
地
で
あ
る
ダ
ウ
サ
ン
に
む

け
て
砂
漠
の
道
を
と
っ
た
。
そ
れ
か
ら
私
は
、
ヤ
ア
ク
ー
ブ
・
イ
ブ
ン
・
ア
リ
ー（
53
）
に
従

う
者
た
ち
を
、
彼
が
ザ
ー
ブ
に
興
し
た
私
領
地
フ
ァ
ル
フ
ァ
ー
ル（
54
）

で
見
つ
け
、
と
も

に
丘
陵
地
帯
へ
登
っ
た
。
私
は
彼
ら
に
一
緒
に
進
ん
で
も
ら
い
、
つ
い
に//p.231//

コ
ン

ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
の
郊
外
に
て
彼
（
ヤ
ア
ク
ー
ブ
・
イ
ブ
ン
・
ア
リ
ー
）
の
も
と
に
到
着

し
た
。

　

ヤ
ア
ク
ー
ブ
・
イ
ブ
ン
・
ア
リ
ー
と
一
緒
に
、［
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
］
支
配
者
で

ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
息
子
で
あ
る
ア
ミ
ー
ル
・
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム（
55
）

が
自
軍
を
率
い
て
宿
営
地
に
い
た
。
私
が
彼
（
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
）
の
も
と
に
参
上
し
た

と
こ
ろ
、
彼
は
親
切
に
気
前
よ
く
望
外
の
も
の
を
分
け
与
え
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
彼
は
私

が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
に
入
る
こ
と
と
、
私
が
彼
の
父
の
御
前
（
チ
ュ
ニ
ス
）
に
赴
く

間
、
私
の
家
族
が
厚
遇
を
保
障
さ
れ
た
う
え
で
［
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
に
］
滞
在
す
る

こ
と
を
許
し
て
く
れ
た
。
ま
た
ヤ
ア
ク
ー
ブ
・
イ
ブ
ン
・
ア
リ
ー
は
、
私
と
と
も
に
自
分

の
兄
弟
ア
ブ
ー
・
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の
息
子（
56
）

を
一
族
の
者
た
ち
も
つ
け
て
遣
わ
し
た
。

そ
し
て
我
々
は
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
も
と
に
向
か
っ
た
。
当
時
、
彼

は
チ
ュ
ニ
ス
を
出
て
軍
を
率
い
ジ
ャ
リ
ー
ド
地
方（
57
）

を
め
ざ
し
て
い
た
。
そ
の
地
方
の

シ
ャ
イ
フ
た
ち
を
、
彼
ら
が
す
わ
る
内
乱
の
座
か
ら
引
き
ず
り
下
ろ
す
た
め
で
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
わ
け
で
私
は
ス
ー
サ
郊
外
に
て
彼
の
も
と
に
到
着
し
た
。
す
る
と
彼
は
私

の
来
訪
に
対
し
て
挨
拶
を
お
く
り
、
私
の
到
着
を
ね
ぎ
ら
い
、
最
大
限
の
親
し
み
を
見

せ
、
要
事
に
つ
い
て
私
の
助
言
を
求
め
た
。
そ
れ
か
ら
私
を
チ
ュ
ニ
ス
に
帰
し
、
チ
ュ
ニ

ス
で
の
自
ら
の
代
理
で
あ
る
子
飼
い
の
家
来
の
フ
ァ
ー
リ
フ（
58
）

に
、
家
を
用
意
し
、
十

分
に
俸
給
と
［
馬
の
た
め
の
］
飼
葉
を
与
え
、
大
い
に
厚
遇
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
そ
こ

で
私
は
そ
の
年
の
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
／
一
三
七
八
年
一
一
―
一
二
月
に
チ
ュ
ニ
ス
に
戻
っ

て
ス
ル
タ
ー
ン
の
心
遣
い
と
保
護
の
お
か
げ
を
こ
う
む
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
人
を
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遣
っ
て
妻
子
を
呼
び
寄
せ
、
か
の
恩
恵
の
牧
場
に
お
い
て
再
び
家
族
は
一
つ
に
な
っ
た
。

そ
し
て
私
は
旅
の
杖
を
投
げ
た
の
で
あ
る
。

　

ス
ル
タ
ー
ン
は
長
ら
く
チ
ュ
ニ
ス
を
不
在
に
し
た
後
、
つ
い
に
ジ
ャ
リ
ー
ド
の
諸
都
市

を
征
服
し
た
。
ジ
ャ
リ
ー
ド
の
敗
残
者
は
散
り
散
り
に
な
り
、
指
導
者
の
ヤ
フ
ヤ
ー
・
イ

ブ
ン
・
ヤ
ム
ル
ー
ル（
59
）

は
ビ
ス
ク
ラ
に
た
ど
り
着
い
て
姻
戚
の
イ
ブ
ン
・
ム
ズ
ニ
ー
の

も
と
に
留
ま
っ
た
。
一
方
、
ス
ル
タ
ー
ン
は//p.232//

ジ
ャ
リ
ー
ド
地
方
を
自
分
の
息
子

に
分
け
与
え
た
。
彼
は
息
子
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ム
ン
タ
ス
ィ
ル（
60
）

を
ト
ゥ
ー
ザ
ル（
61
）

に

据
え
、
ナ
フ
タ（
62
）

と
ナ
フ
ザ
ー
ワ（
63
）

を
彼
の
所
領
と
し
た
。
ま
た
息
子
ア
ブ
ー
・
バ
ク

ル（
64
）
は
ガ
フ
サ（
65
）
に
据
え
た
。
ス
ル
タ
ー
ン
は
諸
事
平
定
し
て
チ
ュ
ニ
ス
に
凱
旋
し
た
。

　

彼
は
私
に
関
心
を
示
し
、
私
を
近
づ
け
て
と
も
に
座
し
、
誰
も
い
な
い
と
こ
ろ
で
打
ち

明
け
話
も
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
で
近
臣
た
ち
は
不
快
を
お
ぼ
え
息
が
詰

ま
る
思
い
を
味
わ
っ
た
。
彼
ら
は
ス
ル
タ
ー
ン
の
も
と
で
と
め
ど
な
く
［
私
へ
の
］
中
傷

話
を
吹
き
込
ん
だ
が
、
成
果
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
金
曜
モ
ス
ク
の
導
師
で
フ
ァ
ト
ワ
ー

の
シ
ャ
イ
フ（
66
）

で
あ
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
フ
ァ（
67
）

の
と
こ
ろ
に
足
繁
く

通
っ
て
い
た
。
私
と
彼
と
は
、
と
も
に
師
た
ち
の
講
義
を
受
け
て
育
っ
た
の
だ
が
、
そ
の

と
き
以
来
、
彼
の
心
に
は
［
私
に
対
す
る
］
嫉
妬
の
黒
い
点
が
あ
っ
た
。
彼
は
私
よ
り
年

長
で
あ
っ
た
が
、
た
い
て
い
は
私
の
ほ
う
が
明
ら
か
に
優
れ
て
い
た
の
で
、
彼
の
心
の
そ

う
し
た
黒
い
点
は
ど
す
黒
く
な
る
ば
か
り
で
、
つ
い
に
消
え
な
か
っ
た
。//p.233//

私
が

チ
ュ
ニ
ス
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
き
、
彼
の
弟
子
を
含
め
知
識
を
求
め
る
者
た
ち
が
私
の

と
こ
ろ
に
群
れ
集
ま
り
、
自
分
た
ち
に
教
え
る
労
を
取
っ
て
ほ
し
い
と
求
め
た
の
で
私
は

そ
れ
に
応
じ
た
。
そ
れ
も
彼
に
は
一
大
事
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
う
い
う
多
く
の
人
た
ち
に

私
を
避
け
る
よ
う
囁
い
た
け
れ
ど
、
受
け
い
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
激
し
く
嫉
妬
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
れ
と
同
じ
頃
に
近
臣
た
ち
が
彼
の
も
と
に
集
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
彼
ら
は
私
に
敵
対
す
る
よ
う
［
ス
ル
タ
ー
ン
を
］
け
し
か
け
、
私
を
中
傷
し
よ
う

と
い
う
こ
と
で
意
見
の
一
致
を
見
た
。
し
か
し
ス
ル
タ
ー
ン
は
そ
う
し
た
こ
と
（
私
へ
の

中
傷
）
が
な
さ
れ
て
も
ず
っ
と
彼
ら
に
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
。

【『
省
察
す
べ
き
実
例
の
書
』
の
完
成
と
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
へ
の
献
呈
】

　

ス
ル
タ
ー
ン
は
私
に
本
書
の
執
筆
に
専
念
す
る
よ
う
命
じ
て
い
た
。
諸
知
識
や
諸
情

報
、
そ
し
て
そ
の
効
用
を
得
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
私
は

本
書
の
う
ち
の
ベ
ル
ベ
ル
と
ザ
ナ
ー
タ
の
諸
情
報
を
完
成
さ
せ
た
。
さ
ら
に
私
は
か
の
二

つ
の
王
朝（
68
）
と
イ
ス
ラ
ー
ム
以
前
の
こ
と
、
そ
の
う
ち
で
私
の
も
と
に
届
い
て
い
る
諸
情

報
を
書
い
た
。
ま
た
私
は
ス
ル
タ
ー
ン
の
書
庫
に
献
上
す
る
本
書
の
写
し
も
仕
上
げ
た
。

　

さ
て
、
彼
ら
（
近
臣
た
ち
）
が
ス
ル
タ
ー
ン
に
言
い
立
て
て
い
た
こ
と
に
、
私
が
ス
ル

タ
ー
ン
へ
の
頌
詩
を
詠
む
の
を
控
え
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
単
に
私
は
詩
作
に
見
向
き

せ
ず
、
学
問
一
筋
に
打
ち
込
ん
で
い
た
だ
け
な
の
だ
が
、
彼
ら
は
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い

た
。﹁
彼
は
陛
下
の
権
威
を
軽
く
見
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
（
頌
詩
を
詠
む
こ
と
）
を
し

な
い
の
で
す
。
陛
下
の
前
に
仕
え
た
王
た
ち
に
は
頌
詩
を
多
く
詠
ん
で
い
る
の
で
す
か
ら
﹂

　

私
は
そ
う
し
た
こ
と
を
彼
ら
の
内
輪
に
い
た
信
頼
の
お
け
る
筋
か
ら
か
ぎ
つ
け
た
。
そ

こ
で
私
は
ス
ル
タ
ー
ン
に
、
そ
の
名
を
冠
し
て
本
書
を
献
上
し
た
と
き
、
そ
の
当
日
に
、

こ
の
カ
ス
ィ
ー
ダ
詩
を
詠
み
あ
げ
た
。
彼
を
称
え
そ
の
言
行
や
戦
勝
に
言
及
す
る
と
と
も

に
、
私
が
詩
作
を
し
な
か
っ
た
こ
と
を
弁
明
し
、
本
書
の
献
呈
を
も
っ
て
ご
厚
情
を
求
め

た
の
で
あ
る
。
以
下
が
そ
の
詩
で
あ
る
。

あ
な
た
の
御
門
の
ほ
か
に
異
邦
の
者
が
望
み
と
す
る
も
の
が
あ
る
か

　

あ
な
た
の
脇
を
は
な
れ
て
世
の
人
の
願
い
に
行
き
先
な
ど
あ
る
か

そ
の
願
い
こ
そ
は
隔
て
を
超
え
あ
な
た
の
も
と
へ
と
私
の
決
意
を
遣
わ
せ
た
熱
意

　

研
ぎ
師
が
剣
を
研
ぐ
よ
う
な
［
私
の
］
鋭
き
決
意
を

あ
な
た
は
こ
の
世
で
の
落
ち
着
き
先
、
望
み
の
た
ど
り
着
く
場

　

か
が
や
く
雲
か
ら
降
り
注
ぐ
慈
雨//p.234//

光
輝
あ
る
城
砦
が
そ
び
え
る
と
こ
ろ

　

き
ら
め
く
星
々
は
そ
こ
に
心
惹
か
れ
集
ま
る

白
き
天
幕
の
あ
る
と
こ
ろ

　

高
み
と
寛
容
さ
を
目
に
し
よ
う
と
そ
の
ゆ
る
や
か
な
帳
は
巻
き
上
げ
ら
れ
る

力
強
き
保
護
の
あ
る
と
こ
ろ

　

そ
の
中
庭
に
丈
夫
な
槍
は
陰
を
さ
し
か
け
て
く
れ
る

貴
人
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ

　

そ
の
住
ま
い
で
は
乳
香
と
沈
香
の
香
り
で
も
て
な
し
の
火（
69
）
を
焚
く

槍
の
枝
が
ま
さ
に
芽
吹
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ

　
［
そ
の
枝
は
］
ご
く
ご
く
と
血
を
飲
み
干
し
た

戦
の
男
た
ち
が
長
く
激
し
く
戦
っ
た
と
こ
ろ

　

駿
馬
た
ち
す
ら
疲
労
困
憊
す
る
ほ
ど
に

美
し
い
顔
が
恥
じ
ら
い
に
赤
く
染
ま
っ
た
と
こ
ろ

　

両
頬
が
喜
び
に
輝
い
て

狩
人
た
る
王
た
ち
と
軍
隊
の
い
る
と
こ
ろ

　

彼
ら
あ
っ
て
こ
そ
隣
人
も
客
人
も
心
強
い
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［
ハ
フ
ス
朝
は
］（
70
）
マ
フ
デ
ィ
ー
の
一
党
に
、
い
や
神
の
唯
一
性
の
一
党
に
属
す（
71
）

　

ク
ル
ア
ー
ン
は
［
人
類
に
］
そ
れ
（
神
の
唯
一
性
）
を
教
え
説
き
明
か
し
た

い
や
、
属
す
る
の
は
慈
愛
あ
ま
ね
き
お
方
の
一
党（
72
）
、

　
　
　

神
は
彼
ら
が
人
々
を
愛
す
る
よ
う
お
定
め
に
な
っ
た

　

そ
う
し
て
彼
ら
は
高
み
に
昇
り
よ
り
好
ま
し
き
も
の
と
な
っ
た

彼
ら
は
神
を
畏
れ
る
心
を
礎
に
自
ら
の
栄
光
の
家
を
建
て
た

　

そ
う
し
て
彼
ら
が
堅
固
に
建
て
た
も
の
は
な
ん
と
も
す
ば
ら
し
い//p.235//

彼
ら
は
ア
ブ
ー
・
ハ
フ
ス（
73
）
を
父
祖
に
も
つ
一
族　

　

知
ら
ざ
る
や
、
か
の
真フ

ァ偽
をー

分ル

かーつ
者ク

が
最
初
の
祖
先

真
っ
す
ぐ
な
槍
の
柄
の
節
目（
74
）
の
ご
と
き
連
綿
た
る
系
譜　

　

そ
の
槍
を
し
つ
ら
え
た
の
は
熟
練
の
職
人

時
代
の
頂
よ
り
も
高
き
お
方　

　

栄
光
ま
ば
ゆ
く
、
あ
ま
た
の
満
月
を
ち
り
ば
め
た
冠
で
あ
る
よ
う
な

彼
ら
は
今
も
昔
も
人
類
の
中
で
抜
き
ん
で
て
い
た　

　

な
か
で
も
あ
な
た
は
最
も
力
強
く
抜
き
ん
で
た
お
方

彼
ら
は
星
々
よ
り
高
く
堅
固
な
建
物
を
築
い
た
が

　

あ
な
た
の
高
き
建
物
は
さ
ら
に
堅
固
で
永
久
に
そ
び
え
る

逆
巻
く
波
濤
の
ご
と
く
闇
深
き
夜
に

　

砂
漠
の
海
へ
飛
び
込
む
者
に
向
か
っ
て　

槍
先
に
明
か
り
を
灯
し
て

　

夜
闇
の
砂
漠
を
怯
ま
ず
進
む
者
に
向
か
っ
て　

ま
る
で
寝
台
の
縁
に
現
れ
る
幻
影
の
よ
う
に

　

ラ
ク
ダ
の
鞍
に
あ
お
む
け
に
寝
る
者
に
向
か
っ
て

彼
ら
、
富
に
至
る
道
か
ら
成
功
を
求
め
る
者
、　

　

常
に
豊
か
な
実
り
に
至
る
道
を
探
す
者
に
向
か
っ
て
、
私
は
言
っ
て
き
た

ラ
ク
ダ
を
休
ま
せ
よ
、
す
で
に
お
前
は
与
え
て
下
さ
る
お
方
を
得
た

　

恵
み
深
き
贈
物
を
惜
し
み
な
く
与
え
る
お
方
だ
、
と

な
ん
と
気
前
よ
く
与
え
る
お
方
で
あ
ろ
う
か　

　

雨
露
の
恵
み
が
庭
園
に
命
を
与
え
る
か
の
よ
う
に//p.236//

こ
の
お
方
こ
そ
信
徒
た
ち
の
長（
75
）
、
我
ら
が
イ
マ
ー
ム　

　

信
仰
に
お
い
て
も
現
世
に
お
い
て
も
こ
の
お
方
こ
そ
頼
み
の
綱

こ
の
お
方
こ
そ
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
、
最
良
の
カ
リ
フ

　

誰
も
が
知
る
美
質
が
そ
の
証
し

敵
に
勝
つ
た
め
に
神
の
援
助
を
求
め
る
者

　

主
の
支
援
に
我
が
身
を
委
ね
る
者

あ
な
た
は
悠
然
と
し
て
諸
王
に
先
駆
け
、
高
み
に
至
っ
た　

　

あ
な
た
の
悠
然
た
る
先
駆
け
ぶ
り
は
な
ん
と
見
事
な
も
の
で
あ
ろ
う
か

実
に
あ
な
た
は
全
て
の
支
配
者
の
中
で
最
も
高
く
完
全
な
る
者

　

彼
ら
が
高
み
を
目
指
し
て
朝
駆
け
し
て
も
［
追
い
つ
か
ぬ
］

あ
な
た
が
た
の
祖
先
を
彼
ら
の
祖
先
と
比
べ
て
み
よ　

　

誰
も
が
知
る
よ
う
に
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

彼
ら
は
あ
な
た
が
た
の
一
族
に
ひ
た
む
き
に
服
従
し
た

　

そ
れ
こ
そ
［
断
ち
切
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
］
信
仰
の
絆
で
あ
る

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
ト
レ
ム
セ
ン
や
ザ
ナ
ー
タ
族
や
マ
リ
ー
ン
族
に
尋
ね
よ

　

昔
の
彼
ら
は
伝
え
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る

ア
ン
ダ
ル
ス
に
つ
い
て
は
そ
こ
の
町
々
に
問
え　

　

町
々
は
絶
望
し
脅
か
さ
れ
て
い
た
と
き
の
こ
と
を
あ
な
た
に
教
え
る
だ
ろ
う

同
じ
よ
う
に
マ
ラ
ケ
シ
ュ
や
そ
の
城
々
に
問
え　

　

そ
の
跡
は
問
う
者
に
答
え
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い（
76
）

お
お
、
王
よ
、
あ
な
た
を
描
写
し
よ
う
と
人
々
が
い
く
ら
心
を
働
か
せ
よ
う
と

　

筆
舌
に
尽
く
し
が
た
き
お
方
よ

あ
な
た
は
な
ん
と
神
に
援
け
ら
れ
て
い
る
お
方
か　

　

あ
な
た
の
命
は
使
徒
を
通
し
て
下
さ
れ
た
神
の
命
の
ご
と
く
必
ず
実
行
さ
れ
る

あ
な
た
が
到
来
し
た
の
は
と
て
も
困
難
な
時
代
で
あ
っ
た

　

時
代
は
と
て
も
厳
め
し
く
ひ
き
つ
っ
た
顔
を
見
せ
て
い
た

当
時
の
人
々
の
結
束
は
破
れ
果
て

　

カ
リ
フ
位
の
威
信
が
失
わ
れ
蔑
ろ
に
さ
れ
て
い
た

人
々
は
あ
な
た
に
心
を
向
け

　

あ
な
た
に
状
況
を
正
し
て
ほ
し
い
と
願
い
望
ん
だ

ゆ
え
に
権
力
を
得
る
や
否
や
あ
な
た
は
急
い
で
事
に
臨
ん
だ　

　

躊
躇
な
き
力
と
決
意
を
も
っ
て

あ
な
た
は
手
に
負
え
ぬ
強
情
も
の
を
屈
服
さ
せ

　

到
底
な
ら
せ
そ
う
に
な
か
っ
た
岩
地
を
な
ら
し
た//p.237//

あ
な
た
は
獰
猛
な
輩
の
悪
を
和
ら
げ
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禁
を
犯
し
や
り
た
い
放
題
だ
っ
た
彼
ら
を
追
い
払
っ
た

サ
ウ
ラ
と
そ
の
一
族
に
は
力サ

ウ
ラが
あ
り

　

そ
の
力
を
も
っ
て
ズ
ア
イ
ブ
は
敵
対
し
、
マ
ア
キ
ル
は
攻
め
て
い
た
も
の
だ

ム
ハ
ル
ヒ
ル
は
未
だ
不
得
手
な
の
に
布
を
織
ろ
う
と
し
て
い
た
が　

　

や
は
り
そ
れ
は
ほム

ハ

ル

ヒ

ル

こ
ろ
び
て
い
た

　

こ
こ
で
の
サ
ウ
ラ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
ア
ブ
ー
・
ラ
イ
ル
家
の
ア
ミ
ー
ル
で
あ
る

サ
ウ
ラ
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ー
リ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ム
ザ
の
こ
と
で
あ
る（
77
）
。
ズ
ア
イ
ブ
は

彼
（
サ
ウ
ラ
）
の
父
方
の
お
じ
、
ア
フ
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ム
ザ
の
息
子
で
あ
る（
78
）
。

そ
し
て
マ
ア
キ
ル
は
彼
ら
と
同
盟
関
係
に
あ
る
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
の
集
団
で
あ
る（
79
）
。
ム

ハ
ル
ヒ
ル
は
ア
ブ
ー
・
ラ
イ
ル
家
の
同
類
で
あ
り
宿
敵
で
あ
る
ム
ハ
ル
ヒ
ル
・
イ
ブ
ン
・

カ
ー
ス
ィ
ム
の
一
族
で
あ
る（
80
）
。

　

そ
れ
で
は
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
と
彼
ら
の
部
族
の
叙
述
に
戻
ろ
う
。

人
類
は
彼
ら
の
こ
と
に
驚
嘆
し
た

　

彼
ら
は
、
従
順
な
ラ
ク
ダ
を
と
も
な
っ
て
遠
く
へ
向
か
う
砂
漠
の
民

彼
ら
は
柱
の
上
に
天
幕
を
張
っ
た

　

そ
こ
に
は
長
い
盾
と
し
な
や
か
な
槍
が
置
か
れ
て
い
る

焼
石
の
転
が
る
乾
い
た
大
地
の
上
に
い
て
も

　
［
砂
漠
の
］
深
淵
に
落
ち
喉
の
渇
き
を
う
る
お
す
こ
と
が
出
来
る

彼
ら
は
蜃
気
楼
を
飲
み
も
の
と
し

　

勇
者
の
槍
と
剣
を
糧
と
す
る
ジ
ン

剥
き
出
し
の
地
に
宿
る
部
族

　

彼
ら
の
前
に
は
、
離
れ
よ
う
が
近
づ
こ
う
が
、
遠
く
ま
で
広
が
る
砂
漠

彼
ら
は
砂
漠
の
民
と
し
て
諸
王
を
恐
れ
さ
せ
て
き
た
が

　

今
や
恩
恵
を
与
え
ら
れ
安
逸
な
生
活
を
送
る
ま
で
に
な
っ
た

あ
な
た
は
砂
漠
へ
と
ゆ
る
や
か
に
入
っ
た

　

平
穏
に
目
を
向
け
る
こ
と
も
城
砦
の
蔭
に
憩
う
こ
と
も
な
く

あ
る
と
き
は
日
中
の
酷
暑
が
あ
な
た
に
熱
風
を
吹
き
つ
け

　

ま
た
あ
る
と
き
は
は
た
め
く
旗
が
影
を
な
す

戦
い
の
日
、
あ
な
た
は
痩
せ
馬
た
ち
に
血
の
杯
を
与
え

　

馬
が
い
な
な
け
ば
ま
た
二
杯
目
を
飲
ま
せ
る//p.238//

栄
光
に
包
ま
れ
て
も
質
素
を
守
り
粉
骨
砕
身

　

そ
れ
で
こ
そ
馬
も
美
し
く
輝
く

い
か
な
る
隊
商
も
夜
旅
を
せ
ず
、
い
か
な
る
軍
勢
も
降
り
た
た
ぬ

　

砂
漠
の
は
ら
わ
た
を
あ
な
た
は
裂
く

あ
な
た
は
砂
漠
の
上
を
軍
団
の
裾
を
引
い
て
い
く

　

長
槍
を
持
つ
兵
士
を
率
い
て
威
風
堂
々
誇
ら
し
げ
に
歩
く

無
防
備
な
敵
が
矢
を
取
り
出
し
つ
が
え
る
と
き

　

あ
な
た
は
彼
ら
に
完
全
武
装
の
者
た
ち
を
射
か
け
る

よ
く
し
な
る
槍
を
持
つ
兵
た
ち
と

　

白
刃
ひ
っ
さ
げ
た
兵
た
ち
を
射
か
け
る

つ
い
に
か
の
群
れ
は
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た

　

吹
き
す
さ
ぶ
戦
い
の
嵐
に
ゆ
す
ぶ
ら
れ
て

そ
れ
か
ら
あ
な
た
は
恩
恵
を
与
え
て
彼
ら
を
ひ
き
つ
け
た

　

そ
れ
以
来
彼
ら
は
あ
な
た
の
力
に
従
い
身
を
低
く
し
た

彼
ら
が
大
な
り
小
な
り
犯
し
続
け
て
き
た
過
ち
を

　

あ
な
た
は
ジ
ャ
リ
ー
ド
の
民
か
ら
取
り
除
い
た

あ
な
た
は
彼
ら
が
建
て
た
過
ち
の
建
物
を
破
壊
し

　

彼
ら
を
繋
げ
て
い
た
過
ち
の
綱
を
断
ち
切
っ
た

あ
な
た
は
ジ
ャ
リ
ー
ド
の
諸
都
市
や
境
域
を

　

勝
利
の
珠
を
挟
み
つ
つ
一
繋
ぎ
に
し
て
王
権
の
首
飾
り
と
し
た

あ
な
た
は
偽
善
の
昇
り
口
に
封
を
し
た

　

あ
な
た
の
刃
は
狙
い
を
外
さ
ず
、
決
意
は
し
ぼ
む
こ
と
が
な
い

皆
が
恐
れ
る
轡
と
手
綱
さ
ば
き
に
よ
っ
て

　

ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
の
甘
き
清
水
が
流
れ
る
よ
う
に
あ
な
た
は
進
む

コ
ロ
シ
ン
ト
瓜（
81
）
の
よ
う
に
苦
か
っ
た
時
は
終
わ
り

　

時
代
は
甘
く
な
り
美
味
と
な
っ
た

そ
こ
で
人
類
は
最
も
す
ば
ら
し
き
支
配
者
、
情
け
深
き
お
方
の
力
に
頼
っ
た

　

栄
光
あ
り
卓
越
す
る
お
方
に

あ
な
た
に
つ
い
て
心
と
い
う
心
は
満
ち
足
り
た

　

子
ど
も
も
大
人
も
ど
ち
ら
も
同
じ
く

お
お
、
支
配
者
よ
、
あ
な
た
は
時
代
と
民
と
を
広
く
包
み
込
み

　

望
ん
で
い
た
以
上
の
大
き
な
平
穏
と
安
全
を
も
た
ら
し
た

大
地
に
は
幽グ

ー
ル鬼
の
恐
れ
が
な
く

　

そ
の
面お

も
てを
仔
連
れ
の
ラ
イ
オ
ン
が
う
ろ
つ
く
こ
と
も
な
い//p.239//
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旅
人
た
ち
は
ど
ん
な
不
毛
の
地
を
も
旅
す
る
こ
と
が
出
来
る

　

鷹
の
脅
威
の
な
い
砂
鶏
の
群
れ
の
よ
う
に

讃
え
あ
れ
、
神
は
あ
な
た
の
高
み
に
よ
り
希
望
を
よ
み
が
え
ら
せ

　

一
度
外
さ
れ
た
首
飾
り
を
お
戻
し
く
だ
さ
っ
た

讃
え
あ
れ
、
神
は
あ
な
た
の
お
導
き
に
よ
り
道
の
目
的
を
人
間
に
明
ら
か
に
し
、

　

思
慮
の
あ
る
者
の
視
界
が
ひ
ら
け
見
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
っ
た

す
る
と
こ
の
世
は
ベ
ー
ル
を
と
っ
た
花
嫁
の
よ
う

　

美
々
し
き
装
い
で
誇
ら
し
げ
に
裾
を
引
い
て
歩
く

国
は
あ
な
た
の
公
正
さ
に
よ
り
広
々
と
し
た
さ
ま
を
と
り
戻
し
た
よ
う

　

道
に
迷
う
恐
れ
は
な
い

星
々
の
光
は
幾
倍
も
輝
き
を
増
し
た
よ
う

　

そ
れ
は
こ
の
上
な
く
美
し
い
あ
な
た
の
額
の
白
星
の
光
の
お
か
げ

そ
し
て
目
の
前
で
帳
が
あ
げ
ら
れ

　

思
い
描
い
て
き
た
も
の
の
真
の
姿
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う

　

ま
た
、
こ
の
詩
の
中
で
ス
ル
タ
ー
ン
へ
の
頌
詩
を
詠
ま
な
か
っ
た
言
い
訳
を
述
べ
た
部

分
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

陛
下
、
私
は
考
え
も
ま
と
ま
ら
ず
何
も
わ
か
ら
ず

　

全
て
が
混
沌
と
し
て
い
る

真
実
に
達
す
る
こ
と
を
熱
望
し
て
い
る
の
に

　

そ
れ
に
達
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
ま
ま
引
き
離
さ
れ
る

夜
通
し
着
想
の
ひ
ら
め
き
を
汲
み
だ
そ
う
と
す
る
の
に

　

そ
れ
は
こ
ぼ
れ
て
深
淵
に
戻
っ
て
い
く

我
が
魂
は
言
葉
と
格
闘
し
つ
つ
夜
を
過
ご
す
が

　

詩
行
は
散
り
散
り
と
な
り
脚
韻
は
遁
走
す
る

一
年
か
け
て
私
は
言
葉
を
選
ん
だ
が

　

一
年
も
か
け
た
詩
が（
82
）
批
判
さ
れ
蔑
ろ
に
さ
れ
る
訳
に
は
い
か
な
い

だ
か
ら
私
は
そ
れ
を
詩
を
愛
す
る
人
び
と
か
ら
隠
し
て
お
く

　

私
の
詩
の
あ
る
と
こ
ろ
で
彼
ら
が
集
ま
っ
て
宴
を
開
か
な
い
よ
う
に//p.240//

そ
れ
は
商
品
な
の
だ
か
ら
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
こ
そ
良
い
商
い
が
で
き
る

　

名
の
あ
る
詩
人
の
詩
も
招
か
れ
ざ
る
客
の
詩
も
ど
ち
ら
も
同
じ

私
の
思
考
の
娘
た
ち
（
詩
）
が
く
た
び
れ
て
化
粧
も
せ
ず

　

く
だ
ら
な
い
話
を
し
な
が
ら
あ
な
た
の
も
と
に
来
た
と
し
て
も

あ
な
た
が
歓
待
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、
彼
女
た
ち
も
誇
り
を
持
て
る　

　

そ
の
と
き
こ
そ
私
は
雄
弁
か
つ
明
瞭
に
話
す
だ
ろ
う

　

そ
の
詩
の
中
の
、
ス
ル
タ
ー
ン
の
書
庫
の
た
め
に
著
し
た
本
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

時
代
と
そ
の
人
々
の
営
為
の
実
例（
83
）
を
お
受
け
く
だ
さ
い　

　

公
正
な
る
人
は
そ
の
美
徳
に
従
う
こ
と
に
な
る

過
ぎ
去
っ
た
者
た
ち
の
話
を
解
き
明
か
し

　

彼
ら
の
こ
と
を
総
括
し
た
り
詳
述
し
た
り
す
る
紙
葉
を
お
受
け
く
だ
さ
い

ト
ゥ
ッ
バ
ウ
た
ち（
84
）
や
ア
マ
レ
ク
人（
85
）
は
秘
話
を
明
か
し　

　

彼
ら
以
前
の
サ
ム
ー
ド
族（
86
）
や
太
古
の
ア
ー
ド
族（
87
）
も

イ
ス
ラ
ー
ム
の
信
仰
に
集
っ
た
ム
ダ
ル
族（
88
）
も

　

彼
ら
に
従
っ
た
ベ
ル
ベ
ル
も
［
明
か
し
て
く
れ
る
］

私
は
そ
れ
（
実
例
）
を
集
め
る
た
め
昔
の
人
々
の
書
物
を
要
約
し　

　

そ
し
て
彼
ら
が
見
過
ご
し
て
き
た
こ
と
を
最
初
に
も
っ
て
き
た（
89
）

さ
ら
に
私
は
無
骨
な
言
葉
を
柔
ら
か
く
し
た

　

さ
ま
よ
い
歩
く
言
葉
を
私
の
声
に
服
従
さ
せ
る
か
の
よ
う
に

私
は
あ
な
た
の
高
み
に
本
書
と
い
う
隠
れ
た
宝
石
と

　

沈
む
こ
と
の
な
い
星
々
を
捧
げ
た

そ
し
て
本
書
を
あ
な
た
の
王
権
の
書
庫
の
誇
り
と
し
た

　

会
合
の
場
は
そ
れ
を
誇
り
、
宴
も
花
開
く

神
か
け
て
私
は
自
分
の
言
に
お
い
て
ひ
と
つ
も
誇
張
は
し
な
か
っ
た

　

誇
張
は
美
し
く
な
い

招
か
れ
ざ
る
客
が
偽
り
を
言
お
う
と
［
あ
な
た
に
は
通
じ
な
い
］

　

あ
な
た
は
諸
々
の
知
識
に
し
っ
か
り
通
じ
て
お
い
で
に
な
る//p.241//

あ
ら
ゆ
る
美
徳
と
真
実
の
基
礎
は
あ
な
た
の
両
手
の
中
に
あ
り

　

も
し
誰
か
が
と
り
か
え
て
も
そ
の
本
来
の
場
を
あ
な
た
は
ご
存
知
で
あ
る

あ
な
た
の
も
と
で
は
常
に
真
理
が
何
よ
り
も
前
に
出
る
の
に

　

嘘
つ
き
ど
も
が
何
を
言
い
立
て
ら
れ
る
だ
ろ
う
か

神
は
あ
な
た
に
こ
の
上
な
い
も
の
を
賜
っ
た

　

ゆ
え
に
ご
満
足
の
い
く
よ
う
お
治
め
く
だ
さ
い
、
あ
な
た
は
最
も
公
正
な
お
方
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あ
な
た
の
主
が
そ
の
僕
た
ち
に
、

　
　
　

彼
ら
の
主
た
る
あ
な
た
の
ご
長
寿
を
賜
り
ま
す
よ
う
に

　

あ
な
た
が
よ
く
面
倒
を
見
な
さ
い
と
神
は
彼
ら
を
お
造
り
に
な
っ
た
の
だ
か
ら

【
病
か
ら
回
復
し
た
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
に
献
じ
た
詩
】

　

と
こ
ろ
で
私
が
、
ス
ー
サ
郊
外
の
彼
（
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
）
の
軍
営
か
ら
チ
ュ
ニ

ス
へ
と
発
ち
、
そ
の
後
チ
ュ
ニ
ス
に
滞
在
し
て
い
た
と
き
、
進
軍
中
の
彼
が
病
に
襲
わ
れ

た
も
の
の
ま
も
な
く
回
復
し
た
と
の
報
せ
が
届
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
私
は
彼

に
こ
の
カ
ス
ィ
ー
ダ
詩
を
送
っ
た
。

し
か
め
面
を
し
て
い
た
時
代
の
顔
は
今
や
大
笑
い
し　

　

苦
し
み
に
包
ま
れ
て
い
た
我
ら
を
慈
悲
が
包
み
こ
ん
だ

ぼ
や
け
て
い
た
吉
報
の
白
星
は
今
や
鮮
や
か　

　

そ
れ
を
知
ら
せ
た
の
は
白
ラ
ク
ダ
を
先
導
す
る
者
た
ち

彼
ら
は
吉
報
で
懊
悩
の
夜
を
切
り
裂
い
た

　

あ
た
か
も
熾お

こ

っ
た
燃
え
木
で
闇
を
切
り
裂
い
た
か
の
よ
う

あ
た
か
も
彼
ら
は
人
類
に
生
命
を
吹
き
込
ん
だ
か
の
よ
う

　

そ
の
生
命
に
よ
っ
て
希
望
は
墓
場
か
ら
よ
み
が
え
っ
た

そ
の
吉
報
に
人
び
と
は
歓
喜
し
た

　

慶
事
と
い
う
最
良
の
衣
服
を
与
え
ら
れ
て

ま
る
で
葡
萄
酒
が
彼
ら
と
飲
み
明
か
し
た
か
の
よ
う

　

杯
も
使
わ
ず
そ
の
幸
い
を
飲
み
ほ
し
た

喜
び
と
満
足
で
体
を
揺
ら
し
な
が
ら

　

太
陽
と
と
も
に
新
月
に
向
き
合
い
な
が
ら

馬
上
で
挨
拶
し
あ
う
人
が
い
る

　

仲
良
く
席
を
と
も
に
し
て
仲
間
に
通
さ
れ
る
人
が
い
る

そ
し
て
人
び
と
の
親
し
く
集
ま
る
場
で

　

彼
ゆ
え
に
正
し
き
お
導
き
の
跡
が
認
め
ら
れ
る
、
神
へ
の
仲
介
者
が
い
る//p.242//

彼
は
吉
報
の
内
に
聖
な
る
慈
悲
を
見
て

　

慈
愛
あ
ま
ね
き
お
方
の
も
と
に
立
ち
返
る

一
心
に
祈
願
す
る
と
い
う
治
療
こ
そ

　

難
病
を
も
治
し
癒
し
て
く
れ
る

　

こ
こ
で
の
﹁
彼
﹂
と
は
、
最
も
偉
大
な
る
金
曜
モ
ス
ク
、
チ
ュ
ニ
ス
の
ザ
イ
ト
ゥ
ー

ナ
・
モ
ス
ク
の
導
師
で
あ
る（
90
）
。

カ
リ
フ
た
ち
の
子
よ
、
ひ
と
た
び
消
え
た
真
理
の
道
は

　

カ
リ
フ
た
ち
の
光
に
よ
っ
て
再
び
た
ど
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

［
か
の
お
方
は
］
ま
っ
す
ぐ
な
信
仰
の
援
け
手
で
あ
り

　

い
っ
た
ん
決
意
す
れ
ば
翻
す
こ
と
は
ま
ず
な
い

か
の
お
方
は
決
意
を
固
め
た
だ
安
楽
を
願
う
こ
と
か
ら
離
れ
た

　

暁
闇
と
早
朝
の
礼
拝
の
喜
び
の
中
へ
と
、
安
楽
を
願
う
喜
び
か
ら
離
れ
た

か
の
お
方
は
臣
民
を
施
政
に
よ
っ
て
守
っ
た

　

故
に
臣
民
は
最
も
寛
大
な
る
支
配
者
、
指
導
者
で
あ
る
お
方
の
も
と
に
集
っ
た

［
か
の
お
方
は
］
仔
獅
子
た
ち
の
棲
み
か
を
守
る
獅
子
で
あ
り

　

仔
獅
子
た
ち
は
何
者
を
も
寄
せ
つ
け
ぬ
棲
み
処
と
し
て
彼
を
頼
っ
た

私
は
誓
う（
91
）
、
色
と
り
ど
り
に
刺
繍
さ
れ
た
谷
間
に
か
け
て　

　

花
嫁
衣
装
を
ま
と
い
誇
ら
し
げ
に
ふ
る
ま
い
だ
し
た
［
谷
間
に
か
け
て
］

私
は
誓
う
、
か
が
み
こ
む
姿
で
現
れ
る
女
た
ち
、
ア
ー
チ
橋（
92
）
に
か
け
て

　

彼
女
ら
は
タ
ス
ム
や
ジ
ャ
デ
ィ
ー
ス
の
残
党（
93
）
か
ら
［
の
伝
承
］
を
報
せ
る

［
彼
女
ら
は
］
灰
色
く
腹
は
や
せ
衰
え
て

　

あ
た
か
も
不
毛
の
荒
野
に
囚
わ
れ
た
隊
商
の
擦
り
切
れ
た
衣
服
の
よ
う//p.243//

そ
の
着
古
し
は
ラ
ク
ダ
の
背
も
瘤
も
す
っ
ぽ
り
と
覆
っ
て
い
た
が

　

け
れ
ど
も
彼
女
ら
は
気
高
く
横
目
で
に
ら
ん
で
い
た

［
私
は
誓
う
］
あ
な
た
が
長
生
き
し
て
下
さ
れ
ば
人
類
は
万
全
に
守
ら
れ

　

我
ら
の
心
、
魂
も
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
と

あ
な
た
こ
そ
は
我
ら
の
信
仰
を
保
護
す
る
と
請
け
合
っ
て
く
だ
さ
る
お
方
で
あ
る

　

あ
な
た
が
い
な
け
れ
ば
そ
の
約
束
は
失
わ
れ
蔑
ろ
に
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と

神
は
あ
な
た
に
こ
の
上
な
い
も
の
を
お
与
え
に
な
っ
た

　

あ
な
た
に
完
璧
な
る
幸
運
を
お
与
え
に
な
っ
た

我
ら
が
顔
を
向
け
る
よ
り
先
に
心
は
あ
な
た
に
従
う

　

頭
と
な
る
者
も
従
属
す
る
者
も
ど
ち
ら
も
同
じ
く

あ
な
た
自
身
が
動
か
ず
と
も
あ
な
た
の
威
厳
は
出
征
し
て

　

敵
ど
も
を
燃
え
盛
る
炎
の
ご
と
く
圧
倒
す
る

あ
な
た
が
出
征
す
る
と
き
は

　

供
ま
わ
り
と
軍
勢
を
率
い
、
あ
な
た
が
導
く
徴
は
幸
い
を
示
す
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も
ろ
も
ろ
の
証
が
す
べ
て
完
全
に
合
致
す
る
と
き
は

　

耳
に
聞
こ
え
測
る
こ
と
の
で
き
る
形
で
現
れ
る

そ
の
よ
う
な
あ
な
た
の
王
権
を
ご
享
受
く
だ
さ
い

　

そ
れ
は
敵
ど
も
を
烈
し
い
罰
で
苦
し
め
る
、
ア
ー
ド（
94
）
の
昔
か
ら
続
く
王
朝

こ
の
カ
ス
ィ
ー
ダ
詩
を
お
受
け
く
だ
さ
い（
95
）

　

あ
ま
た
の
宝
石
で
飾
っ
た
乙
女
の
よ
う
に
恥
じ
ら
う
私
か
ら

お
許
し
く
だ
さ
い
、
輝
く
若
さ
は
す
で
に
［
私
か
ら
］
消
え
去
っ
た

　

今
や
光
を
投
げ
か
け
る
の
は
払
暁
の
ご
と
き
白
髪
の
輝
き
の
み

も
し
私
を
身
近
に
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
あ
な
た
の
ご
配
慮
が
な
か
っ
た
な
ら

　

私
は
も
は
や
ペ
ン
を
と
る
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う

神
か
け
て
、
僻
遠
の
地
の
経
験
は
私
に

　

黒
ず
ん
だ
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
縄
し
か
残
さ
な
か
っ
た//p.244//

当
代
［
の
人
び
と
］
は
私
を
責
め
た
て
た

　

集
い
と
学
び
を
重
ね
て
私
が
修
め
た
文ア

ダ
ブ芸
に
つ
い
て

［
彼
ら
は
］
私
の
富
に
襲
い
か
か
り
私
の
安
全
な
場
を
お
び
や
か
し
た

　

そ
し
て
私
と
い
う
継
木
を
活
発
さ
と
い
う
巨
木
か
ら
引
き
抜
い
た

だ
が
あ
な
た
の
ご
満
足
こ
そ
が
私
へ
の
お
慈
悲
と
な
り　

　

魂
の
望
み
を
よ
み
が
え
ら
せ
苦
し
み
を
消
し
去
っ
て
く
れ
る
と
私
は
期
待
す
る

【
チ
ュ
ニ
ス
か
ら
の
出
立
】

　

そ
れ
か
ら
近
臣
た
ち
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
中
傷
ぶ
り
で
盛
ん
に
［
私
を
］
中
傷

し
た（
96
）
。
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
フ
ァ
は
自
分
の
と
こ
ろ
に
近
臣
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
と
さ

ら
に
焚
き
つ
け
た
の
で
、
つ
い
に
彼
ら
は
ス
ル
タ
ー
ン
に
私
を
遠
征
に
同
行
し
て
ほ
し
い

と
せ
き
た
て
た
。
彼
ら
は
チ
ュ
ニ
ス
に
お
け
る
［
ス
ル
タ
ー
ン
の
］
代
理
で
あ
り
将
軍
で

あ
る
、
ス
ル
タ
ー
ン
の
子
飼
い
の
家
来
の
フ
ァ
ー
リ
フ
に
も
、
私
が
と
も
に
滞
在
す
る
こ

と
に
つ
い
て
用
心
す
る
よ
う
吹
き
込
ん
だ
。
彼
自
身
が
そ
う
主
張
し
た
の
だ
が
、
私
が
彼

の
権
力
を
脅
か
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
意
見
は
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
フ
ァ
が
そ
の
こ
と

を
ス
ル
タ
ー
ン
に
証
言
す
る
と
い
う
こ
と
で
一
致
し
た
。
そ
れ
で
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
フ
ァ
は

私
が
い
な
い
と
き
に
ス
ル
タ
ー
ン
に
証
言
を
し
た
が
、
ス
ル
タ
ー
ン
は
耳
を
貸
さ
な
か
っ

た
。

　

そ
の
後
、
ス
ル
タ
ー
ン
は
私
に
使
い
を
出
し
て
遠
征
に
同
行
す
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
こ

で
私
は
命
令
に
が
っ
か
り
は
し
な
が
ら
も
急
い
で
従
っ
た
。
私
に
は
ど
う
し
よ
う
も
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
彼
に
同
行
し
て
出
発
し
て
、
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
の
丘
陵
の
ま
ん

中
、
テ
ベ
ッ
サ
に
到
着
し
た
。
ス
ル
タ
ー
ン
は
自
軍
と
盟
友
の
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
を
率
い

ト
ゥ
ー
ザ
ル
へ
下
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
イ
ブ
ン
・
ヤ
ム
ル
ー
ル
が
［
七
］
八
三
／

一
三
八
一
―
二
年
に
ス
ル
タ
ー
ン
の
息
子
か
ら
ト
ゥ
ー
ザ
ル
を
占
領
し
て
支
配
を
回
復
し

た
か
ら
で
あ
る（
97
）
。
ス
ル
タ
ー
ン
は
進
軍
し
て
彼
を
追
い
出
し
、
息
子
と
側
近
た
ち
を

そ
こ
に
戻
し
た
。
テ
ベ
ッ
サ
を
発
っ
た
と
き
彼
は
私
を
チ
ュ
ニ
ス
に
帰
し
た
の
で
、
私
は

自
分
の
私
有
地
で
あ
る
チ
ュ
ニ
ス
近
郊
の
ラ
ヤ
ー
ヒ
ー
ン
に
滞
在
し
て
、
収
穫
物
を
集
め

た
。
や
が
て
ス
ル
タ
ー
ン
が
大
勝
し
て
凱
旋
し
、
私
は
同
行
し
て
チ
ュ
ニ
ス
に
戻
っ
た
。

　
［
七
］
八
四
年
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
／
一
三
八
二
年
一
〇
月
に
な
っ
た
と
き
、
ス
ル
タ
ー

ン
は
ザ
ー
ブ
へ
の
進
軍
を
決
定
し
た
。//p.245//

ザ
ー
ブ
の
支
配
者
の
イ
ブ
ン
・
ム
ズ

ニ
ー
が
、
イ
ブ
ン
・
ヤ
ム
ル
ー
ル
を
匿
い
、
隣
人
へ
の
保
護
を
与
え
て
彼
の
た
め
に
諸
事

整
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
、
前
の
遠
征
の
と
き
と
同
じ
こ
と
が
自
分
に
再
び
起

こ
る
の
を
恐
れ
た
。

　

港
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
商
人
た
ち
の
船
が
一
隻
あ
っ
た
。
す
で
に
商
人
た
ち
は
物

品
や
商
品
を
積
み
込
ん
で
お
り
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
ま
さ
に
出
航
し
よ
う
と
し
て 

い
た
。

　

私
は
ス
ル
タ
ー
ン
に
［
巡
礼
の
］
義
務
を
果
た
す
べ
く
私
の
道
を
開
い
て
く
れ
る
よ
う

懇
願
し
た
。
彼
は
私
に
そ
れ
を
許
可
し
た
の
で
、
私
は
港
へ
と
向
か
っ
た
。
王
朝
や
町
の

名
士
た
ち
、
知
識
を
求
め
る
学
徒
た
ち
も
、
私
の
す
ぐ
あ
と
か
ら
一
体
ど
う
し
た
の
か
と

口
ぐ
ち
に
尋
ね
て
い
た
。
私
は
彼
ら
に
別
れ
を
告
げ
同
年
の
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
半
ば
に
出

帆
し
た
。

　

そ
し
て
私
は
居
を
移
し
彼
ら
か
ら
離
れ
た
。
神
―
―
讃
え
あ
れ
―
―
の
よ
き
お
計
ら
い

が
あ
っ
た
お
か
げ
で
あ
る
。
私
は
、
か
つ
て
行
っ
て
い
た
学
問
の
業
績
を
あ
ら
た
め
て
積

み
重
ね
る
べ
く
、
解
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
神
こ
そ
は
諸
事
を
司
る
お
方
、
讃
え
あ
れ
。

//p.246//

マ
シ
ュ
リ
ク
へ
の
旅
、
そ
し
て
エ
ジ
プ
ト
で
の
カ
ー
デ
ィ
ー
職
就
任

　

私
は
、［
七
］
八
四
年
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
半
ば
／
一
三
八
二
年
一
一
月
一
日
に
チ
ュ
ニ

ス
よ
り
出
立
し
、
四
〇
日
あ
ま
り
、
海
上
に
い
た
。
そ
の
後
、
断
食
明
け
の
祭
の
日
／

一
二
月
一
六
日
、
す
な
わ
ち
ザ
ー
ヒ
ル
王
（
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
・
バ
ル
ク
ー

ク
）（
98
）
が
、
玉
座
に
就
き
、
王
権
の
一
族
で
あ
る
カ
ラ
ー
ウ
ー
ン
家（
99
）
を
排
除
し
て
王
権

の
座
に
坐
っ
て
か
ら
一
〇
日
が
過
ぎ
た
日
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
港
に
到
着
し
た
。
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と
こ
ろ
で
我
々
は
、
彼
の
即
位
を
予
期
し
て
い
た
。
何
故
な
ら
、
彼
が
そ
の
こ
と
を
強
く

望
み
、
そ
の
た
め
の
地
な
ら
し
を
し
て
い
た
こ
と
が
遠
国
に
あ
っ
て
も
常
々
伝
え
ら
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
私
は
巡
礼
の
支
度
を
整
え
る
た
め
に
一
か
月
間
、
ア
レ
ク
サ

ン
ド
リ
ア
に
滞
在
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
年
、
巡
礼
す
る
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た（
100
）
。

　

そ
こ
で
私
は
ズ
ー
・
ア
ル
＝
カ
ア
ダ
月
一
日
／
一
三
八
三
年
一
月
一
四
日
に
カ
イ
ロ
へ

移
っ
た
。
私
は
現
世
の
都
を
、
世
界
の
庭
園
を
、
諸
民
族
の
集
ま
る
所
を
、
人
々
が
蟻
の

如
く
群
れ
集
ま
る
場
所
を
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
イ
ー
ワ
ー
ン
を
、
王
権
の
座
を
目
の
当
た
り

に
し
た
。
そ
こ
で
は
、
数
々
の
宮
殿
と
イ
ー
ワ
ー
ン
が
空
に
輝
き
、
数
々
の
修ハ

ー
ン
カ
ー

道
場
と
マ

ド
ラ
サ
が
地
平
線
に
て
光
を
放
ち
、
満
月
や
星
々
の
如
き
ウ
ラ
マ
ー
が
煌
め
い
て
い
た
。

そ
こ
は
、
天
国
の
川（
101
）

に
し
て
天
の
水
の
流
れ
る
道
で
あ
る
ナ
イ
ル
川
の
岸
辺
に
あ
っ

て
、
そ
の
豊
か
な
流
れ
は
人
々
に
一
杯
、
二
杯
と
水
を
飲
ま
せ
、//p.247//

実
り
と
恵
み

を
も
た
ら
し
て
い
た
。
私
は
、
道
行
く
人
々
の
雑
踏
で
息
の
詰
ま
り
そ
う
な
町
の
小
路
を

進
ん
だ
。
そ
の
町
の
市
場
は
神
の
恩
寵
に
満
ち
満
ち
て
い
た
。

　

こ
の
町
に
つ
い
て
、
そ
の
文
明
の
度
合
い
の
高
さ
に
つ
い
て
、
そ
し
て
そ
の
発
展
ぶ
り

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
話
す
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
出
会
っ
た
我
が
師
匠
た
ち
や

友
人
た
ち
―
―
彼
ら
は
巡
礼
や
商
用
で
来
て
い
た
の
で
あ
る
が
―
―
が
こ
の
町
に
つ
い
て

語
る
と
こ
ろ
は
実
に
多
様
で
あ
っ
た
。
我
ら
が
友
に
し
て
フ
ェ
ズ
の
大
カ
ー
デ
ィ
ー
で
あ

り
、
マ
グ
リ
ブ
に
お
け
る
ウ
ラ
マ
ー
の
偉
大
な
る
者
で
あ
っ
た
ア
ブ
ー
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ

ラ
ー
・
マ
ッ
カ
リ
ー（
102
）
―
―
彼
の
巡
礼（
103
）

か
ら
の
帰
還
は
［
七
］
四
○
／
一
三
四
〇
年

の
こ
と
で
あ
っ
た
―
―
に
、﹁
カ
イ
ロ
と
は
ど
の
よ
う
な
町
か
﹂
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
彼

は
﹁
カ
イ
ロ
を
見
な
い
者
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
栄
光
を
知
ら
な
い
者
だ
﹂
と
言
っ
た
。

　

ま
た
我
ら
が
師
匠
に
し
て
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の
ウ
ラ
マ
ー
の
偉
大
な
る
者
で
あ
る
ア
ブ
ー
・

ア
ッ
バ
ー
ス
・
イ
ブ
ン
・
イ
ド
リ
ー
ス（
104
）

に
同
じ
こ
と
を
問
う
て
み
た
。
す
る
と
彼
は

﹁
ま
る
で
そ
の
町
の
人
々
は
［
最
後
の
審
判
に
お
け
る
］
勘
定
を
終
え
て
出
て
き
た
か
の

よ
う
で
あ
っ
た
﹂
と
言
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
民
族
の
多
様
さ
と
彼
ら
の
来
世
に
お
け
る

安
寧
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。//p.248//

　

ま
た
我
ら
が
友
に
し
て
フ
ェ
ズ
の
軍
隊
付
カ
ー
デ
ィ
ー
、
法
学
者
、
書
記
で
あ
る
ア

ブ
ー
・
カ
ー
ス
ィ
ム
・
バ
ル
ジ
ー（
105
）

は
ス
ル
タ
ー
ン
・
ア
ブ
ー
・
イ
ナ
ー
ン
の
マ
ジ
ュ

リ
ス
に
出
席
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、［
七
］
五
六
／
一
三
五
五
―
六
年
に
、
彼

が
ス
ル
タ
ー
ン
の
使
節
と
し
て
エ
ジ
プ
ト
の
王（
106
）

の
も
と
へ
行
き
、
ま
た
、
ス
ル
タ
ー

ン
か
ら
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
へ
宛
て
た
手
紙（
107
）

を
そ
の
高
貴
な
る
墓
所
へ
と
届
け
て
か

ら
帰
着
し
た
際
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ス
ル
タ
ー
ン
が
バ
ル
ジ
ー
に
、
カ
イ
ロ
に
つ
い
て
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
彼
は
﹁
カ
イ
ロ
に
つ
い
て
簡
潔
に
述
べ
る
こ
と
と
し
ま
し
ょ
う
。
人
の
想

像
と
い
う
も
の
は
実
際
に
知
覚
さ
れ
る
も
の
を
越
え
て
広
が
る
た
め
、
現
に
目
で
見
た
も

の
は
見
劣
り
し
て
し
ま
う
も
の
で
す
が
、
カ
イ
ロ
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
故
な

ら
、
カ
イ
ロ
は
人
の
想
像
を
越
え
て
広
が
っ
て
い
る
か
ら
で
す
﹂
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
ス

ル
タ
ー
ン
と
居
合
わ
せ
た
者
た
ち
は
、
そ
の
言
葉
に
感
嘆
し
た
の
で
あ
る
。

　

私
は
カ
イ
ロ
に
入
り
、
数
日
滞
在
し
た
と
こ
ろ
、
提
供
で
き
る
も
の
な
ど
僅
か
し
か
な

い
と
い
う
の
に
、
教
え
を
求
め
て
、
カ
イ
ロ
在
住
の
知
識
を
求
め
る
者
た
ち
が
私
の
も
と

へ
群
れ
集
ま
っ
て
き
て
、
私
に
言
い
訳
の
余
地
を
与
え
て
く
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
私

は
講
義
を
す
る
た
め
、
当
地
の
ア
ズ
ハ
ル
・
モ
ス
ク（
108
）
に
坐
っ
た
の
で
あ
る
。//p.249//

　

そ
の
後
、
ス
ル
タ
ー
ン
へ
の
つ
て
が
で
き
た
。
ス
ル
タ
ー
ン
は
親
切
に
も
私
と
面
会
し

て
く
だ
さ
り
、
異
国
の
地
に
あ
る
心
を
慰
め
、
喜
捨（
109
）

と
し
て
豊
富
な
俸
給
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
。
そ
れ
が
、
知
識
人
と
と
も
に
い
る
ス
ル
タ
ー
ン
の
常
の
姿
で
あ
っ
た
。
一

方
、
私
は
わ
が
妻
と
子
供
が
チ
ュ
ニ
ス
か
ら
到
着
す
る
の
を
待
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
か

の
地
の
ス
ル
タ
ー
ン
（
ハ
フ
ス
朝
君
主
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
）
が
、
彼
の
も
と
へ
私
が

帰
還
す
る
こ
と
を
心
待
ち
に
す
る
あ
ま
り
、
我
が
妻
子
の
旅
立
ち
を
妨
げ
て
い
た
。
そ
こ

で
私
は
エ
ジ
プ
ト
の
支
配
者
た
る
ス
ル
タ
ー
ン
に
、
我
が
家
族
を
出
立
さ
せ
る
こ
と
に
つ

い
て
の
仲
立
ち
を
求
め
た
。
す
る
と
彼
は
そ
の
件
に
つ
い
て
、
チ
ュ
ニ
ス
の
ス
ル
タ
ー
ン

に
手
紙
を
出
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
文
面
は
以
下
の
通
り
で
あ
る（
110
）
。

　

慈
悲
深
く
慈
愛
あ
ま
ね
き
神
の
御
名
に
お
い
て

　

神
の
僕
に
し
て
神
の
友
、
あ
な
た
の
兄
弟（
111
）
、
バ
ル
ク
ー
ク（
112
）

　

最
も
偉
大
な
る
ス
ル
タ
ー
ン
、
王
者
た
る
ザ
ー
ヒ
ル
王
、
最
も
栄
光
あ
る
主
人
、
知

者
、
公
正
な
る
者
、
神
の
支
援
を
受
け
し
者
、
ジ
ハ
ー
ド
を
行
う
者
、
砦
に
拠
っ
て
戦

う
者
、
国
境
で
戦
う
者
、
勝
利
を
与
え
ら
れ
し
者
、
諸
王
の
王（
113
）
、
現
世
と
来
世
の
剣
、

イ
ス
ラ
ー
ム
と
ム
ス
リ
ム
の
ス
ル
タ
ー
ン
、
全
世
界
に
お
い
て
公
正
さ
に
命
を
吹
き
込

む
者
、
抑
圧
す
る
者
た
ち
に
対
抗
し
て
抑
圧
さ
れ
た
者
た
ち
を
公
正
に
扱
う
者
、
王
権

の
継
承
者
、
ア
ラ
ブ
人
と
ペ
ル
シ
ア
人
と
ト
ル
コ
人
の
ス
ル
タ
ー
ン
、
当
代
の
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ロ
ス（
114
）
、
厚
遇
を
与
え
る
者
、
玉
座
と
王
座
と//p.250//

王
冠
の
所
有
者
た
ち
に

王
権
を
与
え
る
者
、
諸
地
域
と
諸
地
方
に
惜
し
み
な
く
与
え
る
者
、
暴
君
や
圧
制
者
や

不
信
仰
者
を
根
こ
そ
ぎ
に
す
る
者
、
二
つ
の
海
の
王（
115
）
、
二
つ
の
キ
ブ
ラ
（
メ
ッ
カ
と

エ
ル
サ
レ
ム
）
へ
の
道
を
通
す
者
、
高
貴
な
る
両
聖
都
（
メ
ッ
カ
と
メ
デ
ィ
ナ
）
の
守

護
者（
116
）
、
大
地
に
広
が
る
神
の
影
、
神
の
ス
ン
ナ
と
そ
の
義
務
を
司
る
者
、
地
上
の
ス

ル
タ
ー
ン
、
広
大
な
る
大
地
の
保
護
者
、
諸
々
の
王
と
ス
ル
タ
ー
ン
の
主
人
、
信
徒
た

ち
の
長
と
分
か
ち
合
う
者（
117
）
、
殉
教
者
に
し
て
現
世
と
来
世
に
お
け
る
名
誉
で
あ
る
ア
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ブ
ー
・
マ
ア
ー
リ
ー
・
ア
ナ
ス（
118
）
の
息
子
ア
ブ
ー
・
サ
イ
ー
ド
・
バ
ル
ク
ー
ク
―
―
神

よ
、
彼
の
権
力
を
永
続
せ
し
め
、
彼
の
軍
隊
と
彼
の
臣
下
た
ち
を
助
け
給
え
―
―
よ
り
。

　

崇
高
で
、
高
位
に
あ
り
、
勝
利
を
与
え
ら
れ
、
幸
運
に
し
て
、
神
に
助
け
ら
れ
、
よ

く
護
ら
れ
し
御
前（
119
）
、
ス
ル
タ
ー
ン
に
し
て
、
知
者
、
公
正
な
る
者
、
神
の
支
援
を
受

け
し
者
、
ジ
ハ
ー
ド
を
行
う
者
、
比
類
な
き
者
、
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
御
前
に
宛

て
て
。
あ
な
た
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
ム
ス
リ
ム
の
宝
、
現
世
と
来
世
の
頼
み
の
綱
、
ム

ワ
ッ
ヒ
ド
た
ち
の
模
範（
120
）
、
ガ
ー
ズ
ィ
ー
た
ち（
121
）
と
ジ
ハ
ー
ド
を
行
う
者
た
ち
の
援
助

者
、
神
に
感
謝
を
捧
げ
る
者
た
ち
の
剣（
122
）
、
諸
王
朝
を
正
す
者
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
王

国
が
彼
の
力
に
よ
り
繁
栄
し
つ
づ
け
、
彼
の
威
厳
が
圧
制
者
た
ち
の
心
を
圧
倒
し
つ
づ

け
、
彼
の
公
正
さ
が
現
世
と
来
世
に
お
い
て
彼
を
栄
光
の
間
に
宿
ら
せ
つ
づ
け
ま
す
よ

う
に
。
そ
の
水
場
が
澄
み
、
そ
の
外
套
が
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
る
挨
拶
を
、
そ
の
香
り

が
広
が
り
、
そ
の
幸
福
が
輝
く
賛
辞
を
、
そ
の
熱
情
が
い
や
増
し
、
そ
の
幸
運
が
よ
り

す
ば
ら
し
い
も
の
と
な
る
愛
を
送
り
ま
す
。

　

神
に
讃
え
あ
れ
。
そ
れ
は
人
々
の
心
を
﹁
集
め
ら
れ
た
軍
隊
﹂（
123
）
と
し
、
遠
く
あ
っ

て
も
愛
情
の
結
び
つ
き
を
確
固
た
る
も
の
と
な
し
、
諸
王
間
の
交
誼
を
日
々
新
た
に
す

る
お
方
。
ま
た
我
ら
が
長
に
し
て
我
ら
が
主
人
、
神
の
僕
に
し
て
神
の
使
徒
、
ム
ハ
ン

マ
ド
に
不
朽
不
滅
の
祝
福
と
平
安
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
そ
れ
は
、
神
が
一
月
行
程
離

れ
た
敵
に
さ
え
恐
怖
を
与
え
る
こ
と
で
援
け
支
え
る
者
に
し
て（
124
）
、//p.251//

彼
に
よ
っ

て
信
仰
の
ミ
ナ
レ
ッ
ト
を
高
く
打
ち
建
て
る
者
。
ま
た
ム
ハ
ン
マ
ド
の
一
族
と
彼
の
教

友
に
不
朽
不
滅
の
祝
福
と
平
安
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
彼
ら
は
ム
ハ
ン
マ
ド
の
道
に
従

い
服
す
る
者
た
ち
。

　

さ
て
、
我
ら
は
高
貴
な
る
あ
な
た
に
対
し
て
、
以
下
の
こ
と
を
明
ら
か
に
お
知
ら
せ

し
ま
し
ょ
う
。
す
な
わ
ち
、
聖
な
る
知
と
そ
の
知
の
徒
を
重
ん
じ
る
こ
と
、
知
と
い
う

も
の
を
尊
ぶ
こ
と
、
知
の
旗
を
広
げ
る
こ
と
、
知
の
徒
と
知
に
奉
仕
す
る
人
々
を
愛
す

る
こ
と
、
彼
ら
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
容
易
な
ら
し
め
る
こ
と
、
彼
ら
の
望
み
を
実
現

す
る
こ
と
、
彼
ら
を
厚
遇
す
る
こ
と
、
そ
し
て
以
上
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
陰
に
な
り
日

向
に
な
り
神
へ
近
づ
く
こ
と
、
こ
う
し
た
こ
と
を
神
―
―
彼
に
讃
え
あ
れ
―
―
は
高
貴

な
る
我
々
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
ウ
ラ
マ
ー

と
は
―
―
神
が
彼
ら
を
嘉
し
給
い
ま
す
よ
う
―
―
預
言
者
た
ち
の
遺
産
相
続
人
で
あ
り
、

神
の
友
た
ち
の
喜
び
で
あ
り
、
神
の
創
り
給
い
し
人
間
た
ち
の
地
上
に
お
け
る
導
き
手

で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
知
る
力
を
神
か
ら
与
え
ら
れ
、
最
良
の
道

を
通
っ
て
そ
こ
へ
と
達
す
る
よ
う
に
導
か
れ
た
人
物
こ
そ
が
ウ
ラ
マ
ー
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
例
え
ば
、
そ
の
者
ゆ
え
に
こ
の
書
簡
を
我
々
が
し
た
た
め
る
人
物
、
す
な
わ
ち
、

い
と
高
き
座
に
あ
る
師
匠
、
偉
に
し
て
大
、
知
識
を
備
え
、
有
徳
で
、
生
ま
れ
が
良
く
、

神
の
恩
寵
を
受
け
、
人
の
前
に
立
ち
、
博
学
で
あ
り
、
人
の
範
と
な
り
、
神
に
導
か
れ

て
お
り
、
比
類
な
く
、
真
実
を
確
か
め
、
由
緒
正
し
く
、
類
例
な
く
、
栄
光
を
有
し
、

宗
教
の
友（
125
）
で
あ
る
者
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
ム
ス
リ
ム
た
ち
の
美
、
全
世
界
の
ウ
ラ
マ
ー

の
美
、
有
徳
者
た
ち
の
内
で
類
例
な
き
者
、
雄
弁
な
る
者
た
ち
の
範
、
ウ
ン
マ
に
お
け

る
博
学
、
イ
マ
ー
ム
た
ち
の
イ
マ
ー
ム
、
求
め
る
者
た
ち
に
知
を
与
え
る
者
、
王
た
ち

と
ス
ル
タ
ー
ン
た
ち
の
忠
実
な
る
友
、
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ル

ド
ゥ
ー
ン
・
マ
ー
リ
キ
ー
―
―
神
よ
、
彼
に
対
し
常
し
え
に
恩
寵
を
与
え
給
え
―
―
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
実
に
彼
は
栄
誉
を
与
え
る
に
最
も
ふ
さ
わ
し
く
、//p.252//

後
援
す

る
に
最
も
適
し
、
そ
の
価
値
が
あ
り
、
位
階
に
お
い
て
最
も
偉
大
な
者
で
あ
り
ま
す
。

　

彼
は
高
貴
な
る
我
ら
が
王
国
へ
移
り
住
み
、
エ
ジ
プ
ト
の
、
我
ら
が
も
と
で
の
滞
在

を
選
び
ま
し
た
。
そ
れ
は
彼
が
故
国
を
嫌
っ
て
の
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
彼
の
よ
き

本
質
と
彼
の
美
し
き
属
性
と
い
う
価
値
あ
る
宝
石
故
に
、
我
ら
に
愛
情
を
示
し
、
我
ら

の
考
え
に
近
づ
こ
う
と
し
て
の
こ
と
な
の
で
す
。
ま
た
我
ら
は
彼
の
内
に
、
描
写
す
る

こ
と
も
数
え
上
げ
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
人
々
の
想
像
を
越
え
る
も
の
を
見
出
し
ま
し

た
。
や
あ
、
描
写
を
し
て
も
国
を
訊
ね
て
も
な
ん
と
稀
な
人
物
で
あ
る
こ
と
か（
126
）
。
彼

は
、
あ
な
た
た
ち
の
も
と
よ
り
あ
ら
ゆ
る
稀
な
こ
と
を
携
え
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。
彼

は
、
我
ら
の
も
と
へ
至
っ
て
以
来
、
い
と
高
き
御
前
（
あ
な
た
）
に
対
し
て
最
大
限
の

感
謝
を
表
明
し
、
そ
の
麗
し
き
性
質
を
賞
賛
し
続
け
、
と
う
と
う
我
ら
の
高
貴
な
考
え

を
あ
な
た
へ
の
愛
情
へ
と
傾
か
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
我
ら
は
あ
な
た
に
対
し
て
書
簡
を

し
た
た
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

時
に
耳
は
、
目
よ
り
も
早
く
恋
に
落
ち
る
も
の（
127
）

　

そ
の
一
方
で
、
彼
は
我
々
に
対
し
て
、
彼
の
妻
と
息
子
た
ち
が
チ
ュ
ニ
ス
の
王
国
に
お

い
て
、
い
と
高
き
御
前
の
保
護
の
も
と
に
あ
る
、
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
彼
は
、
家
族
を

呼
び
寄
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、
彼
が
我
々
の
も
と
に
滞
在
す
る
間
、
家
族
ら

が
と
も
に
滞
在
し
、
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。
そ
こ
で
我
ら
の
高
貴
な
る
見
解

は
、
こ
の
麗
し
き
二
つ
の
理
由
故
に
、
い
と
高
き
御
前
に
対
し
て
書
簡
を
し
た
た
め
る
べ

き
と
考
え
た
の
で
す
。
我
ら
は
い
と
高
き
御
前
に
そ
の
こ
と
を
告
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
は
、
高
貴
な
る
御
前
が
そ
の
寛
大
な
考
え
と
そ
の
愛
情
か
ら
な
る
意
図
に
基
づ

い
て
、
前
述
の
シ
ャ
イ
フ
・
ワ
リ
ー
ユ
ッ
デ
ィ
ー
ン
（
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
）
の
家

族
を
召
し
出
し
、［
チ
ュ
ニ
ス
を
出
立
で
き
な
い
］
彼
ら
自
身
の
要
因
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
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取
り
除
き
、
彼
ら
へ
の
妨
げ
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
排
除
し
、
助
言
し
、
彼
ら
が
栄
誉
を
与

え
ら
れ
敬
意
を
表
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
彼
（
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
）
の
も
と
へ
旅

す
る
こ
と
を
最
良
の
仕
方
で
準
備
せ
よ
、
と
い
と
高
き
命
令
を
発
し
て
い
た
だ
く
た
め
で

す
。
な
お
そ
の
旅
は
、
敬
虔
で
智
に
通
じ
、
正
し
き
道
を
辿
る
比
類
な
き
人
物
、
す
な

わ
ち
こ
の
書
簡
の
持
参
者
に
し
て
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
使
者
シ
ャ
イ
フ
・
サ
ア

ド
ゥ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
マ
ス
ウ
ー
ド
・
ミ
ク
ナ
ー
ス
ィ
ー
―
―
神
よ
、
彼
に
力
を
与
え
給
え

―
―
の
同
行
の
も
と
、
行
わ
れ
ま
す
よ
う
に（
128
）
。
ま
た
彼
ら
の
旅
支
度
は
い
と
高
き
御

前
の
所
有
す
る
船
の
内
の
一
隻
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
よ
う
に
。
そ
の
際
、
前
述
の
人
々

（
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
家
族
）
を
親
切
に
遇
し
、
彼
ら
を
世
話
す
る
こ
と
を
確
実

に
、
そ
し
て
常
に
も
増
し
て
そ
う
す
る
よ
う
、
船
乗
り
に
指
示
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

に
。//p.253//

も
し
指
示
を
受
け
た
船
乗
り
が
到
着
す
れ
ば
、
彼
ら
に
は
、
彼
ら
が
思
う

以
上
の
、
彼
ら
の
希
望
を
は
る
か
に
越
え
る
安
全
と
厚
遇
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
ょ
う
。
愛
情
に
溢
れ
頼
り
が
い
の
あ
る
い
つ
も
の
あ
な
た
の
よ
う
に
、
上
記
の
件
に
つ

い
て
ご
配
慮
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
ま
た
あ
な
た
が
、
使
者
の
往
来
と
書
簡
の
遣
り
取

り
を
贈
り
物
と
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
も
し
至
高
な
る
神
が
望
み
給
う
な
ら
ば
、

天
使
と
ク
ル
ア
ー
ン
の
章
句
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
恩
寵
と
幸
運
に
よ
っ
て
あ
な
た
を
お

守
り
く
だ
さ
る
で
し
ょ
う
。

　

七
八
六
年
祝
福
さ
れ
た
サ
フ
ァ
ル
月
一
五
日
／
一
三
八
四
年
四
月
一
六
日
、
高
貴
な

る
勅
令
に
基
づ
い
て
記
す
。
神
に
讃
え
あ
れ
。
ま
た
我
ら
が
主
人
た
る
ム
ハ
ン
マ
ド
と

彼
の
一
族
と
教
友
た
ち
に
神
の
祝
福
と
平
安
が
あ
ら
ん
こ
と
を
。

　

そ
の
後
、
サ
ラ
ー
フ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
イ
ユ
ー
ブ
の
ワ
ク
フ（
129
）

の
一
つ
で

あ
る
、
フ
ス
タ
ー
ト
の
カ
ム
ヒ
ー
ヤ
・
マ
ド
ラ
サ（
130
）

の
一
教
授
が
亡
く
な
っ
た
。
そ
こ

で
、
ス
ル
タ
ー
ン
は
同
マ
ド
ラ
サ
で
彼
の
代
わ
り
に
教
え
る
よ
う
、
私
を
そ
の
教
授
の
座

に
据
え
た（
131
）
。
私
が
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
間
に
、
ス
ル
タ
ー
ン
は
、
あ
り
が
ち
な

こ
と
と
し
て
、
マ
ー
リ
ク
派
の
カ
ー
デ
ィ
ー
に
腹
を
立
て
、
彼
を
解
任
し
た
。
と
こ
ろ

で
、
そ
の
カ
ー
デ
ィ
ー
は
四
法
学
派
の
第
四
の
者（
132
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
四
人
す
べ
て
が
、

代
理
職
に
あ
る
裁
判
官（
133
）

と
区
別
さ
れ
、
大
カ
ー
デ
ィ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
代
理
職

の
裁
判
官
は
、
人
の
住
ん
で
い
る
場
所
が
広
く
、
人
が
多
く
、
そ
し
て
カ
ー
デ
ィ
ー
の
も

と
に
上
が
っ
て
く
る
訴
訟
案
件
が
多
い
ゆ
え
に
任
命
さ
れ
て
い
た
。//p.254//

ま
た
四
人

の
内
の
筆
頭
は
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
の
カ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
そ
の
権
限
が

［
下
エ
ジ
プ
ト
の
］
東
西
の
諸
地
方
に
、
ま
た
上
エ
ジ
プ
ト
や
フ
ァ
イ
ユ
ー
ム
に
広
く
及

ん
で
お
り（
134
）
、
さ
ら
に
孤
児
の
財
産
や
遺
言
の
監
督
権
限（
135
）

を
独
占
し
て
い
た
為
で
あ

る
。
な
お
そ
の
仕
事
は
、
以
前
は
ス
ル
タ
ー
ン
が
直
接
行
っ
て
い
た
が
、
今
や
そ
れ
は

シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
の
カ
ー
デ
ィ
ー
に
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。

　
［
七
］
八
六
／
一
三
八
四
年
に
件
の
マ
ー
リ
ク
派
の
カ
ー
デ
ィ
ー（
136
）

が
解
任
さ
れ
た

時
、
ス
ル
タ
ー
ン
は
私
の
地
位
故
に
、
そ
の
職
は
私
に
相
応
し
い
と
み
な
し
、
ま
た
私
を

高
く
評
価
し
て
、
こ
の
職
を
私
に
与
え
た
。
私
は
そ
の
こ
と
を
ス
ル
タ
ー
ン
に
辞
退
し
た

が
、
ス
ル
タ
ー
ン
は
そ
れ
を
許
さ
ず
、
彼
の
イ
ー
ワ
ー
ン
に
て
私
に
名
誉
の
衣（
137
）

を
授

与
し
た
。
そ
し
て
ス
ル
タ
ー
ン
は
側
近
の
大
物
の
一
人
を
派
遣
し
、
私
を
、
バ
イ
ナ
ル
カ

ス
ラ
イ
ン（
138
）

に
あ
る
サ
ー
リ
ヒ
ー
ヤ
・
マ
ド
ラ
サ（
139
）

の
裁
き
の
座
に
就
け
た（
140
）
。
そ
こ

で
私
は（
141
）
、
自
ら
に
与
え
ら
れ
た
賞
賛
に
値
す
る
職
務
を
執
行
し
、
自
ら
に
委
ね
ら
れ

た
神
の
法
に
関
し
て
努
力
を
払
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
私
は
、
自
ら
の
カ
ー
デ
ィ
ー
と
し
て

の
職
務
に
対
し
い
か
な
る
非
難
も
浴
び
ぬ
よ
う
、
ま
た
い
か
な
る
地
位
も
権
力
も
私
の
職

務
を
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
裁
き
に
お
い
て
訴
訟
人
双
方
を

等
し
く
扱
い
、//p.255//

裁
き
を
求
め
る
者
の
う
ち
弱
者
の
権
利
を
護
り
、
双
方
か
ら
執

り
成
し
や
伝
手
を
求
め
ら
れ
て
も
断
り
、
証
言
を
確
実
に
聞
き
取
り
、
証
言
を
行
う
た
め

に
任
命
さ
れ
た
公
証
人（
142
）
の
資
格
を
吟
味
す
る
こ
と
に
努
め
た
の
で
あ
る
。

　

彼
ら
公
証
人
の
中
に
は
品
行
方
正
な
善
人
も
い
れ
ば
、
不
品
行
な
悪
人
も
い
た
。
そ
し

て
裁
判
官
た
ち（
143
）

は
公
証
人
へ
の
批
判
を
避
け
、
彼
ら
の
欠
点
を
認
識
し
て
い
な
が
ら

そ
れ
へ
の
対
応
を
怠
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
公
証
人
た
ち
が
有
力
者
た
ち
に
す
り
寄
る
こ
と

で
そ
の
欠
点
を
取
り
繕
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
実
に
、
彼
ら
の
大
半
は
ク
ル
ア
ー
ン
教

師
と
し
て
、
ま
た
は
礼
拝
の
導
師
と
し
て
ア
ミ
ー
ル
た
ち
と
交
際
し
、
公
証
人
に
相
応
し

い
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
ア
ミ
ー
ル
た
ち
は
彼
ら

を
善
良
と
み
な
し
、
そ
の
地
位
を
用
い
て
、
公
証
人
と
し
て
の
資
格
審
査（
144
）

の
際
に

カ
ー
デ
ィ
ー
の
前
で
口
添
え
し
、
彼
ら
の
た
め
に
便
宜
を
図
っ
て
や
る
の
で
あ
る
。
こ
う

し
て
、
彼
ら
の
弊
害
が
深
刻
な
も
の
と
な
り
、
人
々
の
間
に
彼
ら
の
捏
造
と
虚
偽
に
よ
る

腐
敗
が
広
が
っ
た
。
私
は
そ
う
し
た
腐
敗
の
一
端
を
知
り
、
厳
罰
を
与
え
見
せ
し
め
と
し

た
。
ま
た
一
部
の
公
証
人
た
ち
に
は
そ
の
資
質
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
、

私
は
彼
ら
に
証
言
を
行
う
こ
と
を
禁
じ
た
。
と
こ
ろ
で
、
公
証
人
た
ち
の
中
に
は
、
カ
ー

デ
ィ
ー
た
ち
の
事
務
局
で
働
き
、
彼
ら
の
法
廷
に
て
文
書
作
成
を
行
う
書
記
官
た
ち
が
い

た
。
彼
ら
は
訴
え
の
口
述
筆
記
と
判
決
の
記
録
に
慣
れ
て
お
り
、
ア
ミ
ー
ル
た
ち
が
関
わ

る
こ
と
に
な
っ
た
各
種
の
契
約
に
つ
い
て
、
書
式
に
則
っ
て
巧
み
に
文
書
を
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
彼
ら
に
重
宝
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
公
証
人

た
ち
は
同
業
者
の
中
で
優
位
に
立
ち
、
ま
た
ア
ミ
ー
ル
た
ち
の
権
威
を
傘
に
き
て
、
カ
ー
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デ
ィ
ー
た
ち
に
対
し
て
誤
魔
化
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
そ
れ
に

よ
っ
て
、
予
想
さ
れ
る
自
分
た
ち
へ
の
非
難
に
備
え
る
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
そ
の
非
難

に
晒
さ
れ
る
の
は
彼
ら
の
諸
々
の
行
為
故
で
あ
る
。
と
き
に
、
彼
ら
の
一
部
は
瑕
疵
の
な

い
契
約
文
書
に
対
し
て
ペ
ン
の
力
を
行
使
し
て
、
そ
う
し
て
法
的
な
い
し
書
記
術
的
に
そ

の
文
書
を
無
効
と
す
る
方
法
を
編
み
出
す
。//p.256//

そ
し
て
、
地
位
な
い
し
財
産
を
持

つ
者
の
お
呼
び
が
あ
れ
ば
、
彼
ら
は
直
ち
に
そ
れ
を
行
う
の
で
あ
る
。
ま
た
特
に
、
こ
の

町
に
お
い
て
は
、
人
の
多
さ
ゆ
え
に
度
を
越
え
て
た
く
さ
ん
あ
る
ワ
ク
フ
に
つ
い
て
、
そ

の
こ
と
が
い
え
る
。
こ
う
し
て
ワ
ク
フ
は
、
素
性
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
お
り
、
裁
判
官

た
ち
が
属
す
る
学
派
の
違
い
に
よ
っ
て
無
効
と
な
る
危
険
に
晒
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ワ
ク
フ
の
売
却
な
い
し
私
有
化
を
企
て
る
者
が
い
れ
ば
公
証
人
た
ち
は
そ
の
者
と
条
件
を

設
定
し
合
意
す
る
。
そ
う
し
て
、
詐
欺
的
な
行
為
か
ら
ワ
ク
フ
を
保
護
す
る
べ
く
そ
う
し

た
者
た
ち
の
行
為
を
禁
じ
妨
げ
よ
う
と
す
る
裁
判
官
た
ち
に
対
抗
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う

し
て
、
損
害
が
ワ
ク
フ
に
広
ま
り
、
そ
の
危
険
は
契
約
文
書
や
私
有
財
に
ま
で
及
ん
で
い

る
。
そ
こ
で
私
は
神
の
助
け
を
借
り
て
そ
う
し
た
不
正
を
終
わ
ら
せ
る
べ
く
働
い
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
こ
と
で
公
証
人
た
ち
は
私
に
憤
り
、
私
へ
の
憎
し
み
を
募
ら
せ
た
の
で

あ
っ
た
。

　

つ
い
で
、
私
は
［
自
ら
の
学
派
で
あ
る
］
マ
ー
リ
ク
派
の
ム
フ
テ
ィ
ー
た
ち（
145
）

に
注

意
を
向
け
た
。
裁
判
官
た
ち
は
、
た
び
た
び
ム
フ
テ
ィ
ー
が
抵
抗
し
、
彼
ら
が
訴
訟
の
当

事
者
た
ち
に
悪
事
を
吹
き
込
み
、
そ
し
て
判
決
の
下
っ
た
後
で
フ
ァ
ト
ワ
ー
を
出
す
こ
と

に
悩
ま
さ
れ
て
い
た（
146
）
。
ま
た
彼
ら
（
ム
フ
テ
ィ
ー
）
の
中
に
は
取
る
に
足
ら
な
い
者

が
お
り
、
彼
ら
は
か
ろ
う
じ
て
学
生
や
公
証
人
の
端
く
れ
に
加
わ
っ
て
い
る
が
―
―
い

や
、
ほ
と
ん
ど
そ
れ
ら
で
す
ら
な
い
の
で
あ
る
が
―
―
、
突
然
ム
フ
テ
ィ
ー
や
マ
ド
ラ
サ

教
授
へ
抜
擢
さ
れ
て
そ
の
地
位
に
座
し
、
無
分
別
に
も
そ
こ
に
居
座
り
続
け
、
非
難
す
る

者
や
そ
の
適
性
を
批
判
す
る
者
や
篩
に
か
け
る
者
も
い
な
い
ま
ま
、
そ
の
地
位
を
保
持
す

る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
彼
ら
（
ム
フ
テ
ィ
ー
）
の
数
の
多
さ
は
こ
の
町
の
住
民
の

多
さ
故
に
群
を
抜
い
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
町
に
お
い
て
、
フ
ァ
ト
ワ
ー
の
筆
は
無

制
限
に
ふ
る
わ
れ
、
フ
ァ
ト
ワ
ー
の
手
綱
は
手
離
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
し
て
、
訴
訟

の
当
事
者
は
皆
、
そ
の
端
綱
を
互
い
に
引
き
合
っ
た
り
、
そ
の
端
を
つ
か
も
う
と
し
た
り

す
る
。
そ
れ
を
頼
り
に
、
訴
訟
相
手
に
勝
と
う
と
し
、［
何
か
を
］
強
要
し
よ
う
と
す
る

の
で
あ
る
。
ム
フ
テ
ィ
ー
は
、
こ
れ
を
受
け
て
、
学
説
の
違
い
の
隘
路
を
縫
い
、
助
け
を

求
め
る
者
を
満
足
さ
せ
、
要
求
通
り
の
も
の
を
与
え
る
の
で
あ
る
。//p.257//

そ
の
結
果
、

諸
々
の
フ
ァ
ト
ワ
ー
は
衝
突
し
、
互
い
に
反
駁
し
あ
い
、
判
決
が
下
っ
た
後
に
フ
ァ
ト

ワ
ー
が
出
さ
れ
よ
う
も
の
な
ら
、
混
乱
に
拍
車
が
か
か
る
の
で
あ
る
。
諸
学
派
間
の
学
説

の
相
違
は
多
々
あ
り
、
中
庸
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ム
フ
テ
ィ
ー
の
資
質
と
フ
ァ

ト
ワ
ー
の
良
し
悪
し
に
つ
い
て
は
、
一
般
民
衆
に
そ
れ
を
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ

故
、
こ
の
悪
弊（
147
）

が
取
り
除
か
れ
る
こ
と
は
望
む
べ
く
も
な
く
、
ま
た
こ
の
混
乱
が
断

た
れ
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
私
は
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
真
実
の
大
鉈
を
ふ
る
い
、
好
き
勝
手
に
振
る

舞
う
者
た
ち
と
無
知
な
輩
の
手
綱
を
引
き
締
め
、
彼
ら
を
元
の
状
態
に
戻
し
た
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
彼
ら
の
中
に
は
マ
グ
リ
ブ
か
ら
や
っ
て
き
て
、
徒
党
を
組
ん
で
い
る
者
た

ち
が
い
た
。
彼
ら
は
あ
れ
や
こ
れ
や
の
諸
学
の
専
門
用
語
を
断
片
的
に
用
い
て
常
に
人
を

欺
き
、
高
名
な
師
匠
に
師
事
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
学
芸
に
関
し
て
何
ら
か
の
著
作

が
あ
る
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
ま
た
彼
ら
は
世
間
を
あ
ざ
け
り
の
対
象
と
な
し
て
お
り
、

人
の
名
誉
を
汚
し
、
ま
た
冒
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
を
責
め
た
て
る
会
合
を
開
い
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
私
の
行
い
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
私
を
嫌
い
、
ま
た
妬
み
、
怨
ん
だ
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
彼
ら
は
、
敬
神
を
装
っ
て
修ザ

ー
ウ
ィ
ヤ

道
場（
148
）

に
住
ん
で
い
る
仲
間
の
も
と
へ
行
く
。

彼
ら
は
そ
の
敬
神
ぶ
り
に
よ
っ
て
名
声
を
購
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
神
に
抗
い
人
を
庇
う
の

で
あ
る
。
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
人
々
が
彼
ら
を
仲
裁
者
と
し
て
選
ば
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

も
あ
ろ
う
。
す
る
と
彼
ら
は
、
悪
魔
の
言
葉
に
基
づ
い
て
仲
裁
し
、
勝
手
に
解
決
し
て
し

ま
う
。
無
知
な
ま
ま
神
の
法
を
取
り
扱
う
こ
と
を
、
彼
ら
の
信
仰
心
と
や
ら
が
妨
げ
る
こ

と
も
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
私
は
彼
ら
の
手
中
に
あ
る
綱
を
断
ち
切
り
、
ま
た
彼
ら
が
保
護
し
て
い
る
人
物

を
神
の
法
に
従
っ
て
裁
い
た
。
彼
ら
の
保
護
は
、
神
の
前
で
は
何
一
つ
役
に
立
た
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
結
果
、
彼
ら
の
修
道
場
は
打
ち
捨
て
ら
れ
、
収
入
の
源
泉
は
涸
れ
た
。
彼

ら
は
嘘
偽
り
で
も
っ
て
、
私
の
名
誉
を
損
な
い
面
目
を
潰
す
べ
く
、
愚
か
な
者
た
ち
と
妄

言
を
語
り
は
じ
め
た
。
彼
ら
は
そ
の
嘘
偽
り
を
人
々
に
広
め
、//p.258//

ス
ル
タ
ー
ン
に

対
し
て
私
へ
の
不
満
を
ひ
そ
か
に
吹
き
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
ス
ル
タ
ー
ン
は
彼
ら

に
耳
を
貸
さ
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
私
は
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
来
世
で
の
神
の
報
い
を
見
越
し
て
、
そ
の

試
練
に
耐
え
た
。
ま
た
そ
の
状
況
下
で
無
知
な
る
者
ど
も
を
避
け
た
。
ま
た
、
厳
格
に
振

る
舞
い
、
活
力
を
持
ち
、
公
正
な
行
い
と
諸
権
利
の
回
復
を
強
く
望
み
、
誤
っ
た
計
画
に

誘
わ
れ
て
も
そ
れ
に
与
せ
ず
、
地
位
や
利
益
に
敏
い
人
物
が
私
に
目
配
せ
し
て
も
断
固
と

し
て
そ
れ
を
拒
み
、
正
道
を
歩
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
同
僚
の
カ
ー
デ
ィ
ー
た
ち
は
そ

う
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
そ
の
こ
と
で
私
に
異
を
唱
え
、
自
分
た
ち
の
や
り
方
に
従
う

よ
う
、
私
に
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
物
を
満
足
さ
せ
、
名
士
に
敬
意
を
払

い
、
地
位
あ
る
人
に
有
利
な
よ
う
に
目
に
見
え
る
形
で
裁
き
を
行
え
と
い
う
の
で
あ
る
。
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あ
る
い
は
、
そ
れ
が
困
難
な
場
合
、
代
わ
り
の
裁
判
官
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
裁
き
を
行

う
こ
と
は
当
該
裁
判
官
の
義
務
で
は
な
い
と
い
う
原
則
に
従
っ
て
、
訴
訟
人
を
追
い
払
う

こ
と
を
要
求
し
た
。
実
の
と
こ
ろ
、［
た
ら
い
回
し
に
す
る
］
算
段
が
つ
い
て
い
る
と

知
っ
て
い
な
が
ら
で
あ
る
。
そ
の
逆
が
正
し
い
と
知
り
つ
つ
、
目
に
見
え
る
形
で
判
決
を

下
す
こ
と
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
何
と
弁
解
す
る
か
を
知
り
た
い
も
の
だ
。
預
言
者
―
―
神

の
祝
福
と
平
安
が
彼
の
上
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
―
―
は
そ
の
様
な
判
決
に
つ
い
て
言
っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
私
が
あ
る
男
に
、
そ
の
同
胞
の
所
有
す
る
も
の
の
一
部
を
奪
っ
て

与
え
る
判
決
を
下
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
地
獄
の
一
部
を
切
り
取
っ
て
与
え
た
の
で
あ

る
﹂（
149
）
と
。

　

そ
こ
で
私
は
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
全
て
に
お
い
て
、
カ
ー
デ
ィ
ー
の
職
務
の
本
分
を
全

う
し
、
そ
の
職
務
と
私
を
任
じ
た
方
へ
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
の
み
に
専
心
し
た
。
そ
の

た
め
、
皆
が
私
に
敵
対
し
て
団
結
し
、
私
に
対
し
て
不
満
を
叫
ぶ
人
を
援
助
し
、
私
を
非

難
す
る
ウ
ン
マ
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
か
つ
て
公
証
の
役
目
を
禁
じ

ら
れ
た
者
た
ち
に
対
し
、
私
の
彼
ら
へ
の
処
置
は
そ
の
権
利
を
欠
い
て
い
た
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
証
人
が
不
適
格
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
私
が
知
っ
て
い
る
事
の
み
に
基
づ
い
て
い

る
が
、//p.259//

そ
れ
は
本
来
法
学
者
の
合
意
を
要
す
る
事
案
で
あ
る
と
吹
き
込
ん
だ
の

で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
人
々
は
口
々
に
も
の
を
言
い
始
め
、
雑
音
が
大
き
く
な
っ
た
。
あ

る
者
が
自
分
た
ち
の
意
に
沿
っ
て
裁
き
を
す
る
よ
う
私
に
望
ん
だ
が
、
私
は
そ
の
審
理
を

止
め
た
。
す
る
と
人
々
は
訴
訟
の
当
事
者
た
ち
を
け
し
か
け
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
ス
ル

タ
ー
ン
の
も
と
で
口
を
そ
ろ
え
て
私
へ
の
不
満
を
訴
え
た
。
ス
ル
タ
ー
ン
は
そ
の
件
を
調

査
す
る
た
め
に
、
カ
ー
デ
ィ
ー
た
ち
と
ム
フ
テ
ィ
ー
た
ち
を
一
同
に
集
め
た
。
そ
こ
で
私

は
先
の
裁
き
を
、
何
一
つ
混
ざ
っ
て
い
な
い
純
金
の
如
く
、
純
粋
な
も
の
で
あ
る
と
主
張

し
た
。
そ
こ
で
事
の
真
相
が
ス
ル
タ
ー
ン
に
明
ら
か
と
な
っ
た
。
私
は
こ
の
裁
き
に
お
い

て
、
彼
ら
の
意
向
に
沿
わ
な
い
形
で
、
神
の
法
に
基
づ
い
て
裁
い
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は

﹁
か
よ
う
に
し
っ
か
と
腹
を
決
め
早
々
と
出
掛
け
て
﹂（150
）

行
き
、
ス
ル
タ
ー
ン
の
近
臣
や

重
臣
に
対
し
て
耳
打
ち
し
、
私
が
彼
ら
（
近
臣
や
重
臣
）
の
地
位
を
無
視
し
、
ま
た
彼
ら

の
執
り
成
し
を
否
定
し
て
い
る
と
し
て
悪
様
に
罵
り
、
私
の
そ
う
し
た
行
為
は
［
カ
ー

デ
ィ
ー
職
の
］
不
文
律
に
無
知
な
た
め
で
あ
る
と
言
い
つ
く
ろ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
出
鱈

目
を
、
彼
ら
が
私
に
由
来
す
る
と
み
る
重
大
事
と
併
せ
て
広
め
た
。
そ
れ
は
、
寝
て
い
る

者
を
も
起
こ
し
、
分
別
の
あ
る
者
を
も
い
き
り
立
た
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら

は
、
私
に
対
す
る
怒
り
を
掻
き
立
て
、
憎
し
み
を
植
え
付
け
た
の
で
あ
る
。
神
は
彼
ら
に

報
い
を
与
え
、
ま
た
問
い
質
す
者
な
り
。

　

そ
の
た
め
、
私
に
対
す
る
騒
ぎ
が
あ
ら
ゆ
る
方
面
で
多
く
な
っ
た
。
そ
し
て
私
と
王
朝

の
人
々
の
間
に
暗
雲
が
立
ち
込
め
た
。
同
じ
時
期
に
妻
子
ら
へ
の
災
厄
が
重
な
っ
た
。
彼

ら
は
マ
グ
リ
ブ
よ
り
船
で
や
っ
て
き
て
い
た
が
、
大
嵐
が
襲
い
、
船
が
沈
ん
で
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
私
は
財
産
、
家
人
、
子
供
を
失
っ
て
し
ま
い
、
不
幸
と
悲
し
み
が
大
き
く
な

り
、
俗
世
を
離
れ
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た
。
そ
し
て
私
は
カ
ー
デ
ィ
ー
職
を
辞

す
こ
と
に
し
た
。//p.260//

し
か
し
、
私
の
相
談
に
乗
っ
て
忠
告
し
て
く
れ
た
人
は
職
を

辞
す
こ
と
に
賛
成
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ス
ル
タ
ー
ン
の
責
め
と
怒
り
を
恐
れ
て
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
私
は
行
く
こ
と
も
戻
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
希
望
と
絶
望
を
つ

な
ぐ
道
の
上
で
立
ち
尽
く
し
た
。
や
が
て
、
私
の
も
と
に
主
の
恩
寵
が
届
き
、
ス
ル
タ
ー

ン
―
―
神
が
彼
を
助
け
給
わ
ん
こ
と
を
―
―
の
恩
顧
が
私
を
包
ん
だ
。
ス
ル
タ
ー
ン
は
、

慈
悲
の
眼
差
し
で
私
を
見
つ
め
、
私
が
そ
の
重
責
を
担
い
得
ず
、
ま
た
連
中
が
主
張
す
る

と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
そ
の
職
の
不
文
律
に
つ
い
て
無
知
で
あ
る
私
を
そ
の
任
か
ら
解
い
て

く
れ
た
。
そ
し
て
ス
ル
タ
ー
ン
は
そ
の
職
を
前
任
者
に
戻
し
、
私
を
そ
の
枷
か
ら
解
き

放
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
私
は
自
由
の
身
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
私
の
事
績

は
賞
賛
さ
れ
、
ま
た
大
勢
の
人
が
残
念
が
り
、
私
の
た
め
に
祈
願
し
、
賛
辞
を
述
べ
つ
つ

見
送
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
人
び
と
は
慈
悲
の
眼
差
し
で
私
を
見
つ
め
、
私
の
復
帰
を

望
ん
で
互
い
に
さ
さ
や
き
合
っ
て
い
た
。
私
は
以
前
と
同
じ
よ
う
に
、
ス
ル
タ
ー
ン
の
恩

顧
の
牧
場
の
中
、
寵
愛
と
配
慮
の
蔭
の
も
と
で
草
を
食
む
者
と
な
っ
た
。
そ
し
て
私
は
、

神
の
使
徒
―
―
神
の
祝
福
と
平
安
が
彼
の
上
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
―
―
が
主
か
ら
求
め
た

善
き
健
康（
151
）

に
満
足
し
、
教
授
や
読
書
、
あ
る
い
は
執
筆
に
勤
し
み
、
余
生
を
神
に
奉

仕
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、
ま
た
神
の
恩
恵
と
恩
寵
に
よ
っ
て
幸
福
へ
の
障
害
が
取
り
除
か

れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
た
。

　
【
註
】

（
1
）
前
号
ま
で
の
余
録
は
終
わ
り
、
こ
こ
か
ら
話
は
本
筋
に
戻
る
。
以
下
の
テ
キ
ス
ト
は
ブ
ー
ラ
ー

ク
版
に
も
含
ま
れ
て
お
り
、
余
録
と
は
異
な
り
最
初
か
ら
自
伝
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
６
﹂、
四
四
頁
、
註
三
四
参
照
。

（
2
）
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー
・
フ
ァ
ー
リ
ス
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
。
一
三
七
〇
年
に
ト
㆑

ム
セ
ン
を
征
服
し
た
こ
の
君
主
の
中
央
マ
グ
リ
ブ
経
営
の
た
め
に
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン

は
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
の
協
力
を
取
り
付
け
る
な
ど
し
て
働
い
て
い
た
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン

自
伝
５
﹂、
九
一
―
九
三
頁
）。

（
3
）
一
三
六
六
年
以
降
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
を
保
護
し
て
い
た
ビ
ス
ク
ラ
の
支
配
者
（﹁
イ

ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
５
﹂、
七
八
頁
）。

（
4
）
都
市
ビ
ス
ク
ラ
に
拠
点
を
お
く
ム
ズ
ニ
ー
家
は
、
一
四
世
紀
に
は
ザ
ー
ブ
地
方
の
オ
ア
シ
ス
地

帯
の
徴
税
権
を
掌
握
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
リ
ヤ
ー
フ
族
と
お
お
む
ね
良
好



82

The Autobiography of Ibn Khaldun: An Annotated Japanese Translation (8)

イスラーム地域研究ジャーナル　Vol. 8（2016.3）

な
同
盟
関
係
を
維
持
し
て
い
た
。
ハ
フ
ス
朝
、
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
、
マ
リ
ー
ン
朝
と
い
っ
た
王
朝

国
家
に
協
力
す
る
際
に
は
、
ム
ズ
ニ
ー
家
が
財
政
的
に
支
援
す
る
一
方
で
、
リ
ヤ
ー
フ
族
が
軍

事
力
を
提
供
す
る
と
い
う
役
割
分
担
が
見
ら
れ
た
（M

ichael B
rett, “Ibn K

haldūn and the 

dynastic approach to local history: the case of B
iskra, ” al-Q

anṭara 12, 1991, pp. 157-

180
）。

（
5
）
マ
リ
ー
ン
朝
に
仕
え
る
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
ス
ワ
イ
ド
族
の
指
導
者
で
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン

と
も
親
交
が
あ
っ
た
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
５
﹂、
一
〇
一
頁
、
註
一
一
一
）。

（
6
）
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー
・
フ
ァ
ー
リ
ス
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
は
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル

ド
ゥ
ー
ン
が
ビ
ス
ク
ラ
を
発
っ
た
翌
月
、
七
七
四
年
ラ
ビ
ー
ウ
・
サ
ー
ニ
ー
月
二
二
日
／

一
三
七
二
年
一
〇
月
二
一
日
に
ト
㆑
ム
セ
ン
で
没
し
た
（al-‘Ibar, vol. 7, p. 336

）。

（
7
）
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
サ
イ
ー
ド
二
世
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
３
﹂、
六
五
頁
、
註

八
五
）。
即
位
時
に
は
ま
だ
四
歳
に
も
満
た
な
い
幼
児
で
あ
っ
た
。
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン

は
彼
の
ク
ン
ヤ
を
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
と
記
し
て
い
る
が
、
同
時
代
に
フ
ェ
ズ
で
活
躍
し
た
イ
ブ

ン
・
ア
フ
マ
ル
は
ア
ブ
ー
・
ザ
イ
ヤ
ー
ン
と
記
し
て
い
る
（al-‘Ibar, vol. 7, p. 351; Ibn al-

A
ḥm

ar, Raw
ḍat al-nisrīn fī daw

lat Banī M
arīn, ed. ‘A

bd al- W
ahhāb ibn M

anṣūr, R
abat: 

al- M
aṭba‘a al- M

alakīya, 1991, p. 44

）。

（
8
）
マ
リ
ー
ン
朝
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
。
前
君
主
ア
ブ
ー
・
フ
ァ
ー
リ
ス
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
の

治
世
に
は
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
と
協
力
し
て
中
央
マ
グ
リ
ブ
平
定
に
従
事
し
た
（﹁
イ
ブ

ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
３
﹂、
六
五
頁
、
註
八
六;

﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
５
﹂、

九
二
―
九
三
頁
）。

（
9
）
ア
ッ
タ
ー
フ
族
は
ミ
ル
ヤ
ー
ナ
近
辺
を
活
動
地
域
と
す
る
ズ
グ
バ
系
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
。
ヤ
ア

ク
ー
ブ
・
イ
ブ
ン
・
ム
ー
サ
ー
家
は
そ
の
中
の
指
導
的
な
家
系
（al-‘Ibar, vol. 6, pp. 48, 118;

﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
５
﹂、
九
四
頁
、
註
七
）。

（
10
）
ス
ワ
イ
ド
族
は
バ
ト
ハ
ー
か
ら
南
方
の
山
岳
地
帯
を
活
動
地
域
と
す
る
ズ
グ
バ
系
ア
ラ
ブ
遊
牧

民
。
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー
・
ハ
サ
ン
の
中
央
マ
グ
リ
ブ
経
営
に
協
力
し
た
ア
リ
ー
フ
の
息

子
た
ち
が
、
そ
の
有
力
者
で
あ
っ
た
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
５
﹂、
九
四
頁
、
註
七

お
よ
び
一
〇
〇
頁
、
註
一
〇
五
）。

（
11
）
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー
・
ハ
ン
ム
ー
二
世
。
一
三
七
〇
年
に
マ
リ
ー
ン
朝
の
ア
ブ
ド
ゥ
ル

ア
ズ
ィ
ー
ズ
に
ト
㆑
ム
セ
ン
を
奪
わ
れ
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
へ
と
逃
れ
て
い
た
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル

ド
ゥ
ー
ン
自
伝
５
﹂、
九
一
―
九
三
頁
）。

（
12
）Tīgūrārīn. 

ト
㆑
ム
セ
ン
の
南
方
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
オ
ア
シ
ス
。
ト
ゥ

ワ
ー
ト
地
方
の
北
東
方
向
に
位
置
す
る
（al-‘Ibar, vol. 6, pp. 67, 102

）。

（
13
）
ウ
バ
イ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
族
は
マ
ア
キ
ル
族
を
構
成
す
る
三
つ
の
主
要
な
支
族
の
一
つ
で
、
北
は
ト

㆑
ム
セ
ン
や
ム
ル
ウ
ィ
ー
ヤ
川
の
河
口
一
帯
か
ら
、
ザ
ー
川
を
経
て
、
南
は
遠
く
サ
ハ
ラ
砂
漠

の
オ
ア
シ
ス
で
あ
る
ト
ゥ
ワ
ー
ト
地
方
を
活
動
地
域
と
し
て
い
た
（al-‘Ibar, vol. 6, p. 61

）。

マ
ア
キ
ル
族
に
つ
い
て
は
﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
５
﹂、
一
〇
一
頁
、
註
一
一
五
も

参
照
。

（
14
）W

ādī Zā. 

サ
ー
川W

ādī Ṣā

と
も
綴
る
。
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ヤ
写
本
で
はZ

の
文
字
とṢ

の
文
字
を

重
ね
て
表
記
し
て
い
る
。
ム
ル
ウ
ィ
ー
ヤ
川
の
支
流
の
ひ
と
つ
。
そ
の
水
源
と
い
う
ラ
ア
ス
・

ア
ル
＝
ア
イ
ン
は
、
校
訂
者
に
よ
れ
ば
現
在
の
ア
イ
ン
・
バ
ニ
ー
・
マ
ト
ハ
ル
に
あ
た
る
。

（
15
）Jabal D

abdū. 

ム
ル
ウ
ィ
ー
ヤ
川
の
東
に
位
置
す
る
山
地
。
同
名
の
町
が
近
く
に
あ
る
。
当
時
は

マ
リ
ー
ン
族
の
支
族
ワ
ン
ガ
ー
ス
ィ
ン
族
の
イ
ブ
ン
・
ザ
ク
ダ
ー
ン
が
こ
の
地
方
を
支
配
し
て
お

り
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
と
も
親
し
い
ワ
ナ
ズ
マ
ー
ル
・
イ
ブ
ン
・
ア
リ
ー
フ
と
と
も
に
ザ

イ
ヤ
ー
ン
朝
に
対
す
る
最
前
線
を
担
っ
て
い
た
（al-‘Ibar, vol. 7, pp. 128, 329; Encyclopaedia 

of Islam
, 2 nd ed., A

rticle on “D
ubdū”

）。

（
16
）
マ
リ
ー
ン
朝
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
、
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ウ
ス
マ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
カ
ー
ス
の

こ
と
。
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
と
は
﹁
父
方
の
従
兄
弟
﹂
と
あ
る
が
厳
密
に
は
二
人
の
曾
祖
父
が
兄

弟
同
士
に
あ
た
る
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
３
﹂、
六
五
頁
、
註
八
八
）。

（
17
）
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー
・
サ
ー
リ
ム
の
権
力
獲
得
（
一
三
五
九
年
）
の
際
の
イ
ブ
ン
・
ハ
ル

ド
ゥ
ー
ン
と
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ウ
ス
マ
ー
ン
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、﹁
イ
ブ
ン
・
ハ

ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
４
﹂、
七
二
頁
参
照
。

（
18
）
ナ
ス
ル
朝
君
主
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
（
イ
ブ
ン
・
ア
フ
マ
ル
）
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
だ
っ
た
イ
ブ
ン
・

ハ
テ
ィ
ー
ブ
は
、
当
時
は
グ
ラ
ナ
ダ
を
出
奔
し
て
マ
リ
ー
ン
朝
に
仕
え
て
い
た
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ

ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
５
﹂、
九
三
―
九
四
頁
）。

（
19
）
ス
ィ
ジ
ル
マ
ー
サ
を
拠
点
に
度
々
フ
ェ
ズ
の
王
権
に
反
旗
を
翻
し
て
き
た
マ
リ
ー
ン
朝
の
ア

ブ
ー
・
ア
リ
ー
家
出
身
の
王
族
。
一
三
六
五
年
に
ア
ン
ダ
ル
ス
に
渡
り
、
一
三
六
七
年
以
降
は

シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
＝
グ
ザ
ー
ト
（
ナ
ス
ル
朝
に
お
け
る
マ
グ
リ
ブ
兵
部
隊
の
指
揮
官
）
と
し
て

ナ
ス
ル
朝
の
軍
事
の
要
職
を
占
め
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
解
任
さ
れ
グ
ラ
ナ
ダ
で
投
獄
さ
れ
て

い
た
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
３
﹂、
六
六
頁
、
註
九
〇;

﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン

自
伝
５
﹂、
八
五
頁
）。

（
20
）
マ
リ
ー
ン
朝
に
仕
え
た
ワ
ズ
ィ
ー
ル
。
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
イ

フ
ァ
ッ
ル
ー
サ
ン
と
と
も
に
ア
ン
ダ
ル
ス
に
渡
っ
た
が
、
こ
の
時
に
は
と
も
に
グ
ラ
ナ
ダ
で
投

獄
さ
れ
て
い
た
。
彼
も
ま
た
ア
ブ
ー
・
サ
ー
リ
ム
の
権
力
獲
得
の
時
以
来
の
イ
ブ
ン
・
ハ
ル

ド
ゥ
ー
ン
の
知
己
で
あ
る
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
４
﹂、
九
二
頁
、
註
八
二;

﹁
イ
ブ

ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
５
﹂、
八
五
頁
）。

（
21
）
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
は
、
フ
ェ
ズ
の
王
権
に
と
っ
て
脅
威
と
な
り
う
る

ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
イ
フ
ァ
ッ
ル
ー
サ
ン
の
力
が
増
大
す
る
こ
と

を
懸
念
し
、
イ
ブ
ン
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
の
協
力
を
え
て
彼
を
陥
れ
よ
う
と
し
た
。
こ
の
結
果
、
ア

ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
は
ナ
ス
ル
朝
君
主
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
の
怒
り
を
買
い
、
一
三
六
八
―
九

年
に
解
任
さ
れ
投
獄
さ
れ
た
（al-‘Ibar, vol. 7, p. 378; M

iguel Á
ngel M

anzano R
odríguez, 
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La intervención de los Benim
erines en la península ibérica, M

adrid: C
SIC

, 1992, p. 

365

）。

（
22
）Ghassāsa. 

奥
マ
グ
リ
ブ
北
部
の
地
中
海
に
面
す
る
港
町
。
一
四
世
紀
に
は
荒
廃
し
て
い
た
メ

リ
ー
リ
ャ
に
代
わ
っ
て
、
ガ
ッ
サ
ー
サ
が
こ
の
地
域
の
主
要
な
港
町
だ
っ
た
。
周
辺
に
は
サ
ン

ハ
ー
ジ
ャ
系
ベ
ル
ベ
ル
の
バ
ッ
ト
ゥ
ー
ヤ
族
が
居
住
し
て
い
た
（Encyclopaedia of Islam

, 

2nd ed., A
rticle on “M

elilla”

）。

（
23
）
当
時
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
の
港
と
城
砦
は
、
マ
リ
ー
ン
朝
が
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
の
ア
ン
ダ
ル
ス

岸
に
有
す
る
唯
一
の
拠
点
だ
っ
た
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
４
﹂、
九
五
頁
、
註

一
二
七
）。
イ
ブ
ン
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
の
身
柄
引
き
渡
し
要
求
に
端
を
発
し
た
こ
の
一
連
の
事
件

の
結
果
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
は
ナ
ス
ル
朝
に
引
き
渡
さ
れ
、
海
峡
北
岸
か
ら
マ
リ
ー
ン
朝
の
軍
勢

は
完
全
に
撤
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
一
三
七
四
年
）。
さ
ら
に
、
ナ
ス
ル
朝
に
協
力
的
な
新
君

主
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
が
即
位
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ナ
ス
ル
朝
と
マ
リ
ー
ン
朝
の
力
関
係
は

完
全
に
逆
転
し
、
前
者
が
主
導
権
を
握
る
よ
う
に
な
っ
た
（
関
哲
行
・
立
石
博
高
・
中
塚
次
郎

編
『
世
界
歴
史
大
系　

ス
ペ
イ
ン
史
一　

古
代
―
近
世
』、
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、

一
二
三
頁
）。

（
24
）
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー
・
サ
ー
リ
ム
の
子
で
、
こ
の
後
フ
ェ
ズ
の
王
権
を
掌
握
す
る
ア

ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
・
ア
フ
マ
ド
の
こ
と
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
３
﹂、
六
五
頁
、

註
八
七
）。

（
25
）kudyat al-‘A

rā’is. 

フ
ェ
ズ
郊
外
の
丘
。
王
宮
の
あ
る
新
フ
ェ
ズ
を
西
側
か
ら
の
ぞ
む
場
所
に

位
置
し
て
い
た
（Ibn K

haldoun, H
istoire des Berbères et des dynasties m

usulm
anes de 

l’Afrique Septentrionale, N
ouvelle édition, 4 vols., tr. M

. de Slane, Paris, 1956, vol. 4, p. 

512

）。

（
26
）
メ
ク
ネ
ス
の
北
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
山
。
八
世
紀
末
に
イ
ド
リ
ー
ス
朝
を
開
い

た
イ
ド
リ
ー
ス
一
世
の
墓
廟
が
あ
り
、
現
在
で
は
彼
の
名
に
ち
な
ん
で
ム
ー
ラ
イ
・
イ
ド
リ
ー

ス
と
呼
ば
れ
る
町
が
あ
る
（Encyclopaedia of Islam

, 2nd ed., A
rticle on “M

aw
lāy Idrīs”

）。

（
27
）al-A

ḥlāf. 

ア
ラ
ブ
遊
牧
民
マ
ア
キ
ル
族
の
支
族
マ
ン
ス
ー
ル
族
の
さ
ら
に
支
族
の
う
ち
イ
ム

ラ
ー
ン
族
（aw

lād ‘Im
rān / al-‘A

m
ārina

）
と
ム
ナ
ッ
バ
ー
族
（aw

lād M
unabbā / al-

M
unabbāt

）
の
二
つ
を
あ
わ
せ
て
ア
フ
ラ
ー
フ
と
呼
ぶ
。
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
ス
ィ
ジ
ル
マ
ー
サ
か

ら
ム
ル
ウ
ィ
ー
ヤ
川
流
域
、
さ
ら
に
は
地
中
海
沿
岸
の
ガ
ッ
サ
ー
サ
地
方
を
活
動
地
域
と
し
て

い
た
（al-‘Ibar, vol. 6, pp. 66-67

）。

（
28
）‘A

lī ibn ‘U
m

ar al-W
ay‘alānī. 

マ
リ
ー
ン
朝
の
支
族
ワ
ル
タ
ー
ッ
ジ
ャ
ン
家
の
有
力
者
。
ワ

ズ
ィ
ー
ル
の
ア
ブ
ー
・
バ
ク
ル
・
イ
ブ
ン
・
ガ
ー
ズ
ィ
ー
に
反
抗
し
て
ス
ー
ス
地
方
へ
逃
れ
て
い

た
が
、
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
イ
フ
ァ
ッ
ル
ー
サ
ン
上
陸
の
知
ら
せ
を

聞
い
て
、
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
マ
ア
キ
ル
族
と
と
も
に
彼
に
合
流
し
た
。
フ
ェ
ズ
攻
略
後
は
、
一
旦

は
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
と
行
動
を
共
に
し
て
マ
ラ
ケ
シ
ュ
へ
向
か
う
が
、
や
が
て
関
係
が

悪
化
し
て
フ
ェ
ズ
に
戻
っ
た
（al-‘Ibar, vol. 7, pp. 325, 344

）。

（
29
）
奥
マ
グ
リ
ブ
の
大
西
洋
沿
岸
、
オ
ー
ト
・
ア
ト
ラ
ス
山
脈
と
ア
ン
チ
・
ア
ト
ラ
ス
山
脈
に
は
さ

ま
れ
た
ス
ー
ス
川
の
流
域
（Encyclopaedia of Islam

, 2nd ed., A
rticle on “al-Sūs al-

A
ḳsā”

）。

（
30
）Ṣafrū. 

フ
ェ
ズ
の
平
原
を
見
下
ろ
す
モ
ワ
イ
ヤ
ン
・
ア
ト
ラ
ス
山
腹
の
町
。
校
訂
テ
キ
ス
ト
お

よ
び
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ヤ
写
本
の
い
ず
れ
に
もṢafūw

ā

と
あ
る
が
、
ブ
ー
ラ
ー
ク
版
や
仏
訳
に
従
っ

た
（al-‘Ibar, vol. 7, p. 442; Autobiographie, p. 147

）

（
31
）
フ
ェ
ズ
と
メ
ク
ネ
ス
の
間
を
流
れ
る
セ
ブ
ー
川
の
支
流
。

（
32
）
一
三
世
紀
後
半
に
フ
ェ
ズ
の
西
郊
に
建
設
さ
れ
マ
リ
ー
ン
朝
の
王
宮
が
置
か
れ
た
都
市
。（﹁
イ

ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
２
﹂、
五
二
頁
、
註
一
〇
八
）。

（
33
）
サ
ハ
ラ
砂
漠
北
縁
の
交
易
都
市
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
３
﹂、
六
三
頁
、
註
六
四
）。

ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
イ
フ
ァ
ッ
ル
ー
サ
ン
の
祖
父
ア
ブ
ー
・
ア

リ
ー
は
こ
こ
を
拠
点
と
し
て
い
た
。

（
34
）
現
在
の
モ
ロ
ッ
コ
南
部
を
流
れ
る
川
。
ア
ト
ラ
ス
山
脈
か
ら
南
の
サ
ハ
ラ
砂
漠
方
面
に
流
れ
出

し
、
途
中
か
ら
西
流
し
て
大
西
洋
に
注
ぐ
。
夏
季
に
は
涸
れ
川
と
な
る
区
間
が
多
い
が
、
流
域

に
は
水
場
が
点
在
し
遊
牧
民
の
活
動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
（Encyclopaedia of Islam

, 2nd 

ed., A
rticle on “D

ar‘a”

）。

（
35
）
モ
ワ
イ
ヤ
ン
・
ア
ト
ラ
ス
山
脈
か
ら
発
す
る
川
。
メ
ク
ネ
ス
の
西
を
北
方
へ
流
れ
て
大
西
洋
の

近
く
で
セ
ブ
ー
川
に
合
流
す
る
。

（
36
）Asfī. 

奥
マ
グ
リ
ブ
の
大
西
洋
沿
岸
の
港
町
（Encyclopaedia of Islam

, 2nd ed., A
rticle on 

“A
sfī”

）。

（
37
）Karsīf. 

ム
ル
ウ
ィ
ー
ヤ
川
沿
い
の
町
。
フ
ェ
ズ
か
ら
タ
ー
ザ
を
経
て
中
央
マ
グ
リ
ブ
へ
至
る

途
上
に
位
置
す
る
（Encyclopaedia of Islam

, 2nd ed., A
rticle on “G

arsīf”

）

（
38
）Sulaym

ān ibn D
āw

ūd ibn A‘rāb al-‘A
skarī

（
一
三
七
九
―
八
〇
年
没
）。
マ
リ
ー
ン
家
の
支

族
ア
ス
カ
ル
家
出
身
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
。
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー
・
イ
ナ
ー
ン
の
頃
か
ら
、
ジ

ブ
ラ
ル
タ
ル
太
守
や
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
遠
征
の
指
揮
を
つ
と
め
る
な
ど
マ
リ
ー
ン
朝
宮
廷
の
実
力

者
だ
っ
た
。
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
フ
ェ
ズ
包
囲
に
協
力
し
、
権
力
獲
得
後
は
彼
の
政
権
の

重
鎮
の
一
人
と
な
っ
た
。
後
述
の
イ
ブ
ン
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
処
刑
は
、
彼
の
部
下
が
手
を
下
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
か
つ
て
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
が
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ル
＝
グ
ザ
ー
ト
職

を
求
め
た
際
に
イ
ブ
ン
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
の
進
言
に
よ
り
阻
ま
れ
た
た
め
、
恨
み
を
抱
い
て
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
一
三
七
六
―
七
年
、
ア
ン
ダ
ル
ス
に
外
交
使
節
と
し
て
赴
い
た
際
に
そ
の
ま

ま
グ
ラ
ナ
ダ
に
残
留
し
、
同
地
で
没
し
た
（al-‘Ibar, vol. 7, pp. 296-299, 341-343

）。

（
39
）
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
弟
ヤ
フ
ヤ
ー
に
つ
い
て
は
、﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
５
﹂、

九
五
頁
、
註
一
八
参
照
。

（
40
）Ibn Zam

rak, A
bū ‘A

bd A
llāh M

uḥam
m

ad ibn Y
ūsuf

（
一
三
三
三
～
一
三
九
五
年
）。
グ
ラ
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ナ
ダ
の
詩
人
。
イ
ブ
ン
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
の
後
押
し
も
あ
っ
て
、
ナ
ス
ル
朝
の
宮
廷
詩
人
・
書
記

と
し
て
台
頭
し
た
。
一
三
七
二
年
の
イ
ブ
ン
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
出
奔
後
は
ワ
ズ
ィ
ー
ル
に
任
じ
ら

れ
、
事
実
上
、
彼
の
後
継
者
と
し
て
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
の
治
政
後
半
を
支
え
た
。
一
三
九
一
年

に
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
が
没
す
る
と
彼
の
地
位
は
不
安
定
化
し
、
最
後
は
ム
ハ
ン
マ
ド
七
世
の
命

に
よ
り
暗
殺
さ
れ
た
（J. Lirola D

elgado ed., Biblioteca de al-Andalus, A
lm

ería: Fundación 

Ibn Tufayl, 2004-2012, tom
o 6, pp. 238-251; Encyclopaedia of Islam

, 2 nd ed., A
rticle on 

“Ibn Zam
rak”

）。
こ
の
時
の
イ
ブ
ン
・
ザ
ム
ラ
ク
の
マ
グ
リ
ブ
渡
航
は
、
ア
ブ
ー
・
ア
ッ

バ
ー
ス
の
即
位
を
祝
う
だ
け
で
な
く
、
フ
ェ
ズ
で
イ
ブ
ン
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
に
対
す
る
審
問
を
実

施
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
（al-‘Ibar, vol. 7, pp. 341-342

）。
し
か
し
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル

ド
ゥ
ー
ン
と
の
関
係
は
必
ず
し
も
悪
く
は
な
か
っ
た
ら
し
く
、『
自
伝
』
に
も
カ
イ
ロ
移
住
後

に
彼
か
ら
受
け
取
っ
た
書
簡
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（al-Ta‘rīf, pp. 262-274

）。

（
41
）
イ
ブ
ン
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
が
グ
ラ
ナ
ダ
を
出
奔
す
る
と
、
ナ
ス
ル
朝
君
主
ム
ハ
ン
マ
ド
五
世
は
マ

リ
ー
ン
朝
に
対
し
て
彼
の
身
柄
引
き
渡
し
を
た
び
た
び
要
請
し
た
が
、
マ
リ
ー
ン
朝
側
は
こ
れ

を
拒
否
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
三
七
四
年
に
ナ
ス
ル
朝
の
支
援
を
受
け
た
ア
ブ
ー
・
ア
ッ

バ
ー
ス
が
マ
リ
ー
ン
朝
の
権
力
を
握
っ
た
こ
と
で
情
勢
は
一
変
し
、
イ
ブ
ン
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
は

異
端
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
て
フ
ェ
ズ
で
投
獄
さ
れ
た
。
イ
ブ
ン
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
殺
害
の
日
付
は

不
明
だ
が
、
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
が
権
力
を
掌
握
し
た
直
後
、
グ
ラ
ナ
ダ
か
ら
使
節
と
し
て

イ
ブ
ン
・
ザ
ム
ラ
ク
が
フ
ェ
ズ
に
到
来
し
た
時
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（al-‘Ibar, vol. 7, pp. 341-342; J. Lirola D
elgado ed., Biblioteca de al-Andalus, tom

o 3, 

pp. 656-657; M
aría Isabel C

alero Secall, “El proceso de Ibn al- Jaṭīb, ” al-Q
anṭara 22, 

2001, pp. 421-461

）。

（
42
）
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
が
、
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ア
ズ
ィ
ー
ズ
に
協
力
し
て
、
ア

ブ
ー
・
ハ
ン
ム
ー
二
世
か
ら
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
を
離
反
さ
せ
た
こ
と
を
指
す
。﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル

ド
ゥ
ー
ン
自
伝
５
﹂、
九
二
―
九
三
頁
参
照
。

（
43
）
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
ス
ワ
イ
ド
族
の
有
力
者
。
こ
の
当
時
は
、
マ
リ
ー
ン
朝
に
協
力
す
る
兄
弟
ワ
ナ

ズ
マ
ー
ル
の
助
言
に
よ
り
、
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー
・
ハ
ン
ム
ー
二
世
の
中
央
マ
グ
リ
ブ

平
定
に
力
を
貸
し
て
い
た
（al-‘Ibar, vol. 7, pp. 135-136

）。
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
に
対

す
る
好
意
的
な
態
度
は
、
か
つ
て
ア
ブ
ー
・
ハ
ン
ム
ー
二
世
に
捕
ら
え
ら
れ
て
い
た
際
に
彼
の

尽
力
で
救
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝

５
﹂、
九
二
―
九
三
頁
参
照
。

（
44
）M

andās. 

シ
ャ
ラ
フ
川
下
流
の
低
地
バ
ト
ハ
ー
か
ら
南
の
ア
ト
ラ
ス
山
脈
方
面
に
入
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
町
。
さ
ら
に
南
へ
進
ん
で
グ
ズ
ー
ル
山
を
越
え
る
と
、
八
世
紀
に
ル
ス
タ
ム
朝
が
建

設
し
た
都
市
タ
ー
ハ
ル
ト
が
あ
る
（al-‘Ibar, vol. 7, p. 121

）。

（
45
）Qal‘at Ibn Salām

a. 

タ
ー
ハ
ル
ト
近
く
の
城
塞
。
別
名
タ
ー
ウ
グ
ズ
ー
ト
。
ベ
ル
ベ
ル
系
部
族

ト
ゥ
ー
ジ
ー
ン
族
の
有
力
支
族
ヤ
ド
ラ
ル
タ
ン
族
の
指
導
者
サ
ラ
ー
マ
が
一
三
世
紀
に
築
い
た

た
め
、
そ
の
名
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
サ
ラ
ー
マ
の
子
孫
は
こ
こ
を
拠
点
に
勢
威
を
ふ

る
っ
て
い
た
が
、
や
が
て
隣
接
地
域
で
活
動
す
る
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
ス
ワ
イ
ド
族
に
圧
迫
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
一
三
五
二
年
に
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー
・
イ
ナ
ー
ン
が
ト
㆑
ム
セ
ン
を
征

服
す
る
と
、
こ
れ
に
協
力
し
た
ス
ワ
イ
ド
族
の
ワ
ナ
ズ
マ
ー
ル
・
イ
ブ
ン
・
ア
リ
ー
フ
が
カ
ル

ア
・
イ
ブ
ン
・
サ
ラ
ー
マ
と
周
辺
の
ト
ゥ
ー
ジ
ー
ン
族
の
地
を
イ
ク
タ
ー
と
し
て
与
え
ら
れ

た
。
マ
リ
ー
ン
朝
撤
退
後
、
復
興
し
た
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
は
こ
の
地
域
の
統
治
を
一
時
サ
ラ
ー
マ

家
に
委
ね
る
が
、
結
局
は
ス
ワ
イ
ド
族
の
歓
心
を
買
う
た
め
に
イ
ク
タ
ー
と
し
て
再
度
ア
リ
ー

フ
家
に
与
え
ら
れ
た
。
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
ト
ゥ
ー
ジ
ー
ン
族
は
ス

ワ
イ
ド
族
か
ら
税
を
取
り
立
て
ら
れ
る
従
属
状
態
に
あ
っ
た
と
い
う
（al-‘Ibar, vol. 7, pp. 

163-165

）。

（
46
）al-M

uqaddim
a. 

い
わ
ゆ
る
『
歴
史
序
説
』
は
、
本
来
は
、
彼
の
自
伝
と
と
も
に
大
部
な
史
書

『
省
察
す
べ
き
実
例
の
書
』
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。『
歴
史
序
説
』
の
初
稿
が
完
成
し
た

の
は
、
七
七
九
年
半
ば
／
一
三
七
七
年
秋
の
こ
と
だ
っ
た
（Prolégom

ènes, vol. 3, p. 434; 

『
歴
史
序
説
』
第
四
巻
、
三
四
七
頁
）。

（
47
）Abū B

akr ibn ‘A
rīf. 

ア
ラ
ブ
遊
牧
民
ス
ワ
イ
ド
族
の
有
力
者
で
、
ワ
ナ
ズ
マ
ー
ル
や
ム
ハ
ン

マ
ド
の
兄
弟
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
５
﹂、
一
〇
〇
―
一
〇
一
頁
、
註

一
〇
五
、一
一
七
）。

（
48
）
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
身
が
言
う
よ
う
に
、
彼
の
史
書
は
序
論
と
三
部
と
に
分
か
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
序
論
で
歴
史
学
の
真
価
に
つ
い
て
、
第
一
部
で
文
明
の
本
質
的
性
格
に
つ
い

て
論
じ
た
う
え
で
、
第
二
部
で
ア
ラ
ブ
人
を
は
じ
め
古
代
の
諸
民
族
や
ペ
ル
シ
ア
人
、
ト
ル
コ

人
な
ど
の
歴
史
に
つ
い
て
、
第
三
部
で
ベ
ル
ベ
ル
人
お
よ
び
そ
の
一
派
で
あ
る
ザ
ナ
ー
タ
族
の

歴
史
を
扱
う
と
し
て
い
る
（Prolégom

ènes, vol. 1, p. 6; 

『
歴
史
序
説
』
第
一
巻
、
二
九
―

三
〇
頁
）。
こ
こ
で
い
う
『
序
説
』
と
は
、
こ
の
う
ち
の
序
論
と
第
一
部
（
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る

『
歴
史
序
説
』）
の
こ
と
で
あ
り
、﹁
ア
ラ
ブ
と
ベ
ル
ベ
ル
と
ザ
ナ
ー
タ
の
諸
情
報
﹂
と
は
第
二
部

と
第
三
部
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
49
）daw

āw
īn

はdīw
ān

の
複
数
形
で
﹁
帳
簿
類
﹂
も
し
く
は
﹁
詩
集
﹂
を
意
味
す
る
が
、
本
書
の

原
題
『
省
察
す
べ
き
実
例
の
書
、
ア
ラ
ブ
人
、
ペ
ル
シ
ア
人
、
ベ
ル
ベ
ル
人
お
よ
び
彼
ら
と
同

時
代
人
の
偉
大
な
支
配
者
た
ち
の
初
期
と
後
期
の
歴
史
に
関
す
る
集
成
』K

itāb al-̒
ibar w

a 

dīw
ān al-m

ubtadaʼ w
a al-khabar fī ayyām

 al-̒Arab w
a al-̒Ajam

 w
a al-Barbar w

a m
an 

ʻāṣara-hum
 m

in dhaw
ī al-sulṭān al-akbar

で
は
﹁
集
成
﹂
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
点
を
踏
ま
え
て
﹁
資
料
類
﹂
と
訳
出
し
た
。

（
50
）m

araḍun aw
fā bī ʻalā al-thanīya

は
直
訳
す
れ
ば
﹁
山
道
に
私
を
至
ら
し
め
る
病
﹂
だ
が
、

al- thanīya
に
は
四
本
の
前
歯
の
意
味
も
あ
り
そ
こ
か
ら
﹁［
死
の
］
間
際
に
﹂
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

と
と
っ
た
。

（
51
）
ハ
フ
ス
朝
君
主
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
・
ア
フ
マ
ド
二
世
の
こ
と
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
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ン
自
伝
３
﹂、
七
一
頁
、
註
一
五
七
）。
ハ
フ
ス
朝
の
王
族
で
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
に
割
拠
し

て
い
た
が
、
一
三
七
〇
年
に
首
都
チ
ュ
ニ
ス
を
征
服
し
、
ハ
フ
ス
朝
再
統
一
を
果
た
し
て
い

た
。
一
三
六
六
年
に
彼
が
従
兄
弟
ア
ブ
ー
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
を
破
っ
て
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
を
奪
取

し
た
際
に
は
、
ア
ブ
ー
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
に
仕
え
て
い
た
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
が
ビ

ジ
ャ
ー
ヤ
開
城
を
取
り
仕
切
っ
た
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
４
﹂、
八
七
―
八
八
頁
）。

（
52
） al-A

khḍar. 

ア
ラ
ブ
遊
牧
民
リ
ヤ
ー
フ
族
の
一
支
族
（al-‘Ibar, vol. 6, p. 35

）。
リ
ヤ
ー
フ
族

に
つ
い
て
は
、﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
４
﹂、
九
八
頁
、
註
一
七
三
参
照
。

（
53
）
リ
ヤ
ー
フ
系
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
ダ
ー
ウ
ー
ド
族
の
指
導
者
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝

４
﹂、
九
八
頁
、
註
一
七
五
）。
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は
彼
と
親
交
が
あ
り
、
彼
に
働
き
か

け
る
こ
と
で
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
を
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー
・
ハ
ン
ム
ー
二
世
や
マ
リ
ー
ン
朝

君
主
ア
ブ
ー
・
フ
ァ
ー
リ
ス
の
た
め
に
動
員
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー

ン
自
伝
５
﹂、
九
〇
―
九
二
頁
）。

（
54
）Farfār. 

ビ
ス
ク
ラ
と
ダ
ウ
サ
ン
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
オ
ア
シ
ス
。
ダ
ウ
サ
ン
に
つ
い
て

は
﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
５
﹂、
一
〇
一
頁
、
註
一
二
〇
参
照
。

（
55
）Abū Isḥāq Ibrāhīm

 ibn A
bī al-‘A

bbās A
ḥm

ad
（
一
三
八
九
―
九
〇
年
没
）。
チ
ュ
ニ
ス
を
占

領
し
て
ハ
フ
ス
朝
を
統
一
し
た
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
は
息
子
た
ち
を
支
配
下
の
各
都
市
の
太

守
に
任
じ
た
が
、
そ
の
う
ち
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
太
守
に
任
じ
ら
れ
た
の
が
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー

ム
で
あ
る
。
彼
は
後
に
ヤ
ア
ク
ー
ブ
・
イ
ブ
ン
・
ア
リ
ー
や
そ
の
息
子
た
ち
と
対
立
し
、
コ
ン

ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
に
迫
る
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
を
迎
撃
す
る
た
め
の
陣
中
で
病
没
し
た
（al-‘Ibar, 

vol. 6, pp. 386-387, 399

）。

（
56
）
ヤ
ア
ク
ー
ブ
・
イ
ブ
ン
・
ア
リ
ー
の
兄
弟
ア
ブ
ー
・
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、﹁
イ
ブ

ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
５
﹂、
一
〇
一
頁
、
註
一
二
三
参
照
。
ア
ブ
ー
・
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の

息
子
に
つ
い
て
は
、
不
詳
。

（
57
）bilād al-Jarīd. 

現
在
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
南
西
部
、
ジ
ャ
リ
ー
ド
塩
湖
を
取
り
囲
む
地
方
。
原
義
は

﹁
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
の
葉
﹂
の
意
。
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
北
縁
に
あ
た
り
ト
ゥ
ー
ザ
ル
な
ど
の
オ
ア
シ
ス
都

市
が
あ
っ
た
。
ト
ゥ
ー
ザ
ル
の
ヤ
ム
ル
ー
ル
家
の
よ
う
な
在
地
有
力
者
や
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
が
割

拠
し
て
い
た
が
、
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
や
そ
の
子
ア
ブ
ー
・
フ
ァ
ー
リ
ス
（
在
位
一
三
九
四

～
一
四
三
四
年
）
が
繰
り
返
し
遠
征
を
お
こ
な
う
と
、
ハ
フ
ス
朝
の
支
配
が
及
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
（al-‘Ibar, vol. 6, p. 101; Encyclopaedia of Islam

, 2nd ed., A
rticle on “D

jarīd”

）。

（
58
）m

aw
lā-hu Fāriḥ. 

ハ
フ
ス
朝
君
主
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
解
放
奴
隷
で
あ
ろ
う
。
イ
ブ
ン
・

ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
が
チ
ュ
ニ
ス
に
滞
在
し
て
い
た
こ
の
時
期
は
チ
ュ
ニ
ス
の
留
守
役
を
委
ね
ら
れ

て
い
る
が
（
本
訳
稿
七
六
頁
も
参
照
）、
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
が
チ
ュ
ニ
ス
を
手
に
す
る
前
は

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
の
城
塞
の
守
備
を
委
ね
ら
れ
て
い
た
（Ibn Q

unfudh, al-Fārisīya fī 

m
abādi’ al-daw

la al-Ḥ
afṣīya, ed. M

uḥam
m

ad al- Shādhilī &
 ‘A

bd al- M
ajīd al- Turkī, 

Tunis, 1968, p. 186

）。
な
お
、
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
兄
弟
ア
ブ
ー
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
ー
に

仕
え
た
フ
ァ
ー
リ
フ
と
は
別
人
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
４
﹂、
六
七
頁
参
照
）。

（
59
）Yaḥyā ibn M

uḥam
m

ad ibn A
ḥm

ad ibn Yam
lūl

（
一
三
八
〇
年
没
）。
祖
父
の
代
か
ら
ト
ゥ
ー

ザ
ル
を
支
配
す
る
ヤ
ム
ル
ー
ル
家
の
当
主
。
ヤ
フ
ヤ
ー
は
一
三
四
六
年
に
父
の
旧
領
を
取
り
戻

し
た
後
、
チ
ュ
ニ
ス
の
ハ
フ
ス
朝
か
ら
自
立
し
て
こ
の
地
域
を
支
配
し
、﹁
王
﹂
の
ご
と
く
ふ

る
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。
本
文
に
あ
る
よ
う
に
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
南
部
の
支
配
を
ね
ら
う
ハ
フ
ス

朝
君
主
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
攻
撃
を
受
け
て
ト
ゥ
ー
ザ
ル
を
失
い
、
約
一
年
後
に
亡
命
先

の
ビ
ス
ク
ラ
で
没
し
た
（al-‘Ibar, vol. 6, pp. 387-388, 415-418; vol. 7, pp. 138-139

）。
ビ

ス
ク
ラ
の
ア
フ
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ム
ズ
ニ
ー
の
も
と
に
は
ヤ
フ
ヤ
ー
の
姉
妹
が
嫁
い
で
お
り
、

両
者
は
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
（al-‘Ibar, vol. 6, p. 412

）

（
60
）M

uḥam
m

ad al-M
untaṣir ibn A

bī al-‘A
bbās A

ḥm
ad. 

こ
の
後
、
ジ
ャ
リ
ー
ド
地
方
の
統
治

を
担
う
が
、
ヤ
ム
ル
ー
ル
家
が
完
全
に
衰
微
し
た
わ
け
で
は
な
く
再
び
ト
ゥ
ー
ザ
ル
を
奪
わ
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
（
本
訳
稿
七
六
頁
参
照
）。
一
三
九
四
年
に
父
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
が
没
し

兄
弟
の
ア
ブ
ー
・
フ
ァ
ー
リ
ス
が
即
位
す
る
と
、
近
隣
の
町
に
隠
退
し
た
（al-‘Ibar, vol. 6, pp. 

389, 395-396, 398, 401, 403

）。

（
61
）Tūzar.

ジ
ャ
リ
ー
ド
塩
湖
の
北
西
に
位
置
す
る
ジ
ャ
リ
ー
ド
地
方
の
首
邑
。
ア
ラ
ブ
・
ム
ス
リ

ム
の
征
服
の
頃
か
ら
こ
の
地
に
住
む
と
い
う
ヤ
ム
ル
ー
ル
家
が
、
在
地
の
有
力
家
系
と
し
て
勢

力
を
ふ
る
っ
て
い
た
（al-‘Ibar, vol. 6, pp. 412-419; Encyclopaedia of Islam

, 2nd ed., 

A
rticle on “Tūzar”

）。

（
62
）Nafṭa.

ト
ゥ
ー
ザ
ル
の
西
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
ジ
ャ
リ
ー
ド
地
方
の
オ
ア
シ
ス

都
市
。
ト
ゥ
ー
ザ
ル
の
ヤ
ム
ル
ー
ル
家
と
同
様
の
在
地
の
有
力
家
系
に
ハ
ラ
フ
家
が
い
た

（al-‘Ibar, vol. 6, pp. 412-419; Encyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A

rticle on “N
afṭa”

）。

（
63
）Nafzāw

a.

ジ
ャ
リ
ー
ド
地
方
の
う
ち
、
ジ
ャ
リ
ー
ド
塩
湖
の
南
東
に
位
置
す
る
地
域
。
同
名
の

オ
ア
シ
ス
都
市
も
あ
る
。
元
来
ナ
フ
ザ
ー
ワ
は
ベ
ル
ベ
ル
系
部
族
の
名
で
、
彼
ら
の
活
動
範
囲

は
マ
グ
リ
ブ
全
域
に
広
が
っ
て
い
た
が
、
地
名
と
し
て
は
こ
の
地
域
を
指
す
こ
と
が
多
い

（Encyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A

rticle on “N
afzāw

a”

）。

（
64
）Abū B

akr ibn A
bī al-‘A

bbās A
ḥm

ad

（
一
三
九
七
年
没
）。
ハ
フ
ス
朝
君
主
ア
ブ
ー
・
ア
ッ

バ
ー
ス
の
長
子
。
こ
の
時
ガ
フ
サ
の
太
守
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
翌
年
チ
ュ
ニ
ス
に
戻
っ
た
。

一
三
九
四
年
に
父
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
が
没
し
た
際
に
は
、
直
前
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ

太
守
に
任
じ
ら
れ
て
チ
ュ
ニ
ス
を
離
れ
て
い
た
た
め
、
次
の
君
主
に
は
弟
ア
ブ
ー
・
フ
ァ
ー
リ

ス
が
即
位
し
た
。
し
ば
ら
く
は
自
立
を
保
っ
て
い
た
が
、
一
三
九
六
年
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー

ヌ
を
占
領
さ
れ
、
捕
ら
わ
れ
の
身
の
ま
ま
翌
年
没
し
た
（al-‘Ibar, vol. 6, pp. 388, 400, 403; 

Ibn Q
unfudh, al-Fārisīya, pp. 190-193; Ibn Ḥ

ajar, Inbā’ al-ghum
r bi-abnā’ al-ʻum

r, 

4vols., ed. Ḥ
asan Ḥ

abashī, C
airo, 1969-98, vol. 1, p. 558

）。

（
65
）Qafṣa. 

ト
ゥ
ー
ザ
ル
の
北
東
約
九
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
都
市
。
在
地
の
有
力
家
系
に

ア
ー
ビ
ド
家
が
い
た
（al-‘Ibar, vol. 6, pp. 412-419; Encyclopaedia of Islam

, 2nd ed., 
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A
rticle on “Ḳ

afṣa”

）。

（
66
）
フ
ァ
ト
ワ
ー
と
は
、
信
仰
や
社
会
生
活
に
関
す
る
ム
ス
リ
ム
の
疑
問
に
対
し
て
、
法
学
者
が
口

頭
な
い
し
文
書
で
提
示
す
る
法
的
な
回
答
（
法
的
見
解
）
の
こ
と
で
、
そ
の
フ
ァ
ト
ワ
ー
を
提

示
す
る
者
を
ム
フ
テ
ィ
ー
と
呼
ぶ
。（﹁
フ
ァ
ト
ワ
ー
﹂﹁
ム
フ
テ
ィ
ー
﹂『
岩
波
イ
ス
ラ
ー
ム
辞

典
』; 

堀
井
聡
江
『
イ
ス
ラ
ー
ム
法
通
史
』
山
川
出
版
社
、
二
○
○
四
年
、
一
四
一
―
一
五
七

頁
）。
な
お
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
フ
ァ
が
任
命
さ
れ
た
こ
の
職
を
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
の
シ
ャ
イ
フ
﹂

と
記
す
史
料
も
あ
り
、
後
の
オ
ス
マ
ン
朝
で
見
ら
れ
る
制
度
化
さ
れ
た
シ
ェ
イ
ヒ
ュ
ル
・
イ
ス

ラ
ー
ム
職
の
よ
う
に
、
国
家
が
フ
ァ
ト
ワ
ー
発
行
を
統
制
し
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（Saad G

hrab, Ibn ‘Arafa et le m
ālikism

e en Ifriqiya au VIIIe-XIVe 

siècles, 2 vols., Tunis: U
niversité de Tunis I, 1992-6, vol. 1, pp. 345-348

）。

（
67
）Abū ʻA

bd A
llāh M

uḥam
m

ad ibn ʻA
rafa al-W

argham
m

ī al-Tūnisī

（
一
三
一
六
～
一
四
〇
一

年
）。
ハ
フ
ス
朝
期
の
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
を
代
表
す
る
マ
ー
リ
ク
派
法
学
者
。
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
東
南

部
の
ベ
ル
ベ
ル
系
家
系
に
生
ま
れ
、
チ
ュ
ニ
ス
で
学
問
を
修
め
た
。
一
三
五
〇
年
頃
か
ら
チ
ュ
ニ

ス
の
金
曜
モ
ス
ク
で
あ
る
ザ
イ
ト
ゥ
ー
ナ
・
モ
ス
ク
の
導
師
を
務
め
、
一
三
七
〇
年
に
は
説
教
師

（
ハ
テ
ィ
ー
ブ
）
も
兼
ね
た
。
さ
ら
に
翌
年
に
は
フ
ァ
ト
ワ
ー
の
シ
ャ
イ
フ
職
に
任
命
さ
れ
る
な

ど
、
当
時
の
チ
ュ
ニ
ス
で
最
も
権
威
あ
る
法
学
者
だ
っ
た
。
一
三
九
〇
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て

メ
ッ
カ
巡
礼
を
お
こ
な
っ
た
（G

hrab, Ibn ‘Arafa et le m
ālikism

e; Encyclopaedia of Islam
, 

2nd ed., A
rticle on “Ibn ‘A

rafa”

）。
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
と
は
不
仲
で
、
後
に
イ
ブ
ン
・

ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
が
エ
ジ
プ
ト
で
カ
ー
デ
ィ
ー
職
に
任
じ
ら
れ
る
と
、
そ
れ
を
知
っ
た
イ
ブ
ン
・
ア

ラ
フ
ァ
は
、
も
は
や
自
分
は
カ
ー
デ
ィ
ー
職
を
重
要
な
職
と
は
見
な
さ
な
い
、
と
言
い
放
っ
た
と

い
う
（al-Sakhāw

ī, al-Ḍ
aw’ al-lām

i‘ li ahl al-qarn al-tāsi‘, ed. ‘A
bd al-Laṭīf Ḥ

asan ‘A
bd 

al- R
aḥm

ān, B
eirut: D

ār al- K
utub al- ‘Ilm

īya, 2003, vol. 4, p. 130

）。
二
人
の
不
仲
に
つ
い

て
は
、
伝
統
的
な
マ
ー
リ
ク
派
法
学
の
立
場
と
『
歴
史
序
説
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
斬
新
な
発

想
と
の
違
い
が
関
係
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
（Ibn K

haldûn, The M
uqaddim

ah: An 

Introduction to H
istory, tr. Franz R

osenthal, Princeton: Princeton U
niversity Press, 

1967, vol. 1, p. lvii

）。

（
68
）akhbār al-daw

latayn. 

仏
訳
者
は
こ
れ
を
﹁
ア
ラ
ブ
の
最
初
の
二
王
朝
﹂
と
訳
し
て
い
る

（Autobiographie, p. 154

）。
具
体
的
に
ど
の
王
朝
を
指
す
に
せ
よ
、『
省
察
す
べ
き
実
例
の

書
』
の
う
ち
、
ア
ラ
ブ
や
古
代
の
諸
民
族
の
こ
と
を
扱
う
第
二
部
の
冒
頭
部
分
を
指
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。

（
69
）nār al-qirā.

﹁
も
て
な
し
の
火
﹂
は
砂
漠
の
民
が
己
の
寛
大
の
美
徳
を
誇
示
す
べ
く
、
夜
旅
を

す
る
者
へ
の
道
し
る
べ
と
し
た
り
、
客
人
と
し
て
歓
迎
す
る
意
志
表
示
と
し
て
、
砂
丘
の
小
高

く
目
立
つ
と
こ
ろ
に
焚
い
た
火
（
堀
内
勝
『
砂
漠
の
文
化
：
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
の
世
界
』
教
育
社
、

一
九
七
九
年
、
二
一
〇
―
二
一
一
頁
）。

（
70
）
こ
の
箇
所
は
訳
者
補
筆
と
し
て
ハ
フ
ス
朝
を
あ
て
た
仏
訳
に
依
っ
た
。

（
71
）
マ
フ
デ
ィ
ー
と
は
、
一
二
世
紀
の
宗
教
運
動
家
イ
ブ
ン
・
ト
ゥ
ー
マ
ル
ト
の
こ
と
。
神
の
唯
一

性
（
タ
ウ
ヒ
ー
ド
）
は
全
て
の
信
徒
が
認
め
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
根
本
教
義
だ
が
、
イ
ブ
ン
・

ト
ゥ
ー
マ
ル
ト
と
そ
の
信
奉
者
は
自
分
た
ち
こ
そ
が
真
の
一
神
教
徒
（
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
ゥ
ー
ン
）

で
あ
る
と
主
張
し
、
後
の
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
の
母
体
と
な
っ
た
。
ハ
フ
ス
朝
も
マ
フ
デ
ィ
ー
・
イ

ブ
ン
・
ト
ゥ
ー
マ
ル
ト
の
運
動
の
正
統
な
後
継
者
で
あ
る
こ
と
を
建
国
の
理
念
と
し
て
い
た

（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
２
﹂、
四
五
頁
、
註
一
四
）。
し
か
し
、
一
四
世
紀
末
の
こ
の

頃
は
、
こ
の
理
念
が
最
終
的
に
払
拭
さ
れ
て
伝
統
的
な
マ
ー
リ
ク
派
法
学
へ
の
回
帰
が
完
成
す

る
時
期
に
あ
た
る
。
マ
フ
デ
ィ
ー
以
上
に
神
の
唯
一
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
の
詩
句
は
、
そ
う
し

た
時
代
状
況
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
72
）﹁
慈
愛
あ
ま
ね
き
お
方
（
ラ
フ
マ
ー
ン
）﹂
は
神
の
美
名
の
一
つ
。
数
あ
る
神
の
美
名
の
中
か
ら

特
に
こ
の
表
現
を
選
択
し
た
の
は
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
身
の
名
が
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ

マ
ー
ン
（﹁
慈
愛
あ
ま
ね
き
お
方
の
僕
﹂
の
意
）
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

（
73
）
ハ
フ
ス
朝
の
名
祖
ア
ブ
ー
・
ハ
フ
ス
・
ウ
マ
ル
の
こ
と
。﹁
真
偽
を
分
か
つ
人
﹂、
す
な
わ
ち
初

期
イ
ス
ラ
ー
ム
の
第
二
代
正
統
カ
リ
フ
で
あ
る
ア
ブ
ー
・
ハ
フ
ス
・
ウ
マ
ル
の
子
孫
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
た
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
７
﹂、
五
四
頁
、
註
九
六
）。

（
74
） al-qanā.

葦
槍
を
指
す
。
葦
の
茎
か
ら
作
ら
れ
る
た
め
、
槍
の
柄
に
節
が
あ
る
。

（
75
）am

īr al-m
u’m

inīn. 

イ
ス
ラ
ー
ム
共
同
体
全
体
を
統
べ
る
カ
リ
フ
を
示
す
称
号
。
ム
ワ
ッ
ヒ
ド

朝
、
お
よ
び
そ
の
正
統
な
後
継
者
を
標
榜
す
る
ハ
フ
ス
朝
の
君
主
は
こ
の
称
号
を
用
い
て
い

た
。

（
76
）
一
三
世
紀
の
初
期
ハ
フ
ス
朝
の
威
勢
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
当
時
、
ザ
ナ
ー
タ
系
ベ

ル
ベ
ル
部
族
が
建
国
し
た
ト
㆑
ム
セ
ン
の
ザ
イ
ヤ
ー
ン
朝
や
フ
ェ
ズ
の
マ
リ
ー
ン
朝
は
、
い
ず

れ
も
ハ
フ
ス
朝
の
宗
主
権
を
認
め
て
い
た
。
一
方
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
大
規
模
な
征
服
活
動
に

よ
り
絶
望
的
な
状
況
に
陥
っ
て
い
た
ア
ン
ダ
ル
ス
の
諸
都
市
は
、
ハ
フ
ス
朝
に
救
援
を
求
め
て

い
た
。
ま
た
、
マ
ラ
ケ
シ
ュ
の
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
は
一
二
六
九
年
に
滅
亡
し
た
。

（
77
）Ṣaw

la ibn K
hālid ibn Ḥ

am
za. 

ス
ラ
イ
ム
系
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
カ
ア
ブ
族
の
一
派
で
イ
フ
リ
ー
キ

ヤ
中
南
部
を
活
動
地
域
と
す
る
ア
ブ
ー
・
ラ
イ
ル
家
の
指
導
者
。
彼
の
お
じ
マ
ン
ス
ー
ル
・
イ
ブ

ン
・
ハ
ム
ザ
は
、
イ
フ
リ
ー
キ
ヤ
の
非
都
市
部
に
絶
大
な
影
響
力
を
誇
り
、
ハ
フ
ス
朝
君
主
ア

ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
の
チ
ュ
ニ
ス
征
服
（
一
三
七
〇
年
）
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
。
サ
ウ
ラ
は
そ

の
後
継
者
と
し
て
ア
ブ
ー
・
ラ
イ
ル
家
を
率
い
て
い
た
（al-‘Ibar, vol. 6, pp. 79, 389, 392

）。

（
78
）Dhu’ayb. 

サ
ウ
ラ
の
お
じ
ア
フ
マ
ド
の
存
在
は
マ
リ
ー
ン
朝
君
主
ア
ブ
ー
・
ハ
サ
ン
の
イ
フ

リ
ー
キ
ヤ
征
服
（
一
三
四
七
年
）
の
際
に
確
認
で
き
る
が
（al-‘Ibar, vol. 6, 359

）、
そ
の
子
ズ

ア
イ
ブ
に
つ
い
て
は
不
詳
。

（
79
）
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
マ
ア
キ
ル
族
に
つ
い
て
は
、﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
５
﹂、
一
〇
一

頁
、
註
一
一
五
参
照
。

（
80
）Banū M

uhalhil ibn Q
āsim

. 

ア
ブ
ー
・
ラ
イ
ル
家
と
同
様
、
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
カ
ア
ブ
族
の
一
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派
。
ム
ハ
ル
ヒ
ル
家
と
ア
ブ
ー
・
ラ
イ
ル
家
は
、
互
い
に
血
の
復
讐
を
求
め
て
、
約
一
〇
〇
年

間
に
わ
た
っ
て
抗
争
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。
一
三
八
一
年
に
ム
ハ
ル
ヒ
ル
家
が
ハ
フ
ス
朝
君
主

ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス
か
ら
離
反
し
た
際
に
は
、
サ
ウ
ラ
に
率
い
ら
れ
た
ア
ブ
ー
・
ラ
イ
ル
家

が
こ
れ
を
討
伐
す
る
の
に
協
力
し
た
（al-‘Ibar, vol. 6, pp. 81, 395

）。

（
81
）ḥanẓal. 

ウ
リ
科
の
蔓
性
多
年
草
。
球
形
の
液
果
を
結
ぶ
が
苦
味
で
あ
る
。
詩
語
と
し
て
は
人

生
の
悲
苦
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。（ʻIffat al-Q

āḍī al-B
āshā, M

u ʻjam
 rum

ūz w
a 

dalālāt al-azhār w
a al-nabātāt, B

eirut: M
aktabat Lubnān, 2005, article on “ḥanẓal”

）

（
82
）ḥaw

lī. 

校
訂
註
に
よ
る
と
、
こ
の
く
だ
り
は
詩
人
ズ
ハ
イ
ル
・
イ
ブ
ン
・
ア
ビ
ー
・
ス
ル
マ
ー

の
仕
事
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
七
年
間
に
七
編
の
カ
ス
ィ
ー
ダ
を
も
の
し
、
一
年
に

一
篇
書
い
た
こ
と
か
ら
こ
れ
ら
を
﹁
ズ
ハ
イ
ル
の
年
記
群ḥaw

līyāt

﹂
と
名
付
け
て
い
た
。
ズ

ハ
イ
ル
は
ジ
ャ
ー
ヒ
リ
ー
ヤ
時
代
の
『
ム
ア
ッ
ラ
カ
ー
ト
』
七
詩
人
の
一
人
で
、
ム
ザ
イ
ナ
族

出
身
（
イ
ブ
ン
・
イ
ス
ハ
ー
ク
著
、
イ
ブ
ン
・
ヒ
シ
ャ
ー
ム
編
註
、
後
藤
明
・
医
王
秀
行
・
高

田
康
一
・
高
野
太
輔
訳
『
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
伝
』
全
四
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
―
一
一

年
、
第
二
巻
、
五
八
三
頁
）。

（
83
）
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
史
書
『
省
察
す
べ
き
実
例
の
書
』
を
指
す
。

（
84
）
イ
ス
ラ
ー
ム
時
代
の
ア
ラ
ビ
ア
語
史
料
は
、
古
代
イ
エ
メ
ン
に
あ
っ
た
ヒ
ム
ヤ
ル
王
国
の
王
の

称
号
を
ト
ゥ
ッ
バ
ウ
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
語
は
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
第
四
四
章
第
三
七
節
と

第
五
〇
章
第
十
四
節
に
も
見
ら
れ
る
が
、
ヒ
ム
ヤ
ル
王
自
身
は
碑
文
史
料
に
お
い
てm

-l-k

（
ア

ラ
ビ
ア
語
のm

alik

に
相
当
）
の
称
号
を
用
い
て
お
り
、
ト
ゥ
ッ
バ
ウ
と
い
う
語
の
起
源
に
つ

い
て
は
判
然
と
し
な
い
。

（
85
）
旧
約
聖
書
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
仇
敵
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
遊
牧
民
族
。
ア
ラ
ブ
の

系
譜
学
で
は
、
太
古
の
昔
に
滅
び
た
﹁
失
わ
れ
た
ア
ラ
ブ
（
ア
ラ
ブ
・
バ
ー
イ
ダ
）﹂
の
一
つ
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
86
）
ク
ル
ア
ー
ン
に
登
場
す
る
民
族
で
﹁
失
わ
れ
た
ア
ラ
ブ
﹂
の
一
つ
。
預
言
者
サ
ー
リ
フ
を
遣
わ

さ
れ
た
が
、
神
の
警
告
を
無
視
し
た
た
め
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。
こ
の
集
団
名
は
碑
文
史
料
に
も
登

場
す
る
た
め
、
実
在
し
た
何
ら
か
の
集
団
が
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
87
）
ク
ル
ア
ー
ン
に
登
場
す
る
民
族
で
﹁
失
わ
れ
た
ア
ラ
ブ
﹂
の
一
つ
。
預
言
者
フ
ー
ド
を
遣
わ
さ

れ
た
が
、
神
の
警
告
を
無
視
し
た
た
め
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。
こ
の
集
団
に
つ
い
て
は
イ
ス
ラ
ー
ム

時
代
の
文
献
史
料
以
外
に
情
報
が
な
く
、
そ
の
歴
史
的
実
在
性
も
含
め
、
不
明
な
点
が
多
い
。

（
88
）
ア
ド
ナ
ー
ン
（
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
の
息
子
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
の
子
孫
と
言
わ
れ
る
）
を
始
祖
と

す
る
北
ア
ラ
ブ
の
下
位
集
団
だ
が
、
こ
こ
で
は
﹁
全
北
ア
ラ
ブ
﹂
と
同
義
。
預
言
者
ム
ハ
ン
マ

ド
が
属
す
る
ク
ラ
イ
シ
ュ
族
は
ム
ダ
ル
族
の
一
部
に
あ
た
る
（Encyclopaedia of Islam

, 2nd 

ed., article on “R
abīʻ a”, “M

uḍar”; 

高
野
太
輔
『
ア
ラ
ブ
系
譜
体
系
の
誕
生
と
発
展
』
山
川
出

版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
三
〇
―
三
一
頁
）。

（
89
）『
歴
史
序
説
』
と
し
て
知
ら
れ
る
『
省
察
す
べ
き
実
例
の
書
』
の
序
論
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

（
90
）Jām

i‘ al-Zaytūna. 

ザ
イ
ト
ゥ
ー
ナ
・
モ
ス
ク
（﹁
オ
リ
ー
ブ
の
モ
ス
ク
﹂
の
意
）
は
、
九
世
紀
に

建
造
さ
れ
た
チ
ュ
ニ
ス
の
金
曜
モ
ス
ク
で
、
こ
の
町
の
信
仰
や
学
問
の
中
心
地
だ
っ
た
。
当
時
、

こ
の
モ
ス
ク
の
導
師
を
務
め
て
い
た
の
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
フ
ァ
で
あ
る
。
彼
は
、
メ
ッ
カ
巡
礼

で
留
守
に
し
た
時
を
除
き
、
一
四
〇
一
年
に
没
す
る
ま
で
約
五
〇
年
間
こ
の
職
に
あ
り
続
け
た

（G
hrab, Ibn‘Arafa et le m

ālikism
e, vol. 1, pp. 338-345; al-Zarkashī, Tārīkh al-daw

latayn 

al-m
uw

aḥḥidīya w
a al-ḥafṣīya, ed. al- Ḥ

usayn al- Ya‘qūbī, Tunis: al- M
aktaba al- ‘A

tīqa, 

1998, pp. 193, 229, 242

）。

（
91
）
こ
の
行
以
降
八
行
分
（
原
文
二
四
二
頁
一
〇
行
目
か
ら
二
四
三
頁
一
行
目
ま
で
の
四
行
。﹁
け

れ
ど
も
彼
女
ら
は
気
高
く
横
目
で
に
ら
ん
で
い
た
﹂
ま
で
）
は
難
解
で
あ
る
。
仏
訳
者
も
ま
た

こ
の
箇
所
を
訳
出
不
能
と
し
て
い
る
（Autobiographie, p. 1286

）。
お
そ
ら
く
大
意
は
、
イ
フ

リ
ー
キ
ヤ
の
美
し
い
土
地
や
古
い
遺
跡
（
カ
ル
タ
ゴ
の
ア
ー
チ
橋
は
や
せ
衰
え
な
が
ら
も
誇
り

高
い
ラ
ク
ダ
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
）
に
か
け
て
誓
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
92
） al-ḥanāyā.

ロ
ー
マ
期
に
水
道
橋
と
し
て
建
造
さ
れ
た
カ
ル
タ
ゴ
の
ア
ー
チ
橋
を
指
す
（﹁
イ
ブ

ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
６
﹂、
四
六
頁
、
註
六
〇
）。

（
93
）
タ
ス
ムṬasm

、
ジ
ャ
デ
ィ
ー
スJadīs

と
も
に
前
述
﹁
失
わ
れ
た
ア
ラ
ブ
﹂
に
属
す
る
民
族
名
。

最
初
か
ら
ア
ラ
ビ
ア
語
を
母
語
と
し
た
人
々
と
し
て
知
ら
れ
る
。
タ
ス
ム
は
ヌ
ー
フ
の
息
子
サ
ー

ム
の
息
子
ラ
ー
ウ
ズ
の
息
子
を
名
祖
と
し
、
ジ
ャ
デ
ィ
ー
ス
は
サ
ー
ム
の
息
子
イ
ラ
ム
の
息
子
を

名
祖
と
す
る
。
タ
ス
ム
族
が
ヤ
マ
ー
マ
に
移
住
し
た
の
ち
、
ジ
ャ
デ
ィ
ー
ス
族
が
こ
れ
に
加
わ
っ

た
（Encyclopaedia of Islam

, 2nd ed., article on “Ṭasm
”; 

高
野
太
輔
『
ア
ラ
ブ
系
譜
体
系
の

誕
生
と
発
展
』、
六
八
頁
）。
校
訂
註
に
よ
れ
ば
こ
の
箇
所
は
ハ
ッ
サ
ー
ン
・
イ
ブ
ン
・
ト
ゥ
ッ
バ

ア
が
ジ
ャ
デ
ィ
ー
ス
族
を
攻
撃
し
た
件
を
意
図
し
て
い
る
。
イ
エ
メ
ン
王
で
あ
っ
た
ハ
ッ
サ
ー

ン
・
イ
ブ
ン
・
ト
ゥ
ッ
バ
ア
は
ヤ
マ
ー
マ
で
タ
ス
ム
族
と
ジ
ャ
デ
ィ
ー
ス
族
を
攻
撃
し
、
ジ
ャ

デ
ィ
ー
ス
族
を
滅
ぼ
し
た
（al-Ṭabarī, Tārīkh al-Ṭabarī : tārīkh al-um

am
 w

a al-m
ulūk, vol. 

1, B
eirut: D

ār al-K
utub al-ʻIlm

īya, 2002, pp. 362, 370-371

）。

（
94
）
ア
ー
ド
に
つ
い
て
は
註
八
七
参
照
。

（
95
）ilay-ka-hā.

こ
こ
のilay-ka

はkhudh

（
取
れ
）
と
同
義
で
、
こ
こ
はkhudh-hā ilay-ka

（
そ
れ

を
汝
の
方
に
取
れ
）
と
同
義
と
な
る
（
ラ
イ
ト
『
ア
ラ
ビ
ア
語
文
典
』
ご
と
う
書
房
、
一
九
八
七

年
、
下
巻
、
一
四
二
頁
）。

（
96
）
ト
プ
カ
プ
宮
殿
博
物
館
所
蔵
の
ザ
ー
ヒ
ル
写
本
（A

hm
at 2924/13-14

）
で
は
こ
の
箇
所
は
ご

く
短
く
述
べ
ら
れ
、
以
下
の
よ
う
に
す
ぐ
原
文
二
四
五
頁
四
行
目
の
記
述
へ
と
続
い
て
い
る
。

 

﹁
そ
れ
か
ら
近
臣
た
ち
と
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
フ
ァ
の
中
傷
や
競
争
意
識
や
攻
撃
が
多
く
な
り
、
私

は
彼
ら
を
避
け
る
こ
と
を
選
び
、
ス
ル
タ
ー
ン
に
［
巡
礼
の
］
義
務
を
果
た
す
べ
く
私
の
道
を

開
い
て
く
れ
る
よ
う
懇
願
し
た
。
彼
は
私
に
そ
れ
を
許
可
し
た
。﹂

 

ザ
ー
ヒ
ル
写
本
は
底
本
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ヤ
写
本
よ
り
以
前
に
成
立
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
箇
所
は

ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ヤ
写
本
を
執
筆
す
る
段
階
で
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
身
が
新
た
に
詳
細
な
記
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述
を
書
き
加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
97
）
前
出
の
ヤ
ム
ル
ー
ル
家
の
ヤ
フ
ヤ
ー
が
亡
命
先
の
ビ
ス
ク
ラ
で
没
し
た
後
ま
も
な
く
し
て
、
そ

の
子
ア
ブ
ー
・
ヤ
フ
ヤ
ー
が
ト
ゥ
ー
ザ
ル
を
奪
回
し
、
ハ
フ
ス
朝
君
主
ア
ブ
ー
・
ア
ッ
バ
ー
ス

の
息
子
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ム
ン
タ
ス
ィ
ル
を
追
放
し
た
（al-‘Ibar, vol. 6, p. 395

）。

（
98
） al-M

alik al-Ẓāhir. 

チ
ェ
ル
ケ
ス
・
マ
ム
ル
ー
ク
朝
（
ブ
ル
ジ
ー
・
マ
ム
ル
ー
ク
朝
）
の
初
代

ス
ル
タ
ー
ン
（
在
位
一
三
八
二
～
一
三
八
九
、一
三
九
○
～
一
三
九
九
年
）。
一
三
七
八
年
四
月

に
軍
人
の
最
高
位
で
あ
る
ア
タ
ー
ベ
ク
（atābak al-ʻasākir

：
総
司
令
）
の
地
位
に
就
き
実
権
を

掌
握
し
、
一
三
八
二
年
一
一
月
二
六
日
（
七
八
四
年
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
一
九
日
）
に
カ
ラ
ー
ウ
ー

ン
家
の
ス
ル
タ
ー
ン
・
サ
ー
リ
フ
・
ハ
ー
ッ
ジ
ー
（
在
位
一
三
八
一
～
一
三
八
二
年
）
を
廃
し

自
ら
ス
ル
タ
ー
ン
の
座
に
つ
い
た
。
一
三
八
九
年
六
月
に
後
に
見
る
ミ
ン
タ
ー
シ
ュ
と
ヤ
ル
ブ

ガ
ー
・
ナ
ー
ス
ィ
リ
ー
の
反
乱
に
よ
っ
て
一
時
ス
ル
タ
ー
ン
の
地
位
を
追
わ
れ
る
も
、
一
三
九

○
年
二
月
に
カ
イ
ロ
へ
戻
り
、
ス
ル
タ
ー
ン
に
返
り
咲
い
た
。
一
三
九
九
年
六
月
没
（Ibn 

Ḥ
ajar, Inbā’, vol. 2, pp. 66-69; Ibn Taghrībirdī, al-M

anhal al-ṣāfī w
a al-m

ustaw
fī ba̒

da 

al-w
āfī, 12 vols., ed. M

uḥam
m

ad M
uḥam

m
ad A

m
īn, C

airo, 1985-2006, vol. 3, pp. 285-

342

）。

（
99
）
バ
フ
リ
ー
・
マ
ム
ル
ー
ク
朝
第
八
代
ス
ル
タ
ー
ン
・
マ
ン
ス
ー
ル
・
カ
ラ
ー
ウ
ー
ン
（
在
位

一
二
七
九
～
一
二
九
○
年
）
の
一
族
。
彼
の
没
後
、
バ
ル
ク
ー
ク
が
ス
ル
タ
ー
ン
と
な
る
ま
で
、

バ
フ
リ
ー
・
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
の
ス
ル
タ
ー
ン
位
の
ほ
と
ん
ど
を
彼
の
一
族
が
占
め
た
。

（
100
）
こ
の
年
、
ア
ミ
ー
ル
・
ア
ル
ト
ゥ
ン
ブ
ガ
ーA

lṭunbughā al-Jūbānī

率
い
る
巡
礼
団
（rakb

）

が
メ
ッ
カ
に
行
っ
て
お
り
、
巡
礼
自
体
が
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
（al-M

aqrīzī, K
itāb al-

sulūk li-m
a̒

rifat duw
al al-m

ulūk. 4 vols., ed. M
uḥam

m
ad M

uṣṭafā Ziyāda et al., C
airo, 

1939-73, vol. 3, p. 483

）。
こ
の
年
の
巡
礼
団
の
出
立
日
は
不
明
で
あ
る
が
、
例
年
巡
礼
団
は
カ

イ
ロ
を
シ
ャ
ウ
ワ
ー
ル
月
一
六
～
一
九
日
の
間
に
出
立
し
た
の
で
（A

bdullah ʻA
nkaw

i, “The 

Pilgrim
age to M

ecca in M
am

luk Tim
es, ” Arabian Studies 1, 1974, p. 148

）、
翌
月
に
カ

イ
ロ
に
到
着
し
た
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
イ
ブ

ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は
、
エ
ジ
プ
ト
に
到
来
し
て
程
な
く
、
こ
の
ア
ル
ト
ゥ
ン
ブ
ガ
ー
に
つ
て

を
得
た
と
い
う
（al-M

aqrīzī, Sulūk, vol. 3, p. 480

）。

（
101
）
ム
ス
リ
ム
の
伝
え
る
ハ
デ
ィ
ー
ス
に
﹁
ア
ブ
ー
・
フ
ラ
イ
ラ
は
伝
え
て
い
る
。
ア
ッ
ラ
ー
の
み

使
い
は
言
わ
れ
た
。『
サ
イ
ハ
ー
ン
河
、
ジ
ャ
イ
ハ
ー
ン
河
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
河
、
ナ
イ
ル
河

は
、
全
て
天
国
に
あ
る
河
で
あ
る
』﹂
と
あ
り
、
ナ
イ
ル
川
が
天
国
の
川
と
い
う
認
識
が
読
み

取
れ
る
（
磯
崎
定
基
、
飯
森
嘉
助
訳
『
日
訳
サ
ヒ
ー
フ
・
ム
ス
リ
ム
』
全
三
巻
、
東
京
：
日
本

サ
ウ
デ
ィ
ア
ラ
ビ
ア
協
会
、
一
九
八
七
年
、
第
三
巻
、
七
○
九
頁
）。

（
102
）
ト
㆑
ム
セ
ン
出
身
で
マ
リ
ー
ン
朝
に
仕
え
た
法
学
者
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
４
﹂、

六
八
―
六
九
頁
）。

（
103
）
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
七
四
○
年
の
巡
礼
の
期
間
は
、
西
暦
一
三
四
○
年
六
月
の
一
三
～
一
五
日
で
あ
っ

た
。

（
104
）Abū al-‘A

bbās A
ḥm

ad ibn Idrīs al-B
ijā’ī

（
一
三
五
九
―
六
〇
年
以
降
没
）。
ビ
ジ
ャ
ー
ヤ
の

マ
ー
リ
ク
派
法
学
者
（Ibn Farḥūn al-M

ālikī, al-D
ībāj al-m

udhahhab fī m
a̒

rifat a̒
yān 

ʻulam
āʼ al-m

adhhab, ed. M
aʼ m

ūn ibn M
uḥīy al- D

īn al- Jannān, B
eirut: D

ār al- K
utub al-

ʻIlm
īya, 1996, p. 138

）。

（
105
）
ア
ン
ダ
ル
ス
出
身
で
マ
リ
ー
ン
朝
に
仕
え
た
法
学
者
（﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
４
﹂、

七
〇
―
七
一
頁
）。

（
106
）
当
時
の
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
は
ナ
ー
ス
ィ
ル
・
ハ
サ
ン（
在
位
一
三
四
七
～
一
三
五
一
、 

一
三
五
四
～
一
三
六
一
年
）
で
あ
っ
た
。

（
107
）risālat-hi al-nabaw

īya. 

こ
の
時
の
書
簡
は
ア
ブ
ー
・
イ
ナ
ー
ン
の
直
筆
に
よ
る
も
の
で
、
同

じ
く
直
筆
の
詩
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
詩
の
方
は
ワ
ク
フ
と
さ
れ
て
常
に
預
言
者
ム
ハ

ン
マ
ド
の
墓
所
で
読
み
上
げ
ら
れ
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
（M

uḥam
m

ad al-M
anūnī, 

W
araqāt ‘an ḥaḍārat al-M

arīnīyīn, R
abat: Jām

i‘at M
uḥam

m
ad al- K

hām
is, 1996, p. 

220

）。

（
108
）al-Jām

i‘ al-A
zhar. 

九
七
○
年
に
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
が
新
都
カ
イ
ロ
に
建
設
し
た
金
曜
モ
ス
ク
。

ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
の
創
始
者
サ
ラ
ー
フ
ッ
デ
ィ
ー
ン
（
在
位
一
一
六
九
～
一
一
九
三
年
）
が
フ
ァ
ー

テ
ィ
マ
朝
を
滅
ぼ
し
ス
ン
ナ
派
体
制
を
確
立
す
る
と
、
同
モ
ス
ク
で
の
フ
ト
バ
が
廃
止
さ
れ
、

金
曜
モ
ス
ク
と
し
て
の
機
能
が
失
わ
れ
た
。
そ
の
後
一
二
六
七
年
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
第
五
代
ス

ル
タ
ー
ン
・
バ
イ
バ
ル
ス
（
在
位
一
二
六
○
～
一
二
七
七
年
）
の
時
代
に
施
設
の
修
復
と
新
た
な

ワ
ク
フ
財
の
寄
進
が
な
さ
れ
、
金
曜
モ
ス
ク
と
し
て
復
活
し
た
。
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
を
通
じ

て
同
モ
ス
ク
で
は
様
々
な
講
義
が
開
か
れ
、
多
数
の
教
師
・
学
生
が
集
い
活
発
な
教
育
活
動
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（M

uḥam
m

ad ʻA
bd A

llāh ʻInān, Tārīkh al-Jām
iʻ al-Azhar, 2nd. 

ed., C
airo, 1958, pp. 110-135

）。

（
109
）
慈
善
行
為
の
一
環
と
し
て
ウ
ラ
マ
ー
や
ス
ー
フ
ィ
ー
に
手
当
を
支
給
す
る
行
為
は
イ
ス
ラ
ー
ム

世
界
の
諸
王
朝
に
お
い
て
広
く
見
ら
れ
た
（Y

aacov Lev, C
harity, Endow

m
ents, and 

C
haritable Institutions in M

edieval Islam
, G

ainesville: U
niversity Press of Florida, 

2005, pp. 13-20

）。

（
110
）
カ
ル
カ
シ
ャ
ン
デ
ィ
ー
『
黎
明
』
に
同
様
の
書
簡
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（al-Q

alqashandī, Ṣubḥ 

al-a‘shā fī ṣināʻat al-inshā’, 14 vols., C
airo: al- H

ay’a al- M
iṣrīya al-ʻ Ā

m
m

a lil- K
itāb, vol. 

7, pp. 379-380

）。

（
111
）Akhū-hu. 

公
文
書
に
書
か
れ
る
ス
ル
タ
ー
ン
自
筆
の
認
証
署
名
（tarjam

a

）
で
用
い
ら
れ
る
自

称
の
一
つ
。
自
称
は
相
手
の
地
位
や
公
文
書
の
種
類
に
よ
っ
て
細
か
く
定
め
ら
れ
て
お
り
、﹁
あ

な
た
の
兄
弟
﹂
は
異
国
の
ム
ス
リ
ム
の
王
に
宛
て
た
書
簡
で
用
い
ら
れ
た
（
谷
口
淳
一
編
﹁
ア
フ

マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
フ
ァ
ド
ル
・
ア
ッ
ラ
ー
・
ウ
マ
リ
ー
著
『
高
貴
な
る
用
語
の
解
説
』
訳
註

（
３
）﹂『
史
窓
』
六
九
号
、
二
○
一
二
年
、
四
九
頁
）。
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（
112
）
校
訂
註
に
よ
る
と
、
こ
の
書
簡
を
収
録
し
て
い
る
の
は
ト
プ
カ
プ
宮
殿
博
物
館
所
蔵
の
ア
フ
メ

ト
三
世
写
本
（A

hm
et 3042

）
の
み
で
あ
る
。
ま
た
バ
ル
ク
ー
ク
の
名
前
の
後
ろ
は
空
欄
に

な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
彼
の
ア
ラ
ー
マ
（
代
署
）
が
書
か
れ
る
と
さ
れ
る
。

（
113
）Shāhanshāh. 

ペ
ル
シ
ア
語
で
﹁
諸
王
の
王
﹂
の
意
。
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
時
代
に
尊
称
と
し
て
イ

ス
ラ
ー
ム
世
界
に
導
入
さ
れ
、
ブ
ワ
イ
フ
朝
時
代
よ
り
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

マ
ム
ル
ー
ク
朝
で
は
ス
ル
タ
ー
ン
専
用
の
特
別
な
尊
称
と
さ
れ
た
（Ḥ

asan al-B
āshā, al-Alqāb 

al-Islām
īya fī al-tārīkh w

a al-w
athā’iq w

a al-āthār, C
airo, 1989, pp. 353-354

）。

（
114
）Iskandar al-zam

ān. 

ア
㆑
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
に
由
来
す
る
尊
称
。
マ
ム
ル
ー
ク
朝
第
五
代

ス
ル
タ
ー
ン
・
バ
イ
バ
ル
ス
が
用
い
て
以
降
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
の
尊
称
と
し
て
し

ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、﹁
ア
㆑
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
（al-Iskandar

）﹂﹁
第

二
の
ア
㆑
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
（Iskandar al-thānī

）﹂﹁
二
本
角
を
持
つ
者
（D

hū al-qarnayn

）﹂

な
ど
ア
㆑
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
に
由
来
す
る
尊
称
は
ホ
ラ
ズ
ム
シ
ャ
ー
朝
な
ど
他
の
地
域
や
王

朝
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
（Ḥ

asan al-B
āshā, al-Alqāb, pp. 158-160

）。
ア
㆑
ク
サ
ン
ド
ロ
ス

大
王
は
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
第
一
八
章
第
八
三
―
九
八
節
に
登
場
す
る
、
陽
の
沈
む
処
と
陽
の
昇

る
処
に
住
む
民
族
を
制
圧
し
た
の
ち
蛮
人
ヤ
ー
ジ
ュ
ー
ジ
ュ
と
マ
ー
ジ
ュ
ー
ジ
ュ
を
封
じ
込
め

る
防
壁
を
建
設
し
た
﹁
二
本
角
を
持
つ
者
﹂
に
比
定
さ
れ
、
敬
虔
な
一
神
教
の
信
徒
に
し
て
そ

の
布
教
者
、
あ
る
い
は
預
言
者
の
一
人
と
見
な
さ
れ
る
な
ど
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
英
雄
と
目
さ

れ
た
（﹁
ア
㆑
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
伝
承
﹂﹁
ズ
ル
カ
ル
ナ
イ
ン
﹂『
岩
波
イ
ス
ラ
ー
ム
辞
典
』; 

山
中

由
里
子
『
ア
㆑
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
変
相
：
古
代
か
ら
中
世
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
』
名
古
屋
大
学
出
版

会
、
二
○
○
九
年
）。

（
115
）M

alik al-B
aḥrayn. 

二
つ
の
海
と
は
、
地
中
海
（B

aḥr al-R
ūm

）
と
紅
海
（B

aḥr al-Q
ulzum

）

を
指
す
（al-Q

alqashandī, Ṣubḥ, vol. 6, p. 71

）。

（
116
）Khādim

 al-Ḥ
aram

ayn al-Sharīfayn. 

ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
の
創
始
者
サ
ラ
ー
フ
ッ
デ
ィ
ー
ン
が
尊

称
に
用
い
、
バ
イ
バ
ル
ス
以
降
の
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
も
用
い
た
。
両
聖
都
お
よ
び
ヒ

ジ
ャ
ー
ズ
地
方
に
対
す
る
支
配
権
の
確
立
を
志
向
し
た
両
王
朝
の
政
治
姿
勢
を
示
し
て
い
る

（Ḥ
asan al-B

āshā, al-Alqāb, pp. 267-269

）。

（
117
）Qasīm

 am
īr al-m

u’m
inīn. 

カ
リ
フ
と
政
治
権
力
を
分
け
合
う
者
の
意
。
ブ
ワ
イ
フ
朝
の
イ
ラ

ク
と
フ
ァ
ー
ル
ス
の
支
配
者
マ
リ
ク
・
ラ
ヒ
ー
ム
（
在
位
一
○
四
八
～
一
○
五
五
年
）
が
尊
称
と

し
て
初
め
て
用
い
、
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
七
／
一
三
世
紀
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
各
地
の
有
力
君
主
が

用
い
た
。
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
滅
亡
後
に
マ
ム
ル
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
・
バ
イ
バ
ル
ス
が
カ
イ
ロ
に

ア
ッ
バ
ー
ス
朝
カ
リ
フ
位
を
復
活
さ
せ
る
と
、
バ
イ
バ
ル
ス
が
こ
の
尊
称
を
用
い
、
そ
の
後
マ
ム

ル
ー
ク
朝
ス
ル
タ
ー
ン
の
尊
称
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（Ḥ

asan al-B
āshā, al-

Alqāb, pp. 204-206

）。

（
118
）
ス
ル
タ
ー
ン
・
バ
ル
ク
ー
ク
の
父
親
で
、
チ
ェ
ル
ケ
ス
人
。
バ
ル
ク
ー
ク
が
ア
タ
ー
ベ
ク
の
地

位
に
あ
っ
た
時
期
に
故
国
か
ら
呼
び
寄
せ
、
一
三
八
一
年
に
兄
弟
親
族
を
伴
っ
て
エ
ジ
プ
ト
へ

来
た
。
同
年
息
子
バ
ル
ク
ー
ク
の
ス
ル
タ
ー
ン
就
任
を
見
る
こ
と
な
く
死
去
。
彼
の
名
前
は
、

こ
こ
で
はA

nas

と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、Ā

naṣ

、A
naṣ

と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

（al-‘Ibar, vol. 5, pp. 472-473; Ibn Taghrībirdī, al-M
anhal, vol. 2, p. 107; Ibn Ḥ

ajar, 

Inbā’, vol. 1, p. 244

）。

（
119
）al-Ḥ

aḍra. 

マ
ム
ル
ー
ク
朝
か
ら
他
の
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
に
送
ら
れ
る
書
簡
に
お
い
て
、
相
手

の
君
主
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
尊
称
（Ḥ

asan al-B
āshā, al-Alqāb, pp. 262-263

）。

（
120
）Qudw

at al-m
uw

aḥḥidīn. 

マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
外
交
文
書
で
ハ
フ
ス
朝
君
主
に
対
し
て
用
い
ら

れ
る
特
別
な
尊
称
の
一
つ
。
同
王
朝
が
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
の
後
継
者
を
自
認
す
る
こ
と
に
由
来
す

る
（al-Q

alqashandī, Ṣubḥ, vol. 6, p. 65

）。

（
121
）
元
来
は
ア
ラ
ブ
遊
牧
民
が
行
っ
た
略
奪
行
為
﹁
ガ
ズ
ウ
﹂
を
行
う
者
の
意
で
あ
る
が
、
イ
ス

ラ
ー
ム
以
後
、
異
教
徒
に
対
す
る
襲
撃
行
為
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
ガ
ー

ズ
ィ
ー
は
異
教
徒
に
対
す
る
戦
い
を
行
う
者
に
冠
せ
ら
れ
た
名
誉
の
称
号
と
し
て
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
（﹁
ガ
ズ
ウ
﹂﹁
ガ
ー
ズ
ィ
ー
﹂『
岩
波
イ
ス
ラ
ー
ム
辞
典
』）。

（
122
）Sayf jam

āʻat al-shākirīn. 

同
じ
く
ハ
フ
ス
朝
君
主
に
用
い
ら
れ
る
特
別
な
尊
称
だ
が
、
意
味
は

不
明
。
書
記
の
手
引
き
書
『
黎
明
』
の
作
者
カ
ル
カ
シ
ャ
ン
デ
ィ
ー
は
、
そ
の
意
味
を
イ
ブ
ン
・

ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
に
尋
ね
た
も
の
の
、
彼
も
知
ら
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（al-Q

alqashandī, 

Ṣubḥ, vol. 6, p. 55

）。

（
123
）
ハ
デ
ィ
ー
ス
に
依
拠
し
た
表
現
。﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
６
﹂、
四
五
頁
、
註
四
二
参

照
。

（
124
）
こ
れ
も
ハ
デ
ィ
ー
ス
に
依
拠
し
た
表
現
（
牧
野
信
也
訳
『
ハ
デ
ィ
ー
ス　

イ
ス
ラ
ー
ム
伝
承
集

成
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
一
年
、
第
三
巻
、
一
六
一
頁
）。

（
125
）al-W

alaw
ī. 

イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
個
人
の
尊
称
﹁
ワ
リ
ー
ユ
ッ
デ
ィ
ー
ン
（﹁
宗
教
の

友
﹂
の
意
）﹂
を
ニ
ス
バ
（
由
来
名
）
の
形
に
し
た
も
の
。
任
命
書
な
ど
公
文
書
に
お
い
て
個
人

名
を
記
載
す
る
場
合
、
個
人
の
尊
称
は
こ
の
よ
う
に
ニ
ス
バ
形
に
し
て
書
か
れ
た
。

（
126
）gharīb w

aṣf w
a-dār. 

形
容
詞gharīb

は
﹁
故
国
を
離
れ
た
﹂
あ
る
い
は
﹁
一
風
変
わ
っ
た
﹂

の
意
。
こ
こ
で
は
両
方
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
127
）
校
訂
註
に
よ
れ
ば
、
バ
ッ
シ
ャ
ー
ル
・
イ
ブ
ン
・
ブ
ル
ドB

ashshār ibn B
urd

の
詩
と
さ
れ
、

﹁
人
々
よ
、
わ
が
耳
は
部
族
の
一
つ
を
情
熱
的
に
愛
す
も
の
﹂
と
い
う
上
の
句
が
省
略
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。
詩
人
バ
ッ
シ
ャ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、﹁
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
自
伝
５
﹂、

九
七
頁
、
註
四
四
参
照
。

（
128
）
ハ
フ
ス
朝
と
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
間
の
外
交
関
係
は
当
時
絶
え
て
久
し
か
っ
た
。
イ
ブ
ン
・
ハ
ル

ド
ゥ
ー
ン
は
家
族
を
エ
ジ
プ
ト
へ
呼
び
寄
せ
る
た
め
バ
ル
ク
ー
ク
に
こ
の
書
簡
を
書
い
て
も
ら
う

一
方
で
、
自
ら
ハ
フ
ス
朝
ス
ル
タ
ー
ン
に
手
紙
を
書
き
、
バ
ル
ク
ー
ク
に
外
交
使
節
を
送
り
贈
物

を
す
る
よ
う
助
言
し
た
。
こ
の
バ
ル
ク
ー
ク
の
書
簡
を
持
参
し
た
ミ
ク
ナ
ー
ス
ィ
ー
な
る
人
物
の

素
性
は
不
明
で
あ
る
が
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
公
式
の
使
者
で
は
な
く
、
こ
の
時
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
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ド
ゥ
ー
ン
が
自
ら
の
手
紙
を
届
け
る
た
め
に
送
っ
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
ミ
ク
ナ
ー
ス
ィ
ー
と

い
う
名
を
考
慮
す
る
と
、
ベ
ル
ベ
ル
系
ミ
ク
ナ
ー
サ
族
も
し
く
は
都
市
メ
ク
ネ
ス
と
縁
の
あ
る
マ

グ
リ
ブ
出
自
の
人
物
で
あ
ろ
う
。
な
お
ハ
フ
ス
朝
ス
ル
タ
ー
ン
は
こ
の
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン

の
進
言
を
受
け
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
家
族
と
と
も
に
バ
ル
ク
ー
ク
へ
の
贈
り
物
と
し
て

マ
グ
リ
ブ
産
の
ア
ラ
ブ
馬
を
送
っ
た
が
、
後
述
の
よ
う
に
船
は
沈
没
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
（al-

ʻIbar, vol. 5, pp. 479-480

）。

（
129
）waqf. 
ワ
ク
フ
と
は
、
店
舗
、
賃
貸
住
宅
、
土
地
な
ど
収
益
が
見
込
め
る
不
動
産
物
件
（
こ
れ

を
ワ
ク
フ
財
源
と
い
う
）
の
所
有
者
が
そ
の
収
益
の
一
部
な
い
し
全
部
を
一
定
の
目
的
（
こ
れ

を
ワ
ク
フ
対
象
と
い
う
）
に
充
て
る
こ
と
を
予
め
定
め
た
う
え
で
寄
進
す
る
行
為
を
指
す
。
一

定
の
目
的
と
は
、
原
則
と
し
て
宗
教
、
公
共
、
慈
善
的
な
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
モ
ス
ク

や
マ
ド
ラ
サ
、
病
院
や
救
貧
院
の
維
持
運
営
が
そ
れ
に
相
当
す
る
。﹁
ワ
ク
フ
﹂
は
停
止
を
意

味
す
る
ア
ラ
ビ
ア
語
で
、
寄
進
物
件
の
財
産
と
し
て
所
有
権
の
移
動
が
永
久
に
停
止
さ
れ
る
こ

と
に
由
来
す
る
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ワ
ク
フ
と
し
て
寄
進
さ
れ
た
物
件
は
以
後
、
売

買
・
分
割
・
譲
渡
な
ど
が
禁
止
さ
れ
る
が
、
以
下
で
は
そ
の
所
有
権
移
動
禁
止
の
原
則
が
破
ら

れ
て
い
る
様
子
が
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
（﹁
ワ
ク
フ
﹂『
岩
波
イ

ス
ラ
ー
ム
辞
典
』; 

堀
井
聡
江
『
イ
ス
ラ
ー
ム
法
通
史
』、
一
三
三
―
一
三
四
頁
）。

（
130
）M

adrasat al-Q
am

ḥīya. 

フ
ス
タ
ー
ト
の
ア
ム
ル
・
モ
ス
ク
近
く
に
あ
る
マ
ー
リ
ク
派
の
マ
ド
ラ

サ
。
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
の
創
始
者
サ
ラ
ー
フ
ッ
デ
ィ
ー
ン
が
一
一
七
○
年
一
○
月
初
め
に
建
設
し
、

ワ
ク
フ
を
設
定
し
た
。
そ
の
ワ
ク
フ
財
源
で
あ
る
フ
ァ
イ
ユ
ー
ム
地
方
の
農
地
で
収
穫
さ
れ
る
小

麦
が
マ
ド
ラ
サ
の
教
授
や
学
生
た
ち
に
配
給
さ
れ
た
た
め
、﹁
小
麦
の
（
＝
カ
ム
ヒ
ー
ヤ
）
学
院
﹂

と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
マ
ド
ラ
サ
に
は
計
四
人
の
教
授
が
置
か
れ
て
い
た

（N
eil D

. M
acK

enzie, Ayyubid C
airo: A Topographical Study, C

airo, 1992, pp. 110-111; 

al- M
aqrīzī, al-M

aw
āʻiẓ w

a al-iʻtibār fī dhikr al-khiṭaṭ w
a al-āthār, ed. A

ym
an Fu’ād 

Sayyid, 5 vols., London: M
u’assasat al- Furqān lil- Turāth al- Islām

ī, 2002-04, vol. 4, pp. 

455-456

）。

（
131
）
前
任
の
教
授
は
ア
ラ
ム
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
ビ
サ
ー
テ
ィ
ーʻA

lam
 al-D

īn 

Sulaym
ān al- B

isāṭī

で
あ
っ
た
。
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
同
マ
ド
ラ
サ
で
の
最
初
の
講
義

は
七
八
六
年
サ
フ
ァ
ル
月
二
五
日
／
一
三
八
四
年
四
月
一
八
日
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
講
義
に
は

イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
る
ア
ル
ト
ゥ
ン
ブ
ガ
ー
の
他
、
文
武
の
高
官
や
名
士

た
ち
も
参
列
し
た
と
い
う
（al-M

aqrīzī, Sulūk, vol. 3, p. 513

）。

（
132
）
マ
ム
ル
ー
ク
朝
で
は
ス
ン
ナ
派
四
法
学
派
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
一
名
ず
つ
、
計
四
人
の
大
カ
ー

デ
ィ
ー
が
任
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
序
列
は
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
、
ハ
ナ
フ
ィ
ー
派
、
マ
ー
リ

ク
派
、
ハ
ン
バ
ル
派
の
順
で
あ
っ
た
（Joseph H

. Escovitz, The O
ffice of Q

âḍî al-Q
uḍât in 

C
airo under the Baḥrî M

am
lûks, B

erlin, 1984, p. 25

）。
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
が
マ
ー

リ
ク
派
を
第
四
位
と
見
な
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

（
133
）
マ
ム
ル
ー
ク
朝
の
四
人
の
大
カ
ー
デ
ィ
ー
は
各
々
複
数
の
代
理
裁
判
官
（nuw

w
āb

）
を
任
命

し
、
カ
イ
ロ
市
内
に
お
い
て
法
務
を
代
行
さ
せ
て
い
た
。
代
理
裁
判
官
た
ち
は
市
内
の
モ
ス
ク

や
マ
ド
ラ
サ
な
ど
で
裁
判
を
行
っ
た
（Escovitz, The O

ffice of Q
âḍî al-Q

uḍât, pp. 132-33

）。

そ
の
数
は
時
代
が
下
る
に
従
っ
て
増
加
し
て
い
き
、
マ
ム
ル
ー
ク
朝
末
期
の
カ
イ
ロ
で
は
一
○

○
人
を
超
え
た
（
三
浦
徹
﹁
マ
ム
ル
ー
ク
朝
末
期
の
都
市
社
会
：
ダ
マ
ス
ク
ス
を
中
心
に
﹂『
史

学
雑
誌
』
九
八
巻
一
号
、
一
九
八
九
年
、
八
頁
）。

（
134
）
一
二
六
五
年
に
マ
ム
ル
ー
ク
朝
で
ス
ン
ナ
派
四
法
学
派
か
ら
大
カ
ー
デ
ィ
ー
が
任
命
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
当
初
は
、
四
人
の
大
カ
ー
デ
ィ
ー
が
各
々
エ
ジ
プ
ト
の
各
地
に
代
理
裁
判
官
を
任

命
し
て
い
た
が
、
一
二
七
九
―
八
○
年
以
降
こ
の
権
限
は
シ
ャ
ー
フ
ィ
イ
ー
派
大
カ
ー
デ
ィ
ー

の
み
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（Escovitz, The O

ffice of Q
âḍî al-Q

uḍât, p. 24

）。

（
135
）
マ
ー
ワ
ル
デ
ィ
ー
、
湯
川
武
訳
『
統
治
の
諸
規
則
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
○
○
六
年
、

一
六
八
頁
に
カ
ー
デ
ィ
ー
の
遺
言
執
行
に
関
す
る
職
務
内
容
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。

（
136
）
前
任
の
マ
ー
リ
ク
派
大
カ
ー
デ
ィ
ー
は
ジ
ャ
マ
ー
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ッ
ラ
フ
マ
ー
ン
・

イ
ブ
ン
・
ハ
イ
ルJam

āl al-D
īn ʻA

bd al-R
aḥm

ān ibn K
hayr al-M

ālikī

。
マ
ー
リ
ク
派
の
法

学
者
た
ち
が
彼
の
下
し
た
判
決
が
誤
り
で
あ
る
と
非
難
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
七
八
六
年

ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
・
ア
ー
ヒ
ラ
月
三
日
／
一
三
八
四
年
七
月
二
三
日
に
解
任
さ
れ
た
（al-

M
aqrīzī, Sulūk, vol. 3, p. 517

）。

（
137
）khil‘a. 

し
ば
し
ば
﹁
名
誉
の
衣
﹂﹁
恩
賜
の
衣
﹂﹁
賜
衣
﹂
と
訳
出
さ
れ
る
、
衣
服
お
よ
び
織
物
、

武
器
、
防
具
、
馬
具
、
装
飾
品
の
総
称
で
、
上
位
者
が
下
位
者
に
対
し
て
何
ら
か
の
職
務
を
授

与
す
る
際
の
証
と
し
て
与
え
た
物
品
を
指
す
。
ヒ
ラ
ー
ル
・
サ
ー
ビ
ー
、
谷
口
淳
一
・
清
水
和

裕
監
訳
『
カ
リ
フ
宮
廷
の
し
き
た
り
』
松
香
堂
、
二
○
○
三
年
、
九
二
―
九
六
頁
を
参
照
。

（
138
）Bayn al-Q

aṣrayn.

﹁
二
つ
の
宮
殿
の
間
﹂
の
意
で
、
か
つ
て
の
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
の
宮
殿
に

は
さ
ま
れ
た
大
通
り
。
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
に
は
多
く
の
宗
教
・
教
育
施
設
が
立
ち
並
ぶ
カ
イ

ロ
の
目
抜
き
通
り
と
な
っ
た
。

（
139
） al-M

adrasa al-Ṣāliḥīya. 

ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
第
七
代
ス
ル
タ
ー
ン
・
サ
ー
リ
フ
・
ナ
ジ
ュ
ム
ッ

デ
ィ
ー
ン
（
在
位
一
二
四
○
～
四
九
）
が
建
設
し
た
、
エ
ジ
プ
ト
で
初
め
て
ス
ン
ナ
派
四
法
学
派

の
講
義
が
開
か
れ
た
マ
ド
ラ
サ
。
一
二
四
二
年
六
月
一
五
日
に
建
設
開
始
、
一
二
四
二
年
一
○
月

一
二
日
に
完
成
、
一
二
四
三
―
四
四
年
に
四
法
学
の
講
義
が
置
か
れ
た
。
サ
ー
リ
フ
が
一
二
四
九

年
に
没
し
た
後
、
彼
の
墓
廟
が
併
設
さ
れ
た
（M

acK
enzie, Ayyubid C

airo, pp. 123-124; al-

M
aqrīzī, K

hiṭaṭ, vol. 4, pp. 485-494

）。
マ
ム
ル
ー
ク
朝
時
代
に
入
り
四
法
学
派
か
ら
大
カ
ー

デ
ィ
ー
が
任
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
の
マ
ド
ラ
サ
が
四
大
カ
ー
デ
ィ
ー
の
法
廷
兼
住
居
と

さ
れ
た
（Escovitz, The O

ffice of Q
âḍî al-Q

uḍât, p. 133

）。

（
140
）
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
マ
ー
リ
ク
派
大
カ
ー
デ
ィ
ー
職
就
任
は
七
八
六
年
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
・

ア
ー
ヒ
ラ
月
一
九
日
／
一
三
八
四
年
八
月
八
日
の
こ
と
。
マ
ク
リ
ー
ズ
ィ
ー
は
、
こ
の
任
命
は
ア

ル
ト
ゥ
ン
ブ
ガ
ー
の
仲
介
に
よ
り
実
現
し
た
と
伝
え
る
（al-M

aqrīzī, Sulūk, vol. 3, p. 517

）。
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イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
伝
え
る
前
述
の
﹁
側
近
の
大
物
の
一
人
﹂
と
は
こ
の
ア
ル
ト
ゥ
ン
ブ

ガ
ー
で
あ
ろ
う
か
。

（
141
）
以
下
、
カ
イ
ロ
の
司
法
界
の
腐
敗
振
り
を
あ
げ
つ
ら
う
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
文
章
に
つ

い
て
は
、
森
本
公
誠
﹁
イ
ブ
ン
＝
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
見
た
エ
ジ
プ
ト
の
司
法
界
﹂『
藤
本
勝
次
、

加
藤
一
朗
両
先
生
古
希
記
念　

中
近
東
文
化
史
論
叢
』
関
西
大
学
文
学
部
、
一
九
九
二
年
、

一
四
○
―
一
五
○
頁
の
訳
文
を
参
考
と
し
た
。

（
142
）
イ
ス
ラ
ー
ム
法
で
は
、
文
書
よ
り
も
証
言
に
大
き
な
証
拠
能
力
を
認
め
て
お
り
、
専
門
の
職
業

集
団
で
あ
る
公
証
人
が
裁
判
や
婚
姻
・
売
買
等
日
常
の
契
約
に
お
い
て
証
人
の
役
割
を
果
た
し

た
。
彼
ら
は
様
々
な
契
約
文
書
の
作
成
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
文
書
の
有
効

性
を
証
言
し
た
（﹁
公
証
人
﹂『
岩
波
イ
ス
ラ
ー
ム
辞
典
』）。
彼
ら
は
市
中
に
店
を
構
え
、
文
書

作
成
や
裁
判
で
の
証
人
を
務
め
る
こ
と
で
手
数
料
を
得
て
い
た
（Toru M

iura, “U
rban Society 

in D
am

ascus as the M
am

luk Era w
as Ending, ” M

am
lūk Studies Review, vol. 10, no. 1, 

2006, p.165; 『
歴
史
序
説
』
第
二
巻
、
九
六
―
九
八
頁
）。

（
143
）ḥākim

. 

こ
の
文
章
で
言
う
と
こ
ろ
の
﹁
カ
ー
デ
ィ
ー
﹂
は
四
大
法
学
派
そ
れ
ぞ
れ
の
大
カ
ー

デ
ィ
ー
を
指
し
、
ハ
ー
キ
ム
は
裁
判
官
全
般
の
こ
と
を
指
す
。
な
お
森
本
公
誠
﹁
イ
ブ
ン=

ハ
ル

ド
ゥ
ー
ン
の
見
た
エ
ジ
プ
ト
の
司
法
界
﹂
一
三
九
頁
で
は
、
カ
ー
デ
ィ
ー
（
大
カ
ー
デ
ィ
ー
）
を

﹁
法
官
﹂
と
し
、
ハ
ー
キ
ム
を
﹁
司
法
監
督
官
﹂
と
し
て
い
る
。

（
144
）tazkiya. 

裁
判
の
際
に
証
言
す
る
証
人
が
法
定
の
適
格
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
、
す
な
わ
ち

ア
ド
ル
（﹁
有
徳
﹂﹁
公
正
﹂
の
意
）
で
あ
る
か
を
、
そ
の
証
人
が
住
む
居
住
区
内
の
住
民
に
対

し
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
。
こ
の
手
続
き
を
タ
ズ
キ
ヤ
と
い
う
（
堀
井
聡
江
『
イ
ス
ラ
ー
ム

法
通
史
』、
九
二
―
九
三
頁
）。

（
145
）
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ヤ
写
本
に
はahl

の
語
を
加
え
たahl al-futyā

（
フ
ァ
ト
ワ
ー
の
徒
）
と
し
て
記
載

が
あ
り
、
こ
の
読
み
に
従
っ
た
。
な
お
フ
ァ
ト
ワ
ー
の
徒
は
﹁
ム
フ
テ
ィ
ー
﹂
と
同
義
で
あ
る

と
み
な
し
た
。
フ
ァ
ト
ワ
ー
に
は
法
的
な
拘
束
力
は
な
い
が
、
裁
判
の
際
、
自
ら
の
主
張
の
正

当
性
を
示
し
、
カ
ー
デ
ィ
ー
が
判
決
を
下
す
際
に
参
考
と
す
る
証
拠
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ

た
た
め
、
訴
訟
に
当
た
っ
て
は
原
告
、
被
告
と
も
に
フ
ァ
ト
ワ
ー
を
請
求
し
た
の
で
あ
る
。

フ
ァ
ト
ワ
ー
に
つ
い
て
は
註
六
六
参
照
。

（
146
）
校
訂
テ
キ
ス
ト
で
はkhibra

（
経
験
）
と
あ
る
が
、
ア
ヤ
ソ
フ
ィ
ヤ
写
本
に
従
い
、ḥayra

（
困

惑
）
と
読
む
。

（
147
）
原
語
のm

adad

は
﹁
支
援
﹂
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
仏
訳
、
森
本
訳
に
従
い
、﹁
ム
フ

テ
ィ
ー
に
よ
る
こ
の
種
の
悪
し
き
行
為
へ
の
支・

・援
﹂
を
﹁
悪
弊
﹂
と
訳
出
し
た
。
森
本
公
誠

﹁
イ
ブ
ン
＝
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
の
見
た
エ
ジ
プ
ト
の
司
法
界
﹂
一
四
七
頁
参
照
。

（
148
）zāw

iya. 

﹁
修
道
場
﹂
と
訳
出
し
た
こ
の
施
設
は
、
ス
ー
フ
ィ
ー
や
聖
者
の
修
行
、
宗
教
儀
礼
遂

行
の
場
と
し
て
、
ま
た
聖
者
の
墓
廟
が
置
か
れ
る
こ
と
に
よ
る
参
詣
の
場
と
し
て
機
能
し
た
。

人
々
は
、
そ
こ
で
修
行
に
励
む
聖
者
や
ス
ー
フ
ィ
ー
に
よ
る
神
へ
の
と
り
な
し
、
あ
る
い
は
彼

ら
を
通
じ
て
﹁
バ
ラ
カ
﹂
と
呼
ば
れ
る
神
の
恩
恵
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
こ
う
し
た

場
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
（﹁
ザ
ー
ウ
ィ
ヤ
﹂『
岩
波
イ
ス
ラ
ー
ム
辞
典
』）。

（
149
）
似
た
よ
う
な
ハ
デ
ィ
ー
ス
は
多
々
あ
る
。
例
え
ば
、
牧
野
信
也
訳
『
ハ
デ
ィ
ー
ス　

イ
ス
ラ
ー

ム
伝
承
集
成
』、
第
六
巻
、
二
○
六
―
二
○
七
頁
を
参
照
。

（
150
）『
ク
ル
ア
ー
ン
』
第
六
八
章
第
二
五
節
。
啓
示
を
嘘
偽
り
と
見
な
す
者
、
や
た
ら
と
誓
い
を
立

て
る
者
、
や
た
ら
と
人
を
中
傷
し
、
悪
口
を
言
い
ふ
ら
す
者
な
ど
の
逸
話
に
出
て
く
る
文
言

で
、
イ
ブ
ン
・
ハ
ル
ド
ゥ
ー
ン
は
ク
ル
ア
ー
ン
を
引
用
し
つ
つ
自
ら
の
正
当
性
と
中
傷
者
た
ち

の
不
当
な
振
る
舞
い
を
際
立
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
151
）﹁
神
よ
、
私
は
あ
な
た
に
現
世
と
来
世
に
お
け
る
健
康
（al-‘āfiya

）
を
求
め
ま
す
﹂
と
い
う
ハ

デ
ィ
ー
ス
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ばA

bū D
ā’ūd, Sunan Abī 

D
ā’ūd, 7 vols., ed. Shu‘ayb al- A

rnaw
ūṭ, D

am
ascus: D

ār al- R
isāla al- ‘Ā

lam
īya, 2009, vol. 

7, p. 408

を
参
照
の
こ
と
。


